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プロローグ






「丸焼きにしましょう」




　と、その化け物は言った。

「丸焼きは、ああ見えて繊細な料理です。外はこんがりカリカリに、中はしっとりモチモチに、このわたくしがお兄様お姉様のため、見事焼き上げてご覧にいれますわ」

　なるほど丸焼きかー、と私はうなずく。彼女が語る料理は美味おいしそうで、とても良い案に思われた。

『いや、踊り食いが良い』

　ところが、もう一匹の化け物が言う。

『毒で肉を溶かし、どろどろになった肉汁を吸う。それこそ我が種族の正しい食事だ』

　なるほどなるほど、と私はまたうなずく。いつもの素朴な味が一番だという、彼らしい答えも納得できた。

『どっちでもいいよー』

　と、最後の化け物が言う。

『シロちゃんには頭と胴体をちょうだい、それ以外はなんでもいいわ』

　彼女の回答は鷹おう揚ようなようでいて、その実もっとも欲張りなものだった。

『待てシロ、それは強欲というものだ。公平に半分ずつとしよう』

「お兄様。ちょっと待ってくださいまし。公平というなら三等分が筋ですわ！」

『お前は心臓があるだろう』

『あ！　シロちゃんも心臓ほしい！　っていうか本当は全部欲しい！』

「お姉様、それはちょっと……」『……業ごう突つく張ばりめ』

　ぴしり、と、まるで空間に亀裂が入ったように空気が張り詰める。カチカチカチ……と、お兄ちゃんが牙を鳴らし、末っ子が魔法の光を放ち始める。

　ぼんやりと、闇の中に彼らの姿が浮かび上がる。




　それは三匹の蜘く蛛もだった。




『ガチガチガチガチガチ！』

　熊ほどもある巨大な蜘蛛が、牙を鳴らして威嚇している。

「びるますく……おるりす……ぼわーれーぇー……」

　その目の前に小さな蜘蛛がふわふわと、超常の力で浮いている。

『やーだ。これ、シロちゃんのだもん』

　そして最後の蜘蛛。猫ほどのサイズの彼女は私の肩にしがみつき、カリカリと髪をつまみ食いしていた。

『……そちらがそういう態度なら、兄きょう妹だいとて容赦せん』

『それこっちの台詞せりふ。どうせ食べられないくせに』

「心臓は絶対に渡しませんわ！」

　牙が、糸が、魔法が、蜘蛛たちがそれぞれの武器を振りかざす。彼らはいま、食事の相談──つまり、私の最さい期ごをどう料理するか話し合っていた。

「人間は丸焼きが一番ですわ！」『いや踊り食いだ』『丸まる吞のみー』

　怪物たちが、私の身体からだを取り囲む。いずれもこの階層に敵なしという化け物たちが、おそるべき兄妹喧げん嘩かを始めようとしている。

「こら」

　そんな蜘蛛の眉間に、私はぺしっとチョップした。

「喧嘩はダメ、でしょ」

　ぺし、ぺしっと、姉と妹にも同じようにする。八×三個の瞳が白黒して、触肢がサスサスと顔を洗う。そのさまは気まずいことがあった猫のようだ。

『しかし……』

「しかし、じゃないのお兄ちゃん。兄妹喧嘩はダメっていつも言ってるでしょ」

『シロちゃんは喧嘩してない』

「独り占めはもっとダメなのよ。シロちゃん」

　私は小さな子供にするように、恐るべき化け物にお説教をする。二匹はぶすっとふてくされた様子で、でも逃げずに話を聞いてくれた。

　もしもこの光景を誰かが見たなら驚きょう愕がくしたことだろう。凶悪な人形蜘蛛を相手にこんな態度を取って、どうして食い殺されないのか、と。

　ただ、それは間違いだ。蜘蛛たちは別に、私を許しているわけではない。

　いまだって、食い殺している途中なのだ。

「ね、いい子だから。私を食べるときは仲良くして」

　それは、例えば人間が自分のお弁当箱を大切に扱うような、あるいはいずれ食べる豚を丁寧に世話するような優しさだった。

　私は前髪を搔かき上げる。隠していた左目、そこはもう彼らに食べ尽くされて、空っぽの虚うろになっていた。

「ほらみんな、今日は左腕の残りを食べていいから、もう喧嘩しないの」

　投げ出された左腕に、兄姉が『わーい』と群がってくる。

　二の腕に牙が突き刺さり、どくんどくんと麻ま痺ひ毒が注入されていく。すべての感覚がなくなって、私はあやふやな気持ちになっていく。

「ふぅ、これでみんな仲直りね。……あら？　でもヒメは？」

　いつものように飴あめに釣られて、同じ料理を食べている兄妹のなかに、私は末っ子の不在に気がついた。

「ヒメー？　どこー？」

　衣服の陰や、目の中を探す。三兄妹で一番小さな彼女はピンポン玉くらいのサイズしかないので、隠れられるとなかなか見つからない。

「あ、いた」

　私はセーラー服の襟をひっぱって、左胸に止まっている彼女を見つける。

「ヒメ、喧嘩はもう終わりよ。すねてないで、ご飯にしましょ？」

「……もの」

「え？」

　私の胸に止まっている、金毛緑眼の小さな蜘蛛。ハエトリグモによく似た美しい彼女は、幼おさな児ごのようにくすんとないた。

「心臓これは、わたくしのだもの……」

　きゅっと、八本の脚が胸を摑つかむ。その下で心臓が、トクントクンと鳴っている。

「これだけは、お兄様にもお姉様にも譲らないわ。だってお前と約束したのだもの……」

「うん、そうね……」

　いずれお前を食い殺す。そう宣言しているに等しい言葉が、でも私には嬉うれしかった。

　きっとこんなこと誰にも理解してもらえないだろう。蜘蛛に食われて死ぬことが幸福だなんて……。

「大丈夫。二人にはよく言っておいたから。ほら、おいで」

　ヒメが、ぴょんっと右手に跳ねる。薬指に絡からまる彼女を左腕に移すと、ようやく兄妹はひとつになった。

　ぱりぱり、むしゃむしゃ、ごくごく、と、

　私の身体が食べられていく。

　蜘蛛たちに、もはや言葉はなく、目の前の肉に夢中になる。




『私はなにで出来ている？　女の子はなにで出来ている？』




　私は歌った。まるで雰囲気のいい喫茶店が素敵なレコードを掛けるように、食事を楽しむ彼らのために、マザーグースを歌っていた。




『私はなにで出来ている？　女の子はなにで出来ている？

　お砂糖と果物、お菓子とリボン。

　甘い甘い、おいしいもので出来てるの』




　私は兎うさぎ、私は琥こ珀はく、私はグリムの菓子の家。三匹の子蜘蛛の肉の家。

　血と肉と、歌がもろともに食べられて、私は彼らになっていく。




『〜♪』




　黄泉よみ路じを鼻歌交じりで歩みながら、私は夢を見るように思い出す。彼らとの最初の出会いを、どうして私が蜘蛛の餌えさになったのか、走そう馬ま灯とうのように見返していく。




　それは私──海うみ野の琥こ珀はくの死から始まった。











胡こ蝶ちょうの悪夢






　虫は死体を眼めから食う。




　私がそんな知識をしったのは、中央図書館でのことだった。茜あかねさす書庫の片隅で、幼い私は一冊の本に夢中になった。

　それは森の本だった。どこかの外国にあるという、そのありふれた森にはひとつだけ変わったところがあって、人の死体が並んでいるのだ。

　公園みたいな森のなかに、沢山の人が倒れている。人種や性別のことなる彼らは思い思いの格好で転がって、ゆっくりとしずかに腐っていく。

　実のところそれは立派な研究なのだという。死体がどのように腐るか記録して、犯罪捜査に役立たせるそうだ。

　でも、当時の私はそんなことには興味がなくて、ただ食われていく死体に夢中だった。

　その森に獣はいない。だから必然、死体を食うのは虫だった。

　まずは蠅はえがやってくる。蠅は死体の粘膜に群がって、肉を溶かして汁を吸う。次に肉にく食しょくの虫がやってきて、ゆるんだ穴から体に入る。

　卵が産み付けられていく。ウジ虫が孵かえっていく。ウジ虫を食う虫がやってくる。

　私は想像のなかで、そのなかの一匹の虫になってみる。目の前には童話に出てくるお菓子の家みたいな、ご馳ち走そうの山が広がっている。

　私はそこで生まれて、育って、子供を残して、死んでいく。

　それは、とても素敵なことだった。食べて、食べられて、命を繫つなぐことはこの星で何億年も繰り返されてきたサイクルで、お母さんの言う、正しいことに思えたのだ。

　私はその本をすっかり気に入って、でも、もちろん、借りて帰ったりはしなかった。

　なぜならその頃の私はもう、普通の女の子はこんな気持ちの悪い本など読まないと分かっていたからだ。

　だって当時の私は優等生だったから。

　がんばって、そのふりをしていたから。

　だから本当は読みたい本も、やってみたいことも我慢していた。綺き麗れいな虫を見つけてもポケットには入れず、いじめてくる男の子を殴り返したりもしなくなっていた。

　いつしか私は、もう一人の自分を着込むようになっていた。常識という名の布を、空気という糸で編み上げて、そうして出来た完璧な海野琥珀に擬態していた。

　自慢じゃないけれど、私は結構うまくやれていたのだろう。ゴミをまとうミノムシみたいに、イソギンチャクを背負うカニみたいに、お母さんが望む私になれたと思う。

　でも、それは、きっと、

　よくないことだったのだと、いまはおもう。

　そうやって余計な厚着をして、ぶくぶくと着ぶくれしていたから、私の心はいつしか疲れ切ってしまっていた。

　だからあの、綺麗な蝶ちょうに惹ひかれてしまったのだろう。

　あれは一匹のカラスアゲハだった。

　登校途中の駅のホームに、ボロボロのアゲハチョウが翔とんでいた。本来は山にすまうはずの彼女はなぜだか都会に迷いこんでいて、フラフラと線路をさまよっていた。

　そんなところにいちゃダメだよ。

　そう思って、手を伸ばして、

　次の瞬間にはもう、私は黄色い線の向こうへと行ってしまった。

　真っ黒なローファーが宙を踏み、セーラー服のスカートがフワリと舞う。

　ぷぁーっと警笛を響かせて、電車が私に突っ込んでくる。

　ああ、やっちゃった、と私は思った。でもそれは自分の行動に対してではなくて、まわりで驚いている人を見てのことだった。驚きょう愕がくに染まった顔の群れを見て、私はようやく自分の失敗を悟ったのだ。

[image: ]

　お母さん、泣くかな。

　最後の瞬間まで、私はそんなことを考えていた。でもすぐに、もうそんな心配などしなくていいのだと気が付いた。もうこれで海野琥珀でなくていい。そう思うと、泣きたくなるほど安あん堵どしていた。

　だから、後悔はあとひとつだけ。

　私の死体は焼かれてしまう。冷たい壺つぼに入れられて、石のお墓に埋められる。

　この体は蠅の若者に食べられることもなく、蟻ありの家族が休む家にもなれない。

　それだけが、悲しい。

　ああどうか、と私は願う。どうか、誰も悲しまないで。私の体など腐るに任せて、虫や鼠ねずみにあげてください。

　そう、迫り来る死を見つめながら、私は神様に祈ったのだ。




　そして、神様は願いを叶かなえた。










「え？」

　と思った瞬間にはもう、私は『そこ』に降り立っていた。

　春の日差しが消え去って、闇があたりをつつみこむ。

「……え、っと……」

　たたらを踏んで立ち止まり、目の前にひろがる闇を見る。ヒカリゴケがぼんやりと光って、私という存在に驚いた小動物たちが、悲鳴を上げて逃げていく。

　そこはうす暗い洞窟だった。

　私はきょろきょろとあたりを見回した。起きたことが突然すぎて、心がついていけなかった。

「ええと、誰か……？」

　あとになって、私はこの時のことを何度も思い返すことになる。

　なぜなら、私が読んできた児童書や小説ではこういうとき──つまり『異世界に転生したとき』は、なにかしら然しかるべき存在がいて、そうと教えてくれていたからだ。

　でもこの洞窟にそんなものはどこにもいなくて、私は一人、その『罠わな』のなかに投げ出されていた。

「きゃっ！」

　なんとなく歩き出した私は、すぐに足を取られて膝をついた。

「あいたたた……いったいなにが……え？」

　洞窟の壁に手を付きながら、私はつまずいた原因をまじまじと見つめる。

　それは人間の死体だった。

　ほとんど骨だけになっている乾ききった死体が、洞窟の壁に座り込んでいる。

「き──」

　私は悲鳴をあげようとした。すくなくとも最初はそのつもりだった。

　なぜって、海野琥珀は、普通の人はそうするから。

「…………」

　でもすぐに、ここには誰もいないことを思い出して、

　人のふりをするのが、馬鹿らしくなってしまったのだ。

「…………わ」

　意識が空白になった瞬間、ぽろり、と頭骨が転がり落ちた。

　私は反射的に『彼』を受け止めた。

　頭蓋骨は壮年とおぼしき男性のものだった。全体的にがっしりとしていて、側頭骨が発達している。前歯の摩耗と染しみは喫煙の痕跡で、パイプを持つ手はおそらく右。

「わ、おっとっと」

　私がまじまじと見つめていると、瞳から蛆うじ虫むしがポロポロとこぼれ落ちた。骨に守られた脳みそは、もうほとんど食べ尽くされた彼の最後の苗床だった。

「ごめんね、びっくりしたよね」

　私は彼と彼らに謝って、頭骨をそっと元の場所に戻した。初めてみた屍し肉にく性の虫たちがかわいくて、頰に自然と笑みが浮かんだ。

　微ほほ笑えんで、でもすぐに気まずくなる。こんなところを誰かに見られたら、また気味悪く思われてしまう。

　けど、ここには本当に誰もいなくて、

「……わぁ」

　私は空を見上げた。

　洞窟の低い天井に、青く輝く星々がある。星はシャンデリアのように揺れ動きながら、誘うように光っている。

「ヒカリバエのトラップ……初めてみた……」

　その幻想的な光景は、種を明かせばただの虫の罠でしかない。

　でもこのときの私には、見知った星座のひとつとしてない、新たな夜に思えたのだ。

「…………よし、と」

　当初の混乱が過ぎ去って、私はゆるやかに落ち着いていった。悲鳴を上げてみせたり、怖がって見せることはもう必要なくて、素肌で世界を感じていた。

　なにが起きたのかは分からない。

　ただ、なにをすべきなのかを考える。

「なんだかずいぶんと、物騒な所みたいね」

　現状をまとめると、つまりは遭難したということになるのだろう。

　前後もわからない洞窟に、装備もなしに放り出されている。それだけでもずいぶんと生存率は下がるというのに、この場所にはさらなる危険の気配がした。

「ねえあなた、いったいだれに殺されたの？」

　しゃがみ込んで、彼を見る。すでに白骨になっている彼は真っ白な糸に絡からめ捕られていて、胸骨には錐きりで開けたような穴が空いていた。

　間違いなく、他殺の痕跡だった。

「……まあ、私にはあまり、関係ないか」

　生命の危機を感じながら、でも私はあまり動じていなかった。この短い間にいろいろなことがあったけど、でもそもそもの始まりがどうだったかは、忘れていなかった。

　あの蝶に、手を伸ばしたことを思いだす。

　海うみ野の琥こ珀はくでいることがつらすぎて、黄色い線を踏み出した。それが私だ。

「あら？　ふふふ、あなた、どうしたの？」

　そのときふと、私は左手の甲で迷子になっているウジ虫を見つけた。

「あなたに私は、まだ早いわ。ほら、みんなのところにかえりなさい」

　腐肉しか食べられない彼を帰してから、私は神様に願ったことを思い出す。




　どうか私など腐るに任せて、虫か鼠にあげてください。




「……またね」

　いずれ私もそうなるのだろう。この洞窟の片隅で、なんでもない死体に変わる。

「さて、いきましょうか」

　私は洞窟の奥へとあるき出した。あのとき、黄色い線を跨またいだように、茶色のローファーでぬかるみを踏んだ。

　私の歩みに不安はなかった。だって私の願いはすでにかなっていて、これは余生のようなものなのだから。

　極論すれば、ここが終点でもかまわない。

（きれい……）

　けれど、私は空を見上げる。洞窟に広がる星々を見る。

　こんな景色が見られるのなら、もう少しだけさまよってもいい。

　そう思って、歩き出した。




「カチカチカチカチカチ……」




　ところが神様は私が思うよりもずっと仕事が早かった。

「シャアアアアアアア!!!!」










「え？」

　と振り返ったときにはもう、その怪物は私の背後まで迫っていた。

「ガチガチガチガチ！」

　蜘く蛛も。

　そう見えた。

　でもそんな蜘蛛など、実在するわけがなかった。蜘蛛はちょっとした車ほどもある巨大な化け物で、その八本の脚を削岩機のように振り乱して駆け込んできた。

　死体の彼が踏み潰される、ヒカリバエのベールが跳ね飛ばされる。ぎらぎらと光る、二本の牙がむき出しになる。

　その牙が、私に向かって、あっさりと、

「あっぐぅぅぅっ！」

　蜘蛛の頭が、横抱きに、私のお腹なかをひと嚙かみにした。

　ずぶずぶと、お腹にアイスピックみたいな牙が潜り込んでくる。ずっしりと伸のし掛かる前脚が、私を地面に引きずり倒す。

「痛っ！　やっ！　はなしてっ！」

　私は反射的に殴り返そうとする。でもそのとき、どくんと牙が、

　どくん──牙が──

　どくん──震える──

　どくん──体が──熱──。

　ぱたり、と振り上げた拳が落ちた。ビクビクと跳ねるローファーが、すぽんと脱げてどこかへいった。

「シァァァァァ……」

　やがて、蜘蛛が牙を引き抜いた。けれどその頃にはもう、私の意識はあやふやになっていて、逃げることなどできなかった。

　蜘蛛がお尻を持ち上げて、大量の糸を吐きかけた。糸は傷口ごと私を包んで、巨大な繭を作り上げた。

　出来上がった繭を抱え込んで、蜘蛛が私を運び始める。

　私は、ぼうっと吊つられたまま、目の前で揺れる尾腹を見ていた。

　よく見ればそこは、不自然なほどに膨らんでいた。










　ここは地球ではない。そのことに、私は少しずつ気づいていった。

　理由はやっぱり蜘蛛だった。

　そもそも、現代の地球にこんな蜘蛛はいない。虫のような外骨格生物はある一定サイズを超えると殻の重さに耐えられなくなってしまうため、そもそも存在できないのだ。

　それでも三億年前にはアースロプレウラなどの、可か愛わいくて大きな虫がたくさんいたのだが、それは当時の地球に内骨格生物が存在せず、ニッチを埋めることが出来たからだ。

　だからここは地球じゃないし、この蜘蛛はきっと、私が知らない世界法則で動いているのだろう。

『ううう……ううう……』

　うめき声が満ちる洞窟で、私はそんな事を考えていた。

　まわりを、ヒカリゴケのぼんやりとした光が照らしている。淡い緑光に包まれた部屋には糸でできた繭がいくつもあって、私はそのひとつに閉じ込められている。

『いらぁ……い、らぁ……』

　薄いレースのような繭越しに、私は他の繭を見つめている。

　ここから見えるだけでも五つ、人間の入った繭がある。繭には鎧よろいを着込んだ男女が居て、知らない言葉でうめいていた。

『たぶろーな……。びすたーしゃ……』

　やっぱりここは地球ではないのだろう。彼らの格好は鎧やローブなど、明らかに現代のものではないし、ささやく言葉も聞き覚えのないものばかりだった。

　ただ、それで意味がわからないかというと、そうでもなかった。私は彼らの言葉が推測できた。

『いらぁ……』

　と女の人が言っている。

　これはたぶん、やめろ、という意味だ。

「いらぁぁぁぁあ！」

　闇に絶叫が響き渡る。

　叫んでいるのは、私の斜め前にある繭だった。繭の中には、ほとんど水着みたいな格好の、まるでゲームの踊り子さんみたいなお姉さんがいた。でも、いまではその美貌も形無しで、彼女は涙を流して叫んでいた。

　踊り子さんの前には蜘蛛がいる。

　例の巨大な蜘蛛が、ぱんぱんに膨れたお腹を彼女に向けている。

「ひぃ！　ひぃぃぃぃ！」

　踊り子さんがじたばたとあばれる。でも、その体は毒と糸で縛られて、どこに逃げることも出来なかった。

　蜘蛛の腹が蠕ぜん動どうして、尻の先からなにかが産み落とされていく。

　それは真珠色の卵だった。

「いらああぁぁぁぁぁ！」

　踊り子さんの顔に、ビー玉サイズの卵がびっしりと産み付けられていく。美しい顔貌がその形を残したまま卵に埋まり、まるできれいな疱ほう瘡そうのようになる。

『ぎゃぁぁぁ！』『ひゃぁぁぁぁ……』『なーなぁ……』

　蜘蛛はすべての繭を、そのようにしていった。

　男も女も分け隔てなく、真珠の卵が産み付けられていく。

『なーなぁ……。なーなぁ……』

　どこかで誰かが泣いている。彼らは自分たちが、もはや小蜘蛛の餌でしかないと知って、やがて訪れるむごたらしい終末に絶望していた。

　けれど、私は、どうしても……。

　やがて、母蜘蛛が私のもとへとやってきて、尻の先端を頭に向けた。私は最後の苗床だった。だからだろうか、それともよほど瘦せっぽちと思われたからか。蜘蛛はたったの二つしか、私に卵を産み付けなかった。

　私は眼めの前の繭にある卵をぼうっと見つめた。卵は宝石の粒のように儚はかなげで、まだ生も死もない魂たましいを抱いていた。

　卵のなかで、命が、とくんと脈打っている。

『ああ……あああああ』

　闇の中で、誰も彼も卵を見ている。やがてそこから孵かえる死神の子らを、恐怖の瞳で見つめている。

　でも、やっぱり私はどうしても、そんな風には思えなくて。

（なんてきれいなんだろう……）

　まるで宝石のような美しい蜘蛛に、心の底から見み惚とれていた。










　私に産み付けられた卵は、日に日に大きく育っていった。

　蜘蛛は脱皮で成長するということは知っていた。でも、卵のなかでもそうするというのは初耳で、私はとても感心した。

　左眼の前、私を包む繭に植え付けられた卵の中で、いま、二匹の蜘蛛は脱ぎ捨てた殻をもそもそと食べている。

　そうして、二回目の脱皮が終わった頃だった。

『ひゃはは、ひゃはははは』

　踊り子さんは、その頃からよく笑うようになっていた。

　それで私はてっきり、持ち直してくれたんだと思ったけれど、そうではなかった。

『ひゃーはっはっは、ひゃっひゃっひゃっひゃ』

　彼女は壊れてしまっていた。視界いっぱいに広がる卵と、その中ですくすくと育っていく死神の群れに、心を破壊されていた。

　それは踊り子さんだけではなかった。

『しくしくしくしくしくしく』

　そのとなりの、筋骨隆々としたおじさんは、赤ん坊のように泣いていた。

　他にも、神様に祈るおばさんや、何かを呟つぶやき続けるおじいさんもいる。

　洞窟は恐怖と絶望の苗床だった。彼らはみんな、自殺すら許されない生いけ贄にえだ。

　そんななかに一人だけ、しっかりとした口調の男の人が居た。

「さひ、みけら、もんしゅ」

　彼は、綺き麗れいな鎧を着た若者で、たぶんみんなのリーダーなのだろう。左半身にびっしりと卵を産み付けられながらも、理性を失っていなかった。

『みんな、がんばれ、だいじょうぶだ』

　男の人はたぶん、そんなことを言っていた。

　最初はそれに応える人もいたけれど、でも今はもう、聞いている人はあまりいない。

『ひゃっひゃっひゃ。なぁな……なぁなぁぁぁぁ……』

　洞窟のなかに、意味のある言葉は次第になくなり、狂気と涙だけがあふれていた。

（……かわいそうに）

　そんななかで私はといえば、泣いても笑ってもいなかった。

　どうやら私は、毒の効きが良すぎたらしくて、他の人が絶望している間も、ずっと呆ほうけているだけで、目の前で起こる出来事に無関心だった。




『ねんねんころり、おころりよ。ぼうやよい子だねんねしな……』




　ぼんやりとした私は、よく子守唄を歌っていた。それは目の前でゆれる二匹のためであり、涙にくれる大人たちのためだった。




『おきあがりこぼしにふりつづみ、おきあがりこぼしにふりつづみ……』




　闇に歌が響き渡る。悲鳴がほんの少しだけやわらいで、みんなが安らかな寝息を立てはじめる。

「ありがとう、お嬢さん、今日もいい歌だったね」

　男の人だけが起きていて、たぶん、そのようなことを言っていた。彼はいつもそうやって、私の歌を褒めてくれた。

　たとえ、返事がないと知っていても。

「どう、いたしまして」

　でも、このとき私は初めて彼に返事をした。

　そして、これでは伝わらないと気づいて、言い直した。

「……えっと、げらーてぃあす？」

　そうだ、たしか彼らはこんなふうに喋しゃべっていた。私はぼんやりと聞いていた記憶を掘り返して、簡単な変換を試みた。

　反応は劇的だった。

「言葉が通じるのか!?」

　若者は、それこそ動き出しそうなほど驚いていた。

「よかった！　返事がないので、てっきり□×か△○とばかり思っていたよ。いや失礼した。僕はドラゴ・バーンズ。聞いたことはないかい？　自慢ではないが、中原の英雄とは僕のことでね」

　というセリフを、私はもちろん理解できなかった、だからこれはそのあと一時間以上も掛け合わせをして、どうにか内容を把握したものだ。

　英雄さんは、なんというかとても偉い人という感じで、私に合わせてゆっくりとしゃべったり、難しい単語を控えるということをしなかった。

「安心してくれコハク。君をかならず、僕が助ける」

　ただ、優しい人なのは確かだった。

「絶望に吞のまれてはいけないよ。希望の時はかならずやってくる。それまで決して理性を手放さずに、誇りを抱いて戦うんだ」

　英雄さんは、まるでお母さんみたいに立派な人で、私に正しくありなさいと語った。

　でも私はようやく毒が薄れたばかりで、異世界の言葉が難しすぎて、また、うとうとと瞳を閉じた。

「眠いのかい？　いいとも、君が起きたなら、また話そう」

　眠りに落ちる寸前、英雄さんが言った。

「もうすぐ△□×の助けが来るはずだ。そうでなくても師匠の○×が完成する。待っていてくれ、こんな化け物ども、すぐに××してやるさ」

　言葉はやっぱり難しくて、私は返事もせずに意識を落とした。










　卵がパンパンに膨らんでいく。

　透明な卵の中で、蜘く蛛もたちはよくひとり遊びをしていた。もぞもぞと体の位置を入れ替えて、脱いだ殻をくるくると回している。

　そうして二匹は疲れると、短いまどろみのなかで眠るのだ。

　私は、蜘蛛も眠ったりするのだなと感心して、また歌った。




『ゆりかごのうたを、カナリアがうたうよ、ねんねこ、ねんねこ、ねんねこよ』




「それは、コハクの故郷の、子守唄かい？」

　英雄さんが言った。

「ありがとう、みんなのために歌ってくれて。君は優しいね」

　私は少し気まずかった。別に、彼らのために歌ったわけではないのだけれど、でもまさか、子蜘蛛のためだとも言えなかった。

「待っていてくれコハク。もうすぐ師匠の〇×が完成する。そうなればすぐに△○だ」

　英雄さんが隣の繭を顎で指した。

　そこには、髭ひげをたくわえたおじいさんがいて、彼はぶつぶつと、異世界語ともまた違う言語でつぶやいている。

「師匠は○×の天才でね、こんな何もない場所でも、なんとか○×を使おうとがんばっているんだ」

　私は、○×ってなんだろう？　と思いながら、まあいいかと聞き流していた。

　英雄さんはそんなこととはつゆ知らず、嬉うれしそうに紹介を続ける。

「師匠、どうです？　いま喋れますか？」

「……ああ、ちょうど切りの良いいところだ」

　そのとき、ずっと不思議な言葉をつぶやいていたおじいさんが、簡単な異世界語で喋りはじめた。

「やあ、お嬢さん。わしはノーマ・クローシスじゃ」

　私はちょっとびっくりした。てっきりこのおじいさんも他の人みたいに、壊れてしまったのだと思っていた。

「お嬢さん。すまないがおしゃべりはまた今度にの。いまは時間がないのでな」

　子供への説明を省く大人のように、おじいさんは私に時間を割かなかった。私もあいまいに微ほほ笑えんで、彼らの会話を邪魔しなかった。

「師匠。□○はどうですか？」「難しいな。だが〇〇□が始まれば、不完全でもやるしかあるまい」「では□×□を××で……」「ああ、○×△○も……」

　小さな蜘蛛たちが、卵の中でくるくると回っている。

「……さて、わしは△□に戻るぞ。お主らもしっかり備えておけよ」

　おじいさんがまたぶつぶつと呟き始める。

「師匠、水はしっかりと取ってくださいね」

　英雄さんが弟子らしい小言をいって、振り返る。

「コハク、君もだよ。だいぶ歌って、疲れただろう？」

　私はこくりとうなずいて、目の前のしめった糸を口に含んだ。

　私達をつつんでいる繭は、捉えた獲物をなるべく生かすようにデザインされているらしく、最低限の水分はとることができた。

「ただし、飲み過ぎには注意してくれ。僕たちを麻ま痺ひさせているのも、この水が原因なのだからね」

　英雄さんが吐き捨てるように言った。糸の水は甘く、明らかに毒の気配がした。

「……まあ、それだって近いうちに克服してみせるさ」

　英雄さんが肩をすくめる。

　そう、肩をすくめている。動いている。

　彼は以前とは違って、ほんの少しだけとはいえ、動けるようになっていた。

「この毒は神経を混乱させるものでね。コハク、君、右手の小指は動かせるかい？」

　私はそのようにした、もちろん小指は動かなかった。

　でも、その代わりに、左足の親指がぴくんと曲がった。

「操り人形は知っているかい？　僕たちはいわば、糸を切られて、再びつなぎ直された人形なんだ。もっとも、そのつなげた糸はデタラメで、右腕を上げれば左足が動くようなしろものだがね。それでも訓練次第では、ほら、このとおりだ」

　英雄さんがひらひらと右手を振っていた。

　私は素直にすごいと思った。言葉にするのは簡単だが、それは赤ん坊が立ち上がるほどの偉業だった。

「コハクもできるかい？　ああ、無理ならいいんだ。……君は十分、よくやっている。こんな絶望的な状況で、理性を失わないだけ大したものだ。……まったく、それに引き換え、彼らときたら」

　英雄さんが他の繭を見る。

「なんとも情けないことだよ。○×△の子供がこんなにしっかりしているのに、プロの冒険者がこのザマとはね」

　私はみんなを見つめた。

　疱ほう瘡そうの踊り子さんも、泣き虫な戦士さんも、残り僅かな気力を使って、いまも恐怖にふるえていた。

　でも私は知っている。実のところ、こんな事を言っている英雄さんだって怖いのだ。

　私は最近の彼が、歌を聞かないと眠れないことを知っていた。師匠、と呼んでいるおじいさんにだけは、小さな声で泣き言を言っているのを聞いていた。

　私はすっかり正常な思考を取り戻していた、体は相変わらず顔だけしか動かなかったけれど、考えることは問題なくできた。

　それでもやっぱり、この状況を怖いとは思わなかった。

　そのことが、むしろ私は、かなしい。

　英雄さんは馬鹿にしたけれど、でもこの場で本当にまともなのは彼らのほうだ。

　迫り来る死を前にして狂ってしまうことこそが、正しい人間の反応だった。

　けれど私はどうしても、そんな風にはなれなかった。

　もともとが、自分で投げ出したような命だった。海うみ野の琥こ珀はくでいることがつらすぎて、蝶ちょうに手を伸ばしたのが私だ。

　それで終わると思っていたのに、神様は私の、誰かの糧かてになりたいという願いを叶かなえてくれた。

　私はそれで十分だった。だからこれ以上、悲しむ気持ちにはなれなかった。

　私にはそれが悲しい。悲しめないことが、悲しい。

　こんなところでもまともになれない、怪物みたいな自分が嫌だった。

　ごめんなさい、お母さん。

「コハク、君は素晴らしい人だ」

　それなのに、英雄さんは言う。

「こんなときにも絶望せずに、他人のために歌えるなんて、まるで×□に出てくる聖女のようだ。僕は誓うよ。この窮地を脱した暁には、ドラゴ・バーンズの歌に、かならず君の名を載せると」

　英雄さんが褒めるので、私は『ありがとうございます』と反応した。もう二度と着ることがないと思った海野琥珀の皮を引っ張り出して、仮面のような笑みを浮かべた。

「ああ、なんて素敵な笑顔だろう」

　英雄さんが笑う。

「君がいてくれて本当によかったよ。……正直に言えば、僕もさすがにまいっていてね。信頼していた仲間はこのざまで、夢は無む惨ざんに散ってしまった」

　英雄さんがみんなを見た。一足早くまともになってしまった仲間たちを、怯おびえた瞳で見つめていた。

　あはは……きゃはは……えーんえーん……。

「君が居るから、守るべきものがまだあるから。僕は英雄でいられる。……コハク、君は僕の女神様だ……」

　私はひたすらに気まずかった。

　彼が見ている私は偽にせ物ものだ。本当の私はやさしくも気高くもない、人でなしの化け物だ。

　私はもう、まともに英雄さんを見れなくて、左目の卵に視線を逃した。

　遊びに疲れた二匹がまどろみ始めていた。




『守りもいやがる盆から先にゃ、雪もちらつくし子も泣くし……』




「歌ってくれるのかい？　僕のために。やはり君は、やさしいね」

　こんな今際いまわの際きわにあっても、私たちはどうしようもなくすれ違っていく。

　パキ。

　でもそれも、もう終わる。

　パキパキと、闇の中で何かが割れる音がする。

　あはは、きゃははと、笑い声が大きくなっていく。

　左目で、二匹の子蜘蛛が目を覚ます。

　パキパキパキパキパキ。

　誕生の宴うたげが始まっていく。
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　幾千もの卵が孵かえっていく。洞窟が子蜘ぐ蛛もの群れで埋め尽くされていく。

　子蜘蛛は産まれると、真っ先に卵の殻を食べはじめた。そうして自分がいた痕跡を消し去ると、母蜘蛛が用意したご馳ち走そうの山に足を伸ばした。

　虫は死体を眼めから食うのだという。

「あひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　踊り子さんの笑顔に、子蜘蛛たちが群がっていく。藍色の瞳に牙が突き刺さり、形の良いい鼻孔に兄きょう妹だいたちが入っていく。

「しくしくしくしく……」

　戦士さんの涙を姉妹が舐なめる。立派な体たい軀くの彼には沢山の卵が産み付けられていて、あぶれた末っ子たちがズボンの中へと入っていった。

「みんな、諦めるな！」

　この期ごに及んで、英雄さんはそんなことを言っていた。

　彼はいまだに戦っていた、自由になる右手と口で子蜘蛛をつぶして、となりのおじいさんを急せかしていた。

　この中で最も多く卵を生みつけられた英雄さんには、びっしりと子蜘蛛が群がっていて、すでに皮の一部を食われていた。それなのに喋しゃべる言葉はだれよりもまともだった。

「まだですか師匠！　くそ！　急いで！　未完成でもいい！　早く！」

　もはやそれこそが彼の狂気の形だった。過剰なまでの正気はもはや正しさでも真実でもなく、校長先生が垂れる訓示のようだ。

　十人十色の狂気の中で、私もまた、自分だけのそれに身を委ねていた。

　心臓がドキドキする。心がワクワクする。

　左目の上、薄いクモ糸を透かした先で、二つの卵がうごめいている。ビー玉くらいの卵の中で、子蜘蛛が殻を破ろうとしている。

　私は心配でたまらなかった。薄っぺらに見える卵の殻は、でも小さな蜘蛛には生と死を分ける巨大な壁で、突き破るのは大変そうだった。

　がんばれと、固唾を吞のんで見守った。元の世界で祈ったように、神様に最後の祈りを捧ささげた。

　パキ。

　果たして願いが届いたのか、最初の卵にヒビが入った。

　つるん、と子蜘蛛が外へと飛び出して、八つの脚でしっかと立った。ぱっちりとした八つの瞳が、世界を前に驚いていた。

　それは真っ黒な、タランチュラによく似た蜘蛛だった。

　蜘蛛が、コシコシと顔を洗って、眼についた卵液を拭っている。

　なんて可か愛わいらしいんだろう。私は思った。

　パキ。

　そうこうするうちに二つ目の──最後の卵にヒビが入る。

　同じ蜘蛛にも個性というものがあるようで、次の子はずいぶんとのんびり屋さんだった。せっかく開いたヒビにもすぐには気がつかなくて、私はずっとハラハラしていた。

　ようやく出口に気づいてからも、小蜘蛛は『疲れちゃった』とばかりに休憩を挟んで、あろうことかそのままモソモソと殻を食べはじめた。

　この子は将来、間違いなく大物になるだろう。私はとても感心した。真っ白な体色をしたその子は真珠細工のような美人さんで、シロハナグモによく似ていた。

　先に産まれた黒蜘蛛が、私を包む糸に嚙かみついた。牙からにじむ毒が繭に穴を開けて、体をねじって這は入いり込んでくる。その後ろから白蜘蛛が、開いた穴をちゃっかりと利用して後に続いた。

「やめろ化け物！　その子に触るな！」

　私は蜘蛛たちの、特に顔の部分をじっと見つめた。

　黒蜘蛛の触肢は、ほんの少しだけ膨れていた。つまり、こちらは男の子だ。反対にか細い触肢の白蜘蛛は女の子だろう。

　それは地球の蜘蛛の判別方法で、もちろんこちらで通用するかはわからない。けれど、ひとまず私は満足した。

　しっかりとした黒いお兄ちゃんと、ちゃっかりものの白い妹。二匹は、私なんかにはもったいないくらいの、それはそれは綺き麗れいな兄妹だった。

「出来たぞドラゴ！　計算が終わった！」

　そのとき、ずっとつぶやいていたおじいさんが、私でもわかる異世界語で叫んだ。

「おお！　師匠！　はやく！　はやくぅ！」

「おうとも！　みんな目をつぶれ！　○×を放つぞ！　あぶど、らずら！」

　風が吹き始める。空気がおじいさんの頭上に集まっていく。

　洞窟の気圧が急に下がって、耳の奥がキリキリと鳴った。集まった風に光がやどり、異様な力を孕はらみ始めた。

　それは明らかに地球にはない現象で、ようやく私は彼らのいう○×にふさわしい訳語を見いだしていた。

　魔法。

　それこそが巨大蜘蛛を成り立たせる世界法則であり、英雄さんたちの切り札だった。

「ビルマスク！」

　言葉とともに球体が弾はじけて、風があたりに吹き付けた。光を帯びた大気は刃のようで、小蜘蛛の群れを引き裂いていった。

「やった！　ははは！　流石さすが師匠！」

　むき出しの歯茎で英雄さんが笑う。

　人間たちは無事だった。それは皮肉にも母蜘蛛がのこした繭のおかげだった。風は繭を切り裂くだけで、中の人間には傷をつけない。

　いや、それもおじいさんの計算なのだろう。卵を潰しつつ人間の拘束を解く。そんな最適な魔法を選んだのだ。

「もう一度！　あぶど、らずら！」

　再び風が荒れ始めた。

　私の目の前で、二匹が強い風に煽あおられている、お兄ちゃん蜘蛛がしっかりと脚を踏みしめて、妹蜘蛛が宙ちゅう吊づりになってクルクルと回っている。

　その隣の繭を、風の刃が切り裂いた。

　私はもう、気が気じゃなかった。

「やめて！　お願い！」

「大丈夫だコハク！　傷は治せる！　目をつぶって、じっとしているんだ！」

　ちがう！　私はなにも出来ない無力さに震えていた。

　それは小蜘蛛も同じだった。産まれたばかりの彼らはガラス細工のように弱々しくて、抵抗するすべなど持たなかった。

　このままじゃ二匹とも殺されてしまう。私がそう絶望した、そのとき、

『カチカチ、カチカチ……』

　部屋の中で、小さな音が響き始めた。

「……なんだ？　蜘蛛どもめ、命乞いのつもりか？」

　英雄さんがつぶやいた。

　カチカチと、白蜘蛛が顎を鳴らしている。一瞬遅れて黒蜘蛛も続く。

　同じように、部屋にいる小蜘蛛たちが顎を鳴らし始めた。

『カチカチカチカチカチ……』

　音がしだいに大きくなっていく。乱れたリズムが整って、潮しお騒さいのような合唱になる。

『カチカチカチ……カチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチ！』

「こりゃまずいぞ……。あぶど、らずら！」

　おじいさんが詠唱を急いだ。

　でもそのときにはもう、蜘蛛達の願いは聞き届けられていた。

　別の風が吹き始める。

　まるで地下鉄のホームにいるように、押し出された空気が髪を揺らす。カタカタと震える大地が、彼方かなたから迫る怒りを伝える。

　闇を、一条の白糸が飛んだ。

「むぐぅっ！」

　突如、おじいさんの顔を糸が覆った。

　その軌跡を追うようにして、八本指の化け物が、削岩機のように突撃してくる。

　母蜘蛛は一瞬にして距離を詰めると。そのまま牙を振りおろした。

　ぞぶり、手加減抜きの嚙みつきがおじいさんを貫く。ばじゅん！　生け捕りのときとは比べ物にならないほどの、大量の毒液が打ち込まれた。

「あ……ひぃ……」

　おじいさんの目玉がぐりんと剝むいて、そのまま元には戻らなかった。

　ばじゅん！　ばじゅん！　と、母蜘蛛が執しつ拗ように牙を突き立てて、老人の体を毒まみれにしていった。こぼれた液体がしゅうしゅうと音を立てて、煙となって立ち込めた。

　その煙を突っ切って、母蜘蛛がぐるんと頭を回した。

『ガヂガヂガヂガヂガヂ！』

　牙が鳴っている、八つの瞳がギラギラと輝いている。彼女は捕まえた餌の中に害虫がいたことに怒り狂い、他の繭を丹念に確認してまわっていた。

　誰も、なにも喋らない。

　狂気に侵された人たちでさえ、母蜘蛛の怒りに触れまいと、死体のように沈黙していた。

「貴様……よくも師匠を……」

　そんななか、英雄さんだけが言った。

　彼はたしかに傑物なのだと、私はこのとき痛感した。こんな、発狂した熊みたいな怪物相手に怒れるだなんて、そんなの英雄以外のなにものでもなかった。

「おい、待て、貴様ぁ！」

　でも、蜘く蛛もはあくまで蜘蛛で、人間の怒りなど一顧だにしなかった。

　八つの瞳がひるがえる、同数の脚が音もなく壁を登っていく。

「待て！　貴様！　きさまあああああああ!!」

　慟どう哭こくが巣穴に響き渡る。

　隠れていた子蜘蛛が姿を現す。生き残りの卵が孵かえっていく。

「あああああああぁぁぁぁ!!!!」

　英雄さんの慟哭が、お肉と一緒に食べられていく。










　二匹の小蜘蛛は無事だった。

　私の繭の内側で、二匹はくるくると回転している。お尻から出した糸を命綱にして、飛ばされないように耐えていた。

　よいしょ、よいしょと糸を伸ばして、二匹が私に近づいてくる。そこから先は近すぎてもう見えなかった。

　かわりにぴょんっと、小さな感触が頰に触れた、ぴょん、隣にもひとつ。

　二つの感触が左目にむかった。

「やめろ……やめ、ろ……」

　つんっとした違和感が左目に走った、同時に視界がぼんやりと滲にじんで、眼球が熱を持っていく。

「その子には……その子にだけは手を出すな……」

　毒のせいだろうか。私は痛みを感じなかった。まるで麻酔をされているような、もぞもぞとした違和感だけを感じていた。

　ぼやけた視界に闇が混ざる。

　欠けた水晶体が光を通さなくなっていく。

　目をつなぐ筋肉が食べられて、視界がふわふわとさまよい始める。

　それもぷつんと断ち切られる。

　多分、神経が食べられたのだろう。電源を落とすように視界が消えて、私の左目はもうなにも映さなくなった。

　食べ尽くされた眼がん窩かは、そのまま兄きょう妹だいの家になっていった。二匹はそこから少しずつ部屋を増築して、私の内部へ這入っていった。

　眼窩が食べられる。

　鼻孔の一部が食べられる。

　気管を蜘蛛が這いずっていく。

「やめろ……やめろ……」

　私はなかなか死ななかった。それは他の人達もそうだった。

　小蜘蛛たちはまるで腕のいいお医者さんのようで、肉は食べても、生きるのに必要な臓器には口を付けなかった。

　まるでトックリバチみたいだなと私は思った。トックリバチはその名の通り、お酒の徳利とっくりみたいな巣を作る土蜂で、そこに獲物と卵を埋め込むのだ。

　蜂の卵はやがて孵り、獲物を食べて成長する。けれどもこのとき、捉えられた虫はずっと生かされ続けるのだ。親蜂はわざわざ獲物を生け捕りにするし、幼虫も心臓や血管には口をつけない。

　それは優しいからでも残酷だからでもなかった。幼虫の成長には何週間も掛かるため、その間に餌が腐ってしまわないよう、生かさず殺さず食くらうのだ。

　私たちもきっとそうなるのだろう。

　この身は蜘蛛に食べ尽くされて、彼らを立派な親蜘蛛へと変える。

　そうして正しい輪りん廻ねに還かえるのだ。




『あかいめだまのさそり、ひろげた鷲わしのつばさ』




　私は歌った。まだその舌が食べられないうちに、二匹のために歌を残した。

　目ま蓋ぶたをめくって、小蜘蛛が外へと飛び出してくる。彼らはそのまま繭に取り付くと、ぷるぷると頭を振って踊っていた。

　その様はまるで、私の歌声を聞いているみたいだった。

　もちろん、それは私の勘違いだ。蜘蛛はただ、裂かれてしまった繭を直そうと、家の補修に来ただけだ。




『あをいめだまの子犬、ひかりの蛇のとぐろ。

　オリオンは高くうたひ、つゆと霜とをおとす』




　ただ、ときには二匹がその場に佇たたずんで、歌に身を任せているような時間があった。

　その時間がなんだったのか、私は知らない。ただの休憩だったのか、それとも蜘蛛は蜘蛛なりに、私の歌を聞いていたのか。

　分からないけれど、それでも私は幸せだった。

　きっとこんなの誰にも理解されない。蜘蛛にその身をかじられて、死にゆくことが幸福だなんて、お母さんには言えやしない。

　でも、もうよかった。この場でそんなことを気にする人間なんていないのだから。

　この暖かな繭のなかには私と二匹の蜘蛛しかいなくて、海うみ野の琥こ珀はくのふりをする必要なんてもうどこにもなかったのだから。

「ウミノ・コハク……」

　でも、まだ、その名を呼ぶ人がいる。

「きみだけはぜったいに……救って見せる……」










　外の世界は悲惨だった。

　おじいさんが腐り始めている。

　どうやらおじいさんは毒を受けすぎたらしく、その肌はろうそくのように白くなり、口からは腐敗臭が漏れだしていた。

　その臭気が私にも分かるようになった頃だった。カチカチと、また顎の音が響きだした。

　音に呼ばれた母蜘蛛がやってきて、不潔な死体を運んでいく。その際にぽろぽろと、死体から小蜘蛛たちがこぼれ落ちた。

　取り残された彼らはたちまちに餓うえて、他の繭に襲いかかった。

　小蜘蛛たちの戦争が始まった。

　彼らは繭ごとに仲間意識があるらしく、防衛に成功する繭もあれば、逆に乗っ取られる繭もあった。

　たった二匹しかいない私の繭は攻めやすいと思われたのか、沢山の小蜘蛛がやってきた。

　そんな蜘蛛たちを、お兄ちゃんは八つ裂きにしていった。

　しゃぁっ！　とお兄ちゃんが牙を剝く。私という餌を独占できたからか、お兄ちゃんは他の蜘蛛よりもずっと大きく育っていて、その姿はふさふさの毛をまとったタランチュラのようだった。

　反対に、妹ちゃんはまだ一回りも小さかったけれど、代わりに彼女は糸の扱いがとても上手で、繭の補修をがんばってくれた。

　お兄ちゃんが子蜘蛛たちを殺していく。血を分けた兄妹を嚙かみ砕くだいていく。

　かわいそうに。私は思った。兄妹に殺される子蜘蛛たちも、兄妹を殺さなければならないお兄ちゃんも、悲しかった。

　個人的にはもう二、三匹くらい増えてもいいのだけれど……、そう思うのは人間の甘さなのだろう。蜘蛛には蜘蛛の正義があって、二匹はそれに従っただけだ。

　私は残っている右目を閉じて、体の中に意識を向けた。二匹はもう胸の内にまで達していて、まるで心臓がみっつに増えたみたいだった。

　どくんどくん、と揺れる心臓に、とくとくと小さな鼓動が触れている。孤独だったはずの魂が、優しく嚙まれて混じり合っていく。

　私はもう私ではない、新しい一つの生態系ビオトープだった。まるでヘンゼルとグレーテルのお菓子の家みたいな、ムレイワガネグモみたいな幸福な気分だった。

　歌をうたう。涙を流す。蜘蛛がその両方を飲み干して、私を輪廻に帰していく。

　悲鳴が満ちる洞窟で、私はひとり幸せだった。あたたかな繭に引きこもって、そうして残酷な外界から逃げきろうとしていた。




「ウミノ・コハク……」




　それなのに、世界は私を逃さずに、文字通りに足を摑つかんだ。

「ひっ！」

　突然の感触に、私は本当に久しぶりに目を開いた。

　足元に、あの英雄さんが這はいつくばっていた。

「コハク……助けに、来たよ……」

　彼はついに、全身の制御に成功しており、私が目を背けていた現実を愚直に這い進んでやってきていた。

　けれども、その代償は大きかった。

「ああ……かゆい……かゆぃぃぃ……」

　英雄さんが胸を搔かきむしる。剝がれた皮膚の下からポロポロと蜘蛛が落ちていく。

　その身体からだの傷はほとんど彼がつけたもので、端整だった顔は筋肉と脂肪をむき出しにしていた。

「コハク……僕の女神……」

　英雄さんがナイフを握る。

「助けに来たよ……さあ、逃げよう」

　骨すら見える指先が、銀の刃を突き立てる。私を包む繭まゆ糸いとが、びりびりと乱暴に引き裂かれていく。

「あ……あ……！」

　私は抵抗しようとして、でも毒と恐怖で動けなかった。こんなことなら英雄さんの教えてくれた動く訓練を真面目にやっておけばよかったと心の底から後悔した。

「はは……コハク……やっと、やっとだ……」

　英雄さんが私の繭を脱がしていく、太ももに腐った手が触れる。

　そのとき、しゃあっ！　と短い雄お叫たけびを上げて、左目から一匹の蜘く蛛もが飛び出した。

　蜘蛛は私の頭上にしっかと脚を張ると、牙を振り上げて威嚇した。

「いたな、化け物め……」

　英雄さんの左手が伸びて、あっさりとお兄ちゃんを捕まえる。

「よくもコハクを食らったなぁ！」




　ポキポキ、ペキペキ、バキ、ボキリ、




「…………え？」

　まるでエンピツでも折るような音が響いた。

　心が構える、暇もなかった。

「ははは！　ははははは！」

　英雄さんの手が開いて、黒蜘蛛がぺしゃりと地面に落ちた。

　お兄ちゃんの体があちこち歪ゆがんで、脚が何本も取れていた。

「………………うそ……」

　私は目の前の光景が信じられなかった。

　さっきまで子守唄を歌っていたのに。二匹の子蜘蛛を胸に抱いて、世界の終わりを待っていたのに。

　呆ぼう然ぜんとする私を置き去りに、英雄さんがさらに身を乗り出す。

　すると、左の目からもう一匹が、

「ダメ！　シロちゃん！　逃げてぇ！」

　私は正気を取り戻した。途端にすさまじい恐怖が巻き起こった。

　傷ついたお兄ちゃんを守ろうと、真っ白な蜘蛛が、ピョン！　っとお腹なかへ駆けつけた。

「害虫め、まだいたのか……」

　汚れた左手が、花のような蜘蛛を摑み取った。

　シロちゃんが、苦しそうにもがいていた。

「やめて！　ころさないで！」

　私は叫んだ。

「もうやめて！　おねがい！　にがしてあげて！」

「コハク？」

　必死の懇願が聞いたのか、彼はいぶかしそうに手を止めた。

「どうしたんだい？　僕はただ、害虫をつぶしているだけだよ……」

「ちがう！　そんなこと私、頼んでない！」

　私は清算を迫られていた。

　海野琥珀という、化けの皮ごしでしか人と接してこなかった報いが、訂正しなかった勘違いが、今、この瞬間を襲っていた。

　私は初めて真実を語った。

「ごめんなさい、そうじゃないの……そんなこと私、望んでいないの。ごめんなさい……ごめんなさい……」

「コハク、どうして謝るんだい？　君はなにも、悪くないよ」

「ちがうの……私、あなたに噓うそをついてた。本当は私、助けてもらいたくなんてなかったの。このまま蜘蛛に食べられて。それでいいって、ずっと思っていた」

　真実を口にすることは、体が裂けるほど苦しかった。もう何年も避けていた行為に、魂が張り裂けてしまいそうだった。

「私、この蜘蛛たちが、好きなの」

「……コハク」

「だからおねがい、放っておいて。私のことなんて腐るにまかせて、この蜘蛛たちにあげてください……」

　私は心の底から懇願した。

　英雄さんが、困ったように微ほほ笑えんで、

「かわいそうに、混乱しているんだね」

　優しく私を否定した。

「大丈夫、僕と違って、君の傷はまだ治せる。都の魔法使いなら、すぐだよ」

「ちが……そうじゃなくて……わたし……本当にこの子達がかわいくて……」

「それは毒のせいさ」

　腐った体がのしかかる。正義の言葉が私をつらぬく。

「そうじゃなきゃ、こんな虫けらを好きになるわけがないだろう？」

　心の中で、なにかが、壊れる。

「大丈夫、すべて僕に任せておくれ」

　左手が蜘蛛を握りしめる。白い花が散らされようとしている。

　ああ、もうだめだ。

　心が恐怖と絶望に染まっていく。

　私はこのときほど、怖いという感情を抱いたことはなかった。電車にはねられたときよりも、蜘蛛に襲われたときよりも、目の前の人間が怖かった。

　でも、そんなのはまだ始まりにすぎなかった。本当の恐怖は、そのあとだった。

　私の脳みそに、恐ろしい考えが湧き起こる。

　それこそが本物の恐怖だった。私は、そんな、おそろしい解決策を生み出す脳みそが怖かった。そしてそれを実行にうつすであろう自分自身が、心の底から恐ろしかった。

　カチカチと奥歯が鳴っている。

「ああ、怖がらないでおくれ……コハク？」

　英雄さんがいぶかしむ。

　カチカチと歯を鳴らす。そこには恐怖と、確固たる意思が込められている。

　私は歯音に集中する。記憶にあるピッチを正確になぞる。

　カチカチ、かちかち。カチカチカチ。

　音が増える。カチカチと、脚の折れたお兄ちゃんが顎を鳴らし始める。続いてシロちゃんも後に続く。

　他の蜘蛛たちも鳴らし始める。歯音が潮しお騒さいのように広がっていく。




　カチカチカチカチカチカチカチカチ　カチカチカチカチカチカチカチカチ　カチカチカチカチカチカチカチカチ　カチカチカチカチカチカチカチカチ　カチカチカチカチ。




「コハ……ク……？」

　私の意図が彼に伝わる。私は彼をまっすぐに見つめながら歯を鳴らした。そのおぞましい行為に恐怖しながら、虫の歌をうたっていた。




『だれが駒鳥を殺したの？　それは私と雀すずめがいう。

　私の弓で、私の矢羽で、私が彼を殺したの』




「コハク！　なにをしているんだ！　ええい、その音をやめろ！」

　英雄さんが詰め寄った。その手からナイフとシロちゃんがするりと落ちた。

　左の眼がん窩かに涙が溜たまる。鳴らし続ける口元は、きっと笑っているようだ。

「なぜだ！　コハク……どうして……そんな」

　英雄さんの顔が歪んでいく。

「まさか、さっきの言葉が、真実だと言うのか？」

　これまで、何があっても希望を捨てなかった彼が、初めて絶望に吞のまれていた。

　ああ、よかったと、私は思う。

　私たちはようやく、わかり合えたんだ。

「……そんな、噓だろう？　君は人間よりも、この化け物たちを愛するというのか？　その歌を僕ではなく、その蜘蛛どもに捧ささげるのか？」

　カチカチカチカチカチカチ。

「……そんなの、そんなのは──」

　私はもう人の言葉で返事をしなかった、ただ虫のそれで答えとした。




『誰が死体を見つけたの？　それは私と蜘く蛛もがいう。

　私の瞳で、小さな瞳で、私が彼を見つけたの』




　闇が応える。怒りの波動が震えとなって伝わってくる。

　押し出された空気が風となり、あらゆる武器が振りかぶられる。

「……ばーしゃ」

　最後に呟つぶやかれたその言葉を、牙と毒とが砕いていった。鮮血と絶叫が、嵐となって逆巻いた。

　私は眼めの前の惨劇を無視して、白い繭に引きこもった。心と体を閉じきって、後悔と恐怖に震えていた。

　繭のなかで、私は英雄さんの最後の言葉を思いだしていた。

　ばーしゃ。

　初めて聞くその言葉がなにを意味するのか、私は簡単に推測できた。




『化け物』だ。
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　本当に、なっちゃったな、と私は思った。

　ばーしゃ、化け物。宇宙人。

　いままで何度も言われた言葉たち、でも私自身は、信じていなかった言葉たち。

　たしかに変わっているかもしれない。ちょっと変なところもあるかもしれない。

　それでも私は人間だ。化け物なんかじゃない。

　そう思っていたけど、違ったみたいだった。




　英雄さんが臭くなっていく。

　私はそのさまを無感動に見つめていた。

　自分で殺したようなものなのに、もう心が動かなくなっていた。

　そんなことよりも二匹のことが心配だった。

　お兄ちゃんは、なんとか一命をとりとめていた。あれから二度の脱皮を繰り返して、失なくしてしまった脚も再び生えてきた。いまは細いけれど、それもあと数回の脱皮で戻るだろう。彼は私の肺を食べながら、いまはゆっくりと療養している。

　代わりにがんばったのはシロちゃんだった。彼女はいままでのサボりぐせが噓みたいに張り切って、私の体を飛び回っていた。

　シロちゃんは大した建築家で、私という家を立派な砦とりでに改装した。お腹なかには糸の壁が立ち並び、胸の虎こ口ぐちは粘着性の罠わなで埋め尽くされている。そのうえ頭の上には展望の良いカフェテラスまで出来ていた。

　英雄さんが連れて行かれる。

　こぼれ落ちた小蜘蛛たちが、死にものぐるいで他を攻める。

　シロちゃんは彼らのことごとくを罠に嵌はめていった。そうして身動きできなくなった兄きょう妹だいを、真っ白な牙で殺していった。

　トントントトン、とシロちゃんが踊る。勝利のダンスをひとしきり踊って、彼女が私に帰っていく。

　辺りには食い殺された子蜘蛛の死骸が散乱していた。

　かわいそうに……。

　私は、やっぱりそう思った。人間には向けなかった哀れみを虫に向けて、左の眼窩に涙を溜めた。

　どうして、世界はこんなにも残酷なのだろう。心と身体からだのなにもかもを、痛めつけようと振る舞うのだろう。

　私は悲しくて、彼らのために涙を流した。せめて最後のときが安らかであるようにと願った。




『Nearer, my God, to thee, Nearer to thee』




　私が歌っていた、そのとき。

　一匹の子蜘蛛が足元に訪れた。

　それはヒメハエトリに似た金色の蜘蛛だった。もともとは綺き麗れいだっただろう彼女の体は破壊の限りを尽くされていて、脚は半分が失われ、瞳がいくつも潰れていた。

「カチ……カチ……」

　力尽きてうずくまる、姫蜘蛛が助けを呼んでいる。

「カチ…………カチ…………」

　母を呼ぶその声は、人のそれと対して変わりはなかった。助けて助けてと呼ぶ声に、だから当然応えもない。

　小さな小さな絶望が、私の足元で死んでいく。

「…………」

　私はほとんど無意識に、身体のあちこちに力を入れた。

　動かないはずの右手が、しかしするりと持ち上がって、繭の隙間からこぼれて落ちた。

　姫蜘蛛の前に、真っ白な手が差し出される。

　蜘蛛は、ほんの少しだけとまどってから、やがて最後の力を振り絞ってぴょんと跳んだ。

　私は再び手を上げて、彼女を左の眼で飲んだ。

　姫蜘蛛が、眼窩に溜たまった涙を舐なめる。

　私たちは少しの間、食べて、食べられて過ごした。私はこのまま時が過ぎさって、穏やかに終わればいいのにと思っていた。

　一方、そんなことになっているとは露とも知らないシロちゃんが『何事!?』と気管を登ってやってきた。彼女は新入りを見つけると、シァッ！　と牙を剝むいて威嚇した。

　でも姫蜘蛛はもう、抵抗する元気もなくて、ただただ涙を舐めていた。




『Nearer, my God, to thee, Nearer to thee』




　私はやっぱり、歌をうたった。どうか哀れみがありますように、どうか最後の時くらい、安らかな時間があるようにと、祈りを込めて歌い上げた。

　シロちゃんと、そして遅れてやってきたお兄ちゃんが、私の歌を聴いている。三匹が並んで、同じ時を過ごしていく。




『E'en though it be a cross that raiseth me, still all my song shall be』




　やがて、三匹は頭を並べて、私の涙を舐め始めた。お兄ちゃんはおおらかに、そしてシロちゃんはちょっと不満そうにして、その新参者を受け入れてくれた。

　こんこんと湧く涙が飲まれて、歌と私が食べられていく。




『Nearer, my God, to thee, Nearer to thee』




　その日から、彼らは三匹の兄妹になった。







　ばりばり、ぴちゃぴちゃ、もぐもぐと、三匹の蜘蛛が私を食べる。




　ビロードの毛皮をまとった、黒くて強いお兄ちゃん。

　綿毛のようにフワフワな、白い手足のお姉ちゃん。

　花のように可か憐れんで幼い、金毛緑眼の末の妹。




　私はもう、彼らがいればよかった。彼らだけで、よかった。

　そのためなら、ばーしゃで、化け物で、かまわない。海うみ野の琥こ珀はくでも、人間でなくなっても後悔はない。

　だって、私はもう手遅れだから。この手は英雄の血で染まり、人を殺して後悔もない。

　私は本物の化け物になろう。この三匹を守る盾となり、彼らがこの身を食らいつくし、立派な蜘蛛になるまでの巣になろう。

　闇の中で、私はゆっくりと孵かえっていった。

　海野琥珀の殻を脱ぎ捨てて、四つの心臓と、二十五の瞳を宿す、二世界一個の怪物バーシャとなった。

　私はもう、それでよかった。




「おおい！　だれかいないか！」




　ああ、だから、敵が来る。

「ドラゴ！　先生！　返事をしろ！」

　遠くから異世界の言葉が響いてくる。

　英雄さんの言っていた、人間の助けがやってくる。










　母蜘蛛は必死に抵抗した。巣穴という地の利を生かして罠を張り、人間たちを迎撃した。

　けれど、今度の人間たちは学習していた。蜘蛛糸を溶かす酸を持ち、毒を中和する薬を用意していた。

　十数人からなるパーティには狩人かりゅうどや学者の姿もあって、蜘蛛の生態を丸裸にしていた。

　いつしか母蜘蛛は、思うように戦えなくなっていた。その身一つならどこまででも逃げられるというのに、狭い通路に追い込まれていった。

　人間たちは知っていたのだ、彼女が子供を見捨てられないと。

「カチカチ……カ……チ……」

　部屋の入り口で、ついに母蜘蛛が倒れた。その手足はほとんどが失われ、つややかだった毛皮はただれていた。

　鎧よろいを着込んだ人間たちが、巣穴に足を踏み入れる。

「なんということだ……」

　生存者を探していた彼らは、しかし、目的のものを見つけて凍りついていた。

『ひひひひひ……しくしく……なぁ……な』

　繭の中で、踊り子さんも戦士さんもまだ『生かされていた』。体中を穴だらけにされてなお、脳と心臓は動いていた。

「ひどい、カミラが……あの美しい踊り子が……」

「ダルーズ、どうしてこんな……ああ……」

　彼らは繭の名を呼ぶと、無言のうちに何かを決めた。

　剣が引き抜かれていく。異世界の聖言がつぶやかれ、むき出しの心臓が貫かれていく。

　長く続いた絶望が止まっていく。洞窟を、嗚お咽えつと涙が濡ぬらしていった。

　その足元を、小蜘蛛たちが逃げ出していく。

「くそ！　害虫どもめ！　くそ！　くそ！」

　鉄の靴が踊る、小蜘蛛たちが踏み潰されていく。

「おい、まだ人がいるぞ。知らない奴やつらだ」

「かわいそうに……早く楽にしてやれ」

　彼らのひとりが、こちらにやってきて、

「まって、ください……」

　私はようやく声を上げた。

　できればもっと時間が欲しかったけれど仕方がない。私は私の戦いを始めた。

「おお！　みんなこっちだ！　無事な娘がいるぞ！」

　人間たちが歓声を上げて、私の周りに集まってきた。

「よかった、君は大丈夫……か？」

　彼らは引きつった笑みを浮かべて、私のポッカリと開いた左目を見つめていた。

　私は恥じ入ったように目ま蓋ぶたをしめた。

「……はい、ドラゴさんが、私を助けてくれたので」

「ドラゴ！　あの英雄も生きているのか！」

　冒険者達が色めきだった。

「はい、ドラゴさんとおじいさんは、蜘く蛛もの毒を克服して、救助を呼びにいったんです」

「なんと、さすがは中原の英雄と賢者殿だ」

　彼らは私の噓うそをあっさりと信じた。でもそれはそうだろう、私自身、あの英雄さんならそれくらいやってもおかしくないと、本気で思っているのだから。

「みなさんが、その助けじゃないんですか？　あの方とは、もう会えましたか？」

「いや、まだだ。だが安心してくれ、すぐに見つけ出すさ。君、奴らはいつごろ出たんだ？　どっちに向かった？」

「半日ほど前に、そちらの出口から。毒のせいか、お二人は足を引きずっていました」

　私は綿密に編んだ噓を口にする。

「……すぐに追いかけよう」

　果たして彼らは、私が望んだ通りの決断を下した。

「今ならまだ間に合うかもしれん。他の怪物に出会う前に保護しよう」

「この娘はどうする？」

「丁度いい、パーティを分けよう。後衛はこの娘と共に帰還してくれ。ここから先は時間との勝負だ。……急ぐぞ！　ドラゴ・バーンズを、中原の英雄を死なせるな！」

『応！』

　鎧をつけた大人たちが、風のように去っていった。あとに残った人たちから、さらに数人が帰路の確認に向かった。

「やあ、大変だったねお嬢さん。もう大丈夫だ、すぐに帰れるよ」

　巣に残ったのは、二人。

　一人は私の眼めの前にいるローブの男。そしてもう一人は護衛らしい戦士だった。戦士は私たちをチラッと見ると、死者のために小さな墓穴を掘り始めた。

　ローブの男が言った。

「さて、それじゃあちょっと、左目を見せてくれないか？」

「……なぜでしょう？」

「なに、蜘蛛が本当に駆除できているのか確認したいんだ。安心してくれ。私は医者だ」

　瞼まぶたの裏で三匹がうごめいている。

　ダメ。私は言い聞かせるように目をつぶる。

「……あの、もしも蜘蛛が残っていたら、どうするのですか？」

「もちろん殺すよ」

　お医者さんが笑う。

「……そう、ですよね」

「ああ、こんな忌いまわしい人にん形ぎょう蜘ぐ蛛もなど、放ってはおけないからね」

「人形蜘蛛？」

「この化け物どもの名前だよ。……こいつはね、人を人形に変えるんだ」

　お医者さんが、踊り子さんたちに視線をやった。

　そこには、一見するとただ眠っているような人たちがいた。骨と皮を、糸と唾で塗り固めた彼女たちは、そうと知らなければ、とても美しい人形のようだった。

　お医者さんの視線が、憎ぞう悪おと欲望に染まっていく。

「やつらは許されないことをした。出来るなら、種族まるごと滅ぼしてやりたいよ。……君だって、同じ気持ちだろう？」

「私は、とくには……」

「そうかい？　君は優しいね。君、ええと、そういえば名前を聞いていなかったな」

「私の名前、ですか？」

　海野琥珀、と言いかけて、私はくすりと笑った。

　ちがう、私はもうそんなのじゃない。

「私はバーシャ」

「化け物バーシャ？　おい君、冗談はやめたまえ」

「ううん、冗談ではないの。私は化け物。あなたの敵よ」

　私は産うぶ声ごえを上げた。それはすらりと伸びる右手の形をしていた。

　背中とふくらはぎを同時に動かす。本来なら無意味なはずの動きが、でも蜘蛛の毒で統一されて、私の殺意を具現化させた。

　白い繭を断ち切って、英雄さんのナイフが胸へと伸びる。

「……え？」

　あまりに予想外だったのか、お医者さんはまだ何が起きたのか分かっていなかった。

　私は栓でも抜くようにナイフを引いて、彼の心臓に穴を開けた。

　ぴゅうぴゅうと、鼓動に合わせて血潮が噴いた。

「おい？　どうかしたか？」

　部屋の隅から、違和感を覚えた戦士がやってくる。

　私は目を開いて、二十五個の瞳で彼を見つめた。

「ひぃ！　な、なんだお前！　うわぁ！」

　ぞろりぞろり、と小蜘蛛たちが私の体から這はい出だしていく。

　頭に登った姉妹が、蜘蛛の糸を吐きかけていく。男の体に、顔に、剣つるぎに、拘束の糸が降りかかる。

　そこへ、お兄ちゃんが飛びかかる。

「ぎゃあああああ！」

　虫は人を眼から食くらうという。

　お兄ちゃんが戦士の目玉にかじりついて、どくりどくりと毒を打った。

　屈強な戦士が、五秒も持たずに地面に倒れた。

　私はふらふらと立ち上がった。

　まるで自分が自分じゃないみたいだった。いや、きっと、そのとおりだ。

「……もうここには居られないね」

　人の気配が近づいてくる。

　みんなおいで。と私は言った。言葉は自然と歌になった。




『帰ろう帰ろう、おうちに帰ろう。

　仕事を終えて、暖かなお家うちに帰りましょう』




　三匹が、下校の歌を聞いた子供みたいに駆け寄ってくる、私の体をジャングルジムみたいに登りきって、頭や肩にちょこんと乗った。




『帰ろう帰ろう、おうちに帰ろう』




　私は裸足はだしで歩き出した。

　血まみれのナイフを引っ提げて、あたたかな童謡を笑顔にのせて、

　産まれたての化け物として、暗い洞窟を下っていった。

[image: ]











迷宮。市場。闘争。






　糸で覆われた洞窟を、私は慎重に下っていった。

　母蜘蛛が残した道は罠わなだらけだった。私たちは一人と三匹で協力して、罠の道をゆっくりと下る。幸い、同族である兄きょう妹だいには罠の場所がわかるようで、近づくと体を固くして教えてくれた。

　糸が薄くなった頃、いきなり広い空間に出た。

　巨大な竪たて穴あなが広がっている。

　ちょっとした体育館くらいの空間が、そのまま上空まで続いていて、天井にぽっかりと穴を開けている。ふりそそぐささやかな陽光が、穴の底に小さな草木を茂らせていた。

「わ、きれいね、みんな」

　まるで竪穴洞窟セノーテみたいな、そんな美しい景色を一緒に見られたことが嬉うれしくて、私はみんなに語りかけた。でも、蜘蛛たちはそれほど感動していなくて、まぶしいなぁとばかりに顔を洗っていた。

「ごめんね、そんな場合じゃないものね」

　私は気合を入れ直した。

　現状、私達には二つの脅威があった。

　一つは人間。仲間を殺された彼らは復ふく讐しゅうを求めて追ってくるかもしれない。

　でも、そちらはある程度の対策ができていた。主力メンバーは反対方向に誘導できたし、背後には糸の迷路もある、この場所にたどり着くのはずいぶんと大変だろう。

　一方で、もう一つの脅威──他のモンスターに対しては、何も対策できていない。

　これまでは、母蜘蛛が残した縄張りがあったけれど、でもそれもこの竪穴までだ。主あるじのいなくなった縄張りは、いずれほつれていくだろう。

　私はちょっと道を引き返して、糸のある隙間に潜り込んだ。

「……ぜぇ……ぜぇ……ぜえ」

　そこで、いきなり体力の限界が来た。ぺたんと地面に座り込んで、荒い息を繰り返す。体がまともに動かない。ただ、それも仕方がないことだろう。もともと肺の半分を食べられて、冬眠状態で何日もすごしていたのだ。むしろ、よく動けたほうだ。

　私は最後の力を振り絞って、部屋の奥に腰を下ろした。

「みんな、今日はたくさんがんばったね。さ、ご飯にしましょ」

　前髪を搔かき上げて、三匹をさそう。

　ところが三匹はたいした働き者で、ご飯も食べずにあっちこっちに走り回っていた、お兄ちゃんは割れ目を点検して罠を張り、シロちゃんとヒメは慌てた様子で私の体を上り下りした。

　それで、ようやく気づいたのだが、私は傷だらけだった。

　いったいどこで切ったのか、セーラー服から覗のぞく腕やふくらはぎは生傷だらけで、とくに足の裏は血まみれだった。

　幸か不幸か、毒のおかげで痛みはなかったけれど、──いや、それこそが一番の問題だった。痛みがあれば、流石さすがにここまで放置はしなかっただろう。私はあらためて、今の自分の欠点を思い知った。

　姉妹が体に糸を吐いて、私の傷を覆ってくれた。

「わあ、みんな、ありがとうね」

　私はなんだか嬉しくてお礼を言った。ところが蜘く蛛もたちはなぜか怒った様子で威嚇するので、慌てて背筋をしゃんと伸ばした。

「みんな、それじゃあ少し休みましょうか」

　お兄ちゃんが帰ってきて、ようやく三匹が私に潜る。新しい巣の奥底で、私たちは団らんにつく。

「おいしい？」

　左腕が、体の中から食べられていった。

　私は歌って、闇の中で瞳を下ろす。










『一本とったら天の川、二本とったら帆掛船、お嬢さん、どうぞ一本おとりなさい』




　翌日の朝、私は蜘蛛の糸であやとりをしていた。

「あ、シロちゃん、もう少しこっちに来て。お兄ちゃんとヒメはそのままね。……一本とったら天の川、二本とったら……」

　三匹の『なにやってるんだこいつ？』という困惑を置き去りに、私は縦糸と横糸を編み込んでいく。

「よし、完成」

　編みあがったものを披露する。それはクモ糸と植物のツルでできた、手のひらサイズの布地だった。

『そのゴミがなにか？』と、お兄ちゃんとヒメが首をかしげている。私は少し傷つく。

　一方で、シロちゃんの反応は大きかった。彼女は私の編んだ布地に興奮してぴょんぴょんと飛び回っている。

「ふふ、シロちゃん、こういうの見るの初めて？　……そういえば蜘蛛って、糸を編んだりとか、むすんだりはしないのよね。これも文化の差なのかな」

　よいしょっと、私は布を足につけた。

　シロちゃんがさらに興奮する。反対に兄妹は『結局、俺たちはなにをやらされていたんだろう？』と退屈そうだ。

「あのね、これはサンダルっていう人間の道具なの。あ、みんな、まだ行かないでね、もう片方もつくりたいから。……ちょっと、ふたりとも文句を言わないの。これでも八本脚のあなたたちよりはずいぶん少ないんだからね」

　そう言い終わるころにはもう、兄妹はいなくなっていた。あの二人は最近とくに仲良しで、つるんで冒険ばかりしているのだ。

　代わりに手伝ってくれたのがシロちゃんだった。彼女は糸を『編む』という行為が新鮮だったらしく、私の指を編み機にして、自ら横糸となって駆けてくれた。

　なんだか、小さな女の子とあやとりをしている気分だった。

「よし、完成。ありがとうねシロちゃん」

　彼女の頭をちょいとなでて、私は蜘蛛糸のサンダルを履く。

「さあ、それじゃあ私達も、そろそろ探索に出かけましょうか」










　私はもうじき死ぬだろう。

　それは別にかまわない。この体が食べ尽くされて、三匹のためになるのなら本望だ。

　でも今はまだ死ぬわけにはいかなかった。家も、母親もなくした彼らがこのまま放り出されたら、すぐに狩られてしまうだろう。

　そんなわけで、最近の私たちは安全のため、そして食料を手に入れるために、洞窟のなかを探検していた。

　洞窟は薄暗くて、危険で、そして美しい場所だった。

　ヒカリゴケの群生地。

　結晶の洞窟。

　いつ滅びたかもわからない地底都市。

　三匹と一緒に眺めた、どれも大事な思い出だ。

　そうして探索した遺物のなかには、ある意味、とても有益なものもあった。

「それじゃ、みんないくよー」

　その日、私たちはあらためて母蜘蛛の縄張りを探索していた。糸で張り巡らされたそこはまだ比較的安全で、食料保存庫や水場なんかが見込まれた。

「せーの、よいしょー！」

　石組みの壁にしつけられた、朽ち掛けの扉を押し倒す。ほこりがもうもうと立ち込めて、廃はい墟きょの小部屋が開放される。

「ゴホゴホ！　……さあ、なにがあるかな？」

　私はヒカリゴケを詰めたカンテラを掲げた。

　中は金銀財宝の山だった。

　どっさりと金貨が積まれている。豪華な細工物や服が、闇の中でギラギラと光っている。

「なんだ、はずれね」

　私はがっかりした。普通の人間なら喜ぶところだけれど、でもいまの私はこんな重くて柔らかいだけの金属よりも、ありふれた油や塩が欲しかった。

　ここを管理していた母蜘蛛にとっても、それは同じだったのだろう。猫に小判じゃないけれど、ここは彼女が必要としない物を詰め込んだ、いわばゴミ捨て場のようだった。

「あ、こら二人とも、勝手に行かないで」

　ところがそんなガラクタも、子蜘蛛たちにとっては魅力的な玩具のようで、シロちゃんとヒメは『わーい！』と踊って大喜びだった。

「これも持ってくの？　これも？　はいはい」

　私はクモ糸で編まれたトートバッグに、シロちゃんがもとめるボロ布を入れた。彼女は最近、編み物にハマっているらしく、こうした生地の研究に余念がないのだ。

「ヒメはなにか欲しいの？　あんまり重いものはダメよ」

　一方で、ヒメの欲しがるものはよくわからなかった。

　あれがほしい。とダンスで示されても、すぐに分かるものは皆無だった。それは枯れ草から書物まで多種多様で、なかには夜空の星を指してそれと示すことさえあった。

　このときも、ヒメは部屋の隅の木箱のまえで、これ開けてー。とダンスしていた。

　私は木箱の蓋をナイフでこじった。

　中に入っていたのは、透明な瓶の束だった。

　明らかに、魔法の匂いがした。

「……ヒメ、こんなのが欲しいの？」

　私は顔をしかめた。正直、普通の品でも持て余しているというのに、魔法なんていう訳のわからないものには手を出したくなかった。

　それでもヒメが『どうしても！』と踊るので、ひとまず一本を開けてみる。とたんに、爽やかな香りが広がった。

「あ、いいにおい。飲み物かな……みんなも気になる？」

　なになに？　とやってきた蜘蛛たちのために、私は液体を床に垂らした。

　お兄ちゃんとシロちゃんは、胡う散さん臭くさそうに遠巻きにしていた。けれどヒメは興奮した様子で、そのまま水滴に飛び込んだ。

　めずらしいなと私は思った。大雑把なお兄ちゃんや、性格が図太いシロちゃんと違って、ヒメは一番の慎重派だった。そんな彼女がすぐに口をつけるのだから、これは安全な飲み物なのかと思った。

　ところがヒメは液体を飲むと、すぐにふらふらになってしまった。

「ヒメ!?　しっかり！」

　私は彼女を拾い上げて、口元を拭ってやった。さいわい、ヒメはすぐに我を取り戻したけれど、それでも足取りは怪しくて、まるで酔っぱらっているようだった。

　ん？　酔う？

「……えっと、たしか蜘蛛って、お茶で酔っちゃうんだっけ？」

　私は地球の知識を思い出した。蜘蛛はカフェインを飲むと酔ってしまって、まともに巣を張れなくなってしまうのだ。

　ということはやっぱり、これは飲み物なのだろうか？

　私はもう一度においを嗅いだ。飲み物かもしれないと思うと、たしかに液体は美味おいしそうだった。

　ごくり、と喉が鳴る。

「……ちょっとだけ、ちょっとだけ」

　液体を舐なめてみる。ハーブの香りが鼻孔に広がる。

　一口飲んだら、あとは止まらなかった。

「……ん……ん……んん！」

　一瓶があっという間に空になって、体がじんわりと温かくなった。カサカサだった唇がふっくらとして、擦り傷がみるみるうちに消えていった。

「ぷはぁ！」

　私は立て続けに三本を空にして、ようやく我を取り戻した。

　体がぽかぽかする。倦けん怠たい感が消え去って、心なしか視界まで明るくなっている。

「……ひょっとして私、結構まずい状態だった？」

　この液体は魔法で出来たエナジードリンク──いわゆるポーションだったのだろう。それを一気に三本も飲み干すだなんて、よっぽど疲労していたようだ。

「ありがとうねヒメ。いいこいいこ」

　お礼を言うと、ヒメは『残念、ひっく』と千鳥足でダンスした。たぶん彼女は本能的に、この液体の力に気づいていたのだ。

　私もちょっと残念だった。これほどの回復薬だ、みんなが飲めたら、さぞかし良い栄養になっただろうに……。

「ん……？」

　と、そこで思いつく。

「あれ？　でも待って……このやり方なら。……いけるかも？」

　どうしたの？　と三匹が首を傾かしげる。

「ううん。なんでもない。ちょっと良いことを思いついたの。さあみんな、そろそろ帰りましょうか。今夜はご馳ち走そうなんだから」

　ポーションをバッグに詰め込んで、私は巣穴に帰っていった。










　人間にとってはありふれた食料が、他の生物には毒になる。

　自然界には、そんなことがたくさんあった。

　例えば、蜘く蛛もにとってお茶は毒だ。似たような話で、インコはアボカドが、犬はチョコが食べられない。

　では、犬はチョコレートの栄養を摂取できないのかというと、そうともいえない。

　確かに、犬は直接チョコを食べられない。

　でもチョコを食べる動物は、食べられる。

　これはそういう、単純な話だった。










　私達が根城にしている隙間は、ここ数日で綺き麗れいに整えられていた。床は蜘蛛糸のラグが敷かれており、壁に移植されたヒカリゴケの照明がラグジュアリーな空間を演出している。

「ん……ん……ん……」

　部屋の真ん中で、私はポーションを飲んでいた。その足元にはすでに十本近くの空き瓶が転がっている。

「ぷはぁ……はぁ……はぁ……」

　いよいよ限界まで飲み干して、私は蜘蛛糸のハンモックに横たわった。

　体が熱い。大量のポーションが分解されて、魔法の力が血液を巡っていく。

　セーラー服のタイを、むしるようにちぎり取った。

「……みんな、おいで……」

　闇の中から三匹の蜘蛛がやってくる。

　私は左の手首をナイフで切って、流れる血液を彼らに向けた。

「どう？　飲んでも平気？」

　お兄ちゃんが血を舐める。

　途端に、八つの瞳の色が変わった。

　しぁっ！　とお兄ちゃんが牙をむく。獲物にするように威嚇して、私の手首をがぶりと嚙かんだ。

　どくんどくん。毒と消化液が流しこまれる。

　それを見た二匹が、私の中に潜り込む、ぐいぐいと肉をかき分けて、左の腕へと這は入いっていく。

　体の中から肉を嚙まれる。左手の中身が、どろどろに溶けて死んでいく。

　血が熱い。かゆみに似た快楽が、全身を芯まで貫いていく。




『お母さんが私を殺した、お父さんが私を食べた。

　兄きょう妹だいたちが私を拾って、冷たい床に私を埋めた』




　小蜘蛛に体を食べられながら、私は子供部屋の歌ナーサリーライムをうたっていた。

　お兄ちゃんを抱きかかえる。ふわふわとした、ビロードのような毛皮を撫なでて、どろどろに溶けて食われていく。

　それが、嬉うれしい。

　だってそれって、必要とされているってことだから。

　みんなが私を求めている。私を欲しがって、私が必要で、夢中で私を抱きしめている。私もみんなを抱きしめる。お兄ちゃんは手で、シロちゃんは肩で、そしてヒメを心臓で抱いた。

　暗い、あなの奥底で、私たちは、愛しあう。しとどに濡ぬれて、とろけあう。

　私が飲んだ魔法の力が、三匹の血肉になっていく。蜘蛛の殻にヒビが入って、柔らかな体が姿を現す。

　その夜、お兄ちゃんは三度も脱皮を繰り返した。










　目が覚めると、左手はもう動かなくなっていた。

　私は肩から垂れ下がっているそれをしげしげと眺めた。

　左腕は一見するとなにも変わっていなかった、いや、むしろシミひとつないシルクの肌は、以前よりも美しいほどだ。

　でもその中身にはもうなにも入っていない。きれいなだけの左手は、蜘蛛糸で編まれた人形の腕だ。

　不思議なことに、そんなになってもまだ少し感覚が残っていて、私は二の腕のなかで眠るシロちゃんを感じることが出来た。

　これが人形になるということなら、あまり悪い気はしなかった。

　立ち上がる。そこで私は初めて、自分が全裸なことに気がついた。たぶん、昨日の夜が暑すぎたせいだろう。セーラー服はいつのまにか脱いでしまっていた。

　私は落ちていたパンツを穿はこうとして、いきなり困った。

　右手一本で着替えるというのは意外と大変で、私は足を上げてはすっ転び、シャツに腕を通そうとしては脇腹をつった。

　そんなこんなで暴れていると、異変を感じ取った姉妹が『なにごとなの？』と左目から出てきた。

「あ、ごめんねみんな。お出かけは少し待って欲しいの」

　二匹は私の窮状を見ると、お互いに顔を見合わせて、

「あら？　あらら？」

　蜘蛛たちが衣服を拾い上げて、私の体にあてがっていく。

　ヒメがスカートのファスナーを締めて、シロちゃんが左胸のあたりで体を広げてくれる。私はその新しい左手たちと協力して、ブラウスのボタンを留めていった。

「ふふ、ありがとう。……みんな。ずいぶんと立派になったね」

　二匹は、以前と比べて一回りも大きくなっていた。

　ヒメはピンポン球くらいのサイズに、そしてシロちゃんは、細身のペットボトルくらいになっている。一晩でこれほど成長するなんて、まちがいなくポーションの影響だった。

　二匹が体に戻っていく。ヒメはともかく、シロちゃんはもう左目をくぐりにくくなっていて、かわりに左脇にもうけた新しい裏口を使っていた。

「そうだ、お兄ちゃんは？」

　そう歌いかけると、奥から大きな影が歩み出た。

　それは大型犬ほどもある黒い蜘蛛だった。

「あ……」

　その威容を見て、私は少し怯ひるんでしまった。お兄ちゃんはすでに私の膝くらいまである立派な化け蜘蛛になっていた。

　これではもうとても、私の体には入れない。

　私の左目でお昼寝していた、あの頃の小蜘蛛はもういない。

　そう思うと、悲しいような、切ないような気持ちになった。

「お兄……ちゃん？」

　私は変わってしまった彼に向かって、おずおずと右手を伸ばした。お兄ちゃんはその手に頭を押し付けると、ビロードの毛皮で掌てのひらを撫でた。

　無骨な、でも優しい、それはたしかに私の黒い蜘蛛だった。

「ふふ、よかった。……よいしょっと」

　私はお兄ちゃんを抱き上げた。めずらしいことに、お兄ちゃんも私の胸で大人しくしていた。ずっしりとしたふわふわの塊を抱いていると、まるで異形の犬に触れているみたいで、なんだかすこし和んでしまった。

　でもきっと、この時間も長くはない。

「〜〜♪」

　私は毛皮の感触を、しっかりと右手に染しみ込ませた。

　その手がやがて失われても、この日々をいつまでも思い出せるように。










　それからの私たちは、いつもそんな調子だった。

　三匹はまさに私の左手がわりで、生活のすべてを支えてくれた。サンダルの紐ひもを蝶ちょう々ちょうに結んで、背中のかゆいところを搔かいてくれた。

　ひょっとすると、それは以前の五本指よりも快適なぐらいで、二十四本の指でせっせと手入れされる私はさしずめ、高級なスポーツカーのようだった。

　実際、彼らの認識はそんなようなものだったと思う。蜘蛛にとって私は食料であると同時に住む家で、そして移動に便利な車だった。それなら当然やさしく扱うだろう、私だって自分のお弁当箱は丁寧に扱うものだ。

　違いがあるとすれば、そのお弁当箱が、彼らを愛していることくらいだった。私は食料として、家として、そして武器として彼らの献身に報いていった。










　竪たて穴あなには洞窟と違って、地上の生き物も沢山いた。壁には樹木が生えていて、小ぶりな果実すらぶら下げている。

「ヒメー。シロちゃーん。おねがーい」

　私は右腕一本でバスケットを掲げた。すると二匹がはーい、と返事をして、頭上の果実をぽいぽいと落としてくれた。

「よいしょっと。ふふ、シロちゃんもヒメも、ありがとうね」

　最後に跳んできた二匹を受けとめて、私たちはカゴの中身を味見する。

「あ、シロちゃん、皮は食べちゃダメよ。あなた、前もそれでお腹なか壊したでしょ。ほら貸して、剝むいたげる」

　二匹が手に持つぶどうの皮を、私は右手で剝いていく。蜘く蛛もは基本的に肉食なので、植物の毒には耐性がないのだ。でもこうして私が協力すれば、食べられるものは一気に広がった。

　それは果物だけではなかった。




「ふたりとも、いくよー、せーの！」




　私は沈んでいた網を一気に引き上げた。すると、川の中から沢山の魚が跳ね出した。

　竪穴の底には地底川も流れていて、そこには半洞窟性の魚が沢山いたのだ。

　ところが最初、姉妹はこの魚をまったく狙おうとしなかった。彼らには、そもそも水中の獲物を狩るという習性がなかったらしく。ぴちぴちと跳ねる魚を前にしても、あたふたとするばかりだった。

　でもいまは、『待ってました！』と飛びかかって、跳ねる魚を片っ端から糸で巻いていく。

　私も残りの魚を拾ってまわった。

　すると、ちょうどいいタイミングで陽ひの光が強くなる。見上げると、竪穴の狭い空の中に、太陽が顔を出していた。

「わ、もうこんな時間。急がないと」

　私は枯れ木で簡単な焚たき火びを組み上げた。次にポーションの空き瓶に水を入れて光にかざす。小さめのワイン瓶みたいな空き瓶は、そうすると虫眼鏡みたいに光を集めた。

　焚き付けに光を合わせてしばらくまつと、ぽぅっと小さな火がついた。

「やった。成功」

　私はよしっと拳を握った。たかが焚き火一つで大げさかもしれないけれど、でもここまでに大変な試行錯誤があったのだ。

　火熾おこしの方法は、きりもみ式や火打ち石など、いくつか知っていた。でもそれは歴史の授業で学んだ理論でしかなくて、実際に一から準備をすると大違いだった。

　火打ち石式は、そもそも石も打ち金も無いし、きりもみ式は、あれはどうも乾燥した枝じゃないと駄目みたいで、湿った洞窟にそんなものはまったくなかった。

　結局、空き瓶を使ったレンズ式だけが成功したのだけれど。でも、それも太陽の光が強くなる正午ごろしか出来ない限定的なものだった。

　できれば他の方法も習得したいところだけれど……私はため息を吐ついた。

　こんなことなら、もう少しポケットに物を入れておけばよかったとつくづく思う。私は財布からなにから全部カバンに入れていたので、持ちこめたのはこの制服とハンカチくらいだった。

「やっぱり、火打ち石、欲しいなぁ……」

　魚に串を打ちながら呟つぶやく。火打ち石と、それと火花を出す鉄が欲しかった。

　この洞窟に、鉄は本当に見当たらなかった。遺跡にあるのはサビでボロボロになった遺物ばかりで、唯一の手持ちは英雄さんのナイフだけれど、これは逆に素材が硬すぎるのか、火花がでない。

　いっそのこと、サビ鉄を融とかして製鉄できないかとも思うけれど、竪穴の貴重な薪でそれを試すのは、なかなか踏ん切りがつかなかった。

「あ、そろそろ焼けたかな？」

　そうこうするうちに、魚が焼けた。白っぽい鱗うろこから脂が落ちて、退化した目玉がぱちぱちと弾はじけた。串焼きにした川魚は、いかにも脂が乗って美味おいしそうだった。

「いただきまーす」

　魚の背中に齧かぶりつく。焼けた皮がパリッと鳴って、蒸し上がった身から肉汁がはじける。

　香りも、味も、焼き具合も完璧だった。

　それだけに残念だった。

「……お塩が欲しい」

　私はがっくりとうなだれた。いや、おいしい、とてもおいしい。久しぶりの固形物だし、なにより素材が素晴らしい。

　それだけにもったいない。これで塩があればさらに何倍もおいしいはずなのに……。

「お塩、欲しいなぁ……」

　私は切実に呟いた。塩はこの洞窟では鉄と同じくらいの貴重品だった。なにせこの湿度だ、岩塩だろうが精製塩だろうが、全部溶けて流れてしまう。

「よし！　みんな、午後はがんばってお塩を見つけようね。それと鉄も」

　姉妹が、はーい？　とよく分かっていなさそうに返事をする。

　私は焚き火を土で消して、瓶ごと煮しゃ沸ふつした水をバッグに入れた。

「さ、いこっか。──お兄ちゃーん。出かけるよー」

　お兄ちゃんを歌で呼ぶ。

　最近とくに体が大きくなった彼はいろいろと食べ足りないようで、一人で狩りにでかけることも多くなっていた。ねらう獲物も日に日に大きくなっていって、昨日は岩壁に住む兎うさぎまで仕留めてきたほどだ。

　果たしてこの日も、お兄ちゃんは獲物を捉えてきた。

　それは人間だった。

「わ、すごいねお兄ちゃん。大物だ」

　洞窟から帰ってきたお兄ちゃんが、自分よりも大きな繭を引きずってきた。繭は細長い四肢に特徴的な頭のシルエットをしていて、間違いなく人間のものだ。

「偉いねお兄ちゃん。すごいすごい」

　私はお兄ちゃんの頭を撫なでながら、でもちょっとヒヤッとしていた。

　母蜘蛛を仕留めた人間のことを、私は決して軽く見ていない。知恵を持ち、道具と魔法を使いこなす彼らはこの迷宮で最も危険な生き物の一種だ。

「お兄ちゃん、これどこで捕まえたの？　他に仲間はいなかった？」

　いなかった。とお兄ちゃんがダンスする。

「ええ？　そんなことってあるのかな……」

　私は繭をひっくり返した。

　すると中身は、私の想像する人間ではなかった。

「──えっと、いや、これも人間なのかな。……すくなくとも、こっちの世界だと」

　それは全身毛むくじゃらの獣人だった。

　狼おおかみの頭を持つその人はやせ細っていて、手は縄で拘束されている。

「うーん……？」

　私は唸うなった。ちょっと情報量が多すぎて、考えをまとめることが出来なかった。

　困惑している私をよそに、お兄ちゃんが獣人を食べ始める。消化液を流し込んで、体の中を肉汁にしていく。わーい、とちゃっかり者の妹たちが後に続いて、いやもう今日はホントなんにも食べてなかったんですよー。と大噓うそをついてご相しょう伴ばんに与あずかっている。

「……みんな、食べ終わったら、探索に行くよ」

　私は少しだけ迷ってから、決めた。

「なにかが起きている、気がするの」










　なにかが起きていた。

「……なに、あれ」

　それは拠点から二つほど離れた空洞だった。

　ここはすでに探索済みの場所で、そのときはただ広いだけの涸かれた鍾しょう乳にゅう洞どうだった。




『がうがう』『にゃあにゃあ』『こっここ』『ぶもおおおお』




　それがいまや、多数の人種が集まる野営地になっていた。

　人種、といってもそれはモンゴロイドとかコーカソイドとかいったレベルの話ではなく、それこそ普通の人間から犬っぽい人まで、ほんとうの意味で多種多様だった。

「……街、なのかな？」

　自分で言っておきながら、ちょっと違う気がした。野営地にはテントばかりがあって、固定の建物というものがなく、人の出入りも激しかった。

　そのテントも半分以上が露天商で、そこには先程見た狼族の人たちがひしめいていた。

「市場……うん、そんな感じかな……」

　たぶんこれは、このあたりに住む獣人たちの辻つじ市なのだろう。普段は遠くにすむ他種族が、時折集まって物々交換をする。そんな現場に出で会くわしたのだ。

　私は、ひとまず安心した。彼らは明らかに追手とは無関係だし、すくなくとも攻撃的な雰囲気はない。

「ま、放っておきましょうか」

　とはいえ、好んで関わる必要もない。私はさっさと退散しようとした。

　ところが『え〜〜！』と、猛抗議のダンスが返ってくる。

「こ、こら、ふたりとも静かにして！　気づかれちゃうでしょ！」

　私たちはいま、大空洞の天井付近に潜んでいた。これは母蜘蛛の残した道のひとつで、ちょっとやそっとのことでは見つからない見張り台だった。

　とはいえ、こんなに騒いでいてはその限りではない。私は頭の上でぴょんぴょんと跳ねる二匹を捕まえて、静かにするよう言い含めた。

　さあ、困ったことになった。

　二匹は初めて見る市場に大興奮で『お宝だ！』『狩りだ！』とはしゃいでいる。

「喧けん嘩かはダメ！　ぜったい勝てっこないんだから！　ふたりとも負ける戦いはしちゃダメよ！　ほら、お兄ちゃんも『よくない』って言ってるでしょ？」

　お兄ちゃんが、タタン、と重々しく脚を鳴らした。彼だけは最初からなにも欲しがらずに、市場という巨大な戦力を警戒していた。

　でもでもぉ……、と姉妹がお兄ちゃんに訴えかける。普段は長兄に対して舐なめくさった態度で甘えている二匹だったけど、でもいざ彼がこうと決めたら逆らえないのだ。

「ね、早く帰りましょ。帰ったら私の足を食べていいから」

　飴あめで釣って、私は市場から離れようとする。ところが二匹はおもちゃ売り場から離れようとしない小学生みたいな動きでジタバタして『あの布が欲しい！』とか『そっちの苔こけが欲しい！』とか『岩塩！』とか叫んでいた。

　……ん？　岩塩？

「ちょっとまってヒメ、あなた今なんて？」

　岩塩。と小さな脚が露天商を指さしている。私が目を細めると、遠くの店にピンク色の、一見すると宝石みたいな石の塊がならんでいた。

「うそ！　お塩!?　え！　まってまって！　あっちはもしかして火打ち石!?」

　私は小さく悲鳴を上げた。考えてみれば当たり前だが、市場には私が欲しい物も並んでいたのだ。

　布！　とシロちゃんがダンスする。葉っぱ！　とヒメが歌う。

「……あの、お兄ちゃん。そのぅ……」

　私は二匹の蜘く蛛もと一緒になって、渋い顔の黒蜘蛛にお伺いを立てた。

　お兄ちゃんは力なく、たぶん蜘蛛なりのため息を吐いた。










　翌日、私たちは市場の外に集まっていた。

「よし、行くよみんな……」

　準備万端調えて。私は体の中に歌いかける。

「シロちゃん、ヒメ、絶対出てきちゃ駄目よ。わかってる？」

　はい！　と体の中から元気なダンスが返ってくる。返事だけはいいのだこの二匹は。

「お兄ちゃん、お留守番よろしくね。もし私がピンチでも、呼ぶまでは来ちゃだめよ」

　黒蜘蛛が不満そうにうなずいた。彼は最後まで護衛役をしたがっていたけれど、でも流石さすがにこのサイズの蜘蛛を連れては、買いものどころではなくなってしまう。

「ん。いい子。お土産買ってくるから楽しみにしててね。それじゃ、行ってきます」

　私は脇道から抜け出して、大広間へと歩いていった。

　巨大な空洞に、沢山のテントが並んでいる。私はその横を通り過ぎて、入場待ちの列に並んだ。

　それだけのことでドキドキした。

　もしかしたらすぐに騒ぎになって、逃げ出すことになるのでは？　と思っていたけれど、でも幸いなことに、周りの獣人たちはチラッとこちらを見るだけで、なにも言ってはこなかった。

　私は改めて自分の体を見下ろしてみる。

　今日の私はシロちゃんお手製のフード付きマントを着込んでいて、パッと見ただけならそんなに違和感も無いはずだ。

　というか、多少は変でも問題なさそうだった。獣人たちはその六割が狼おおかみ人だったけれど、でも他にも蜥蜴とかげ人や鳥人など多種多様で、いちいち他人を気にしていないようだった。

　人間はいない。いたらすぐに逃げようと思っている。

　列はすぐに短くなって、私たちの番が来た。

「ワォォォン！」

　槍やりを持った狼族がやってくる。

　それは昨日見た獣人と同じ種族だったけれど、でも見た目は全くちがっていた。兵士は毛艶もよく、沢山の宝飾品を身につけている。

　どうやら狼族はこの市場の中心種族のようで、運営や警備を一手に担になっていた。

「ぐるるるる……」

　兵士が『妙なまねはするなよ』とばかりに唸りを上げて、天幕のひとつを槍で示した。そこには毛を刈られた獣人がいて、手足を枷かせで拘束されていた。──今思えば、昨日の彼も罪人だったのかもしれない。

「わぉん！」

　私は予習してきたとおりに荷物を見せた。狼族が、私と荷物を丹念にチェックして、入場料として宝石を一つ持っていった。

　さらに、剣や槍などの武器があったら、ここで預けることになるのだが、私のナイフにはなにも言われなかった。どうやらこのくらいは大丈夫らしい。

「わん！」

　行ってよし、と解放されて、私は市場に入っていった。

「わぁ……」

　思わず声が漏れる。

　市場は眩まぶしかった。いや、もちろんそれは現代人からするとささやかなものだけれど、でも洞窟の暗さに慣れた目にはキラキラして見えた。

　外では青と緑しかなかったヒカリゴケが、ここでは七色に光っている。屋台から香ばしい匂いが漂ってきて、誰も彼もが喋しゃべっている。

　人も、土地も違うのに、ここはどこか、お祭りの夜を感じさせた。

「……なんだか、懐なつかしい……」

　人混みなんて、好きじゃないつもりだった、けれど久しぶりの雑踏は懐かしくて、私はなんだかしんみりとしてしまった。

　反対に、姉妹は見るものすべてが珍しいようで、あの葉っぱが気になる！　とか、あの布がほしい！　といった、ワクワクとした気持ちが伝わってきた。

「はいはい、でもまずはお塩からね」

　市場を見学して回る。

　軽食を売る猪いのしし族がいる。貴金属を売る鳥族がいる。

　市場での取引は物々交換が主流だった。ただ、そのなかでも沢山の人が欲しがるものは人気のようで、岩塩や穀物などが実質のお金がわりになっていた。

　私たちは人のやり取りをじっと観察してから、最終的に市場の外れへと向かった。そこはフリーマーケットのような場所らしくて、テントもなしに品物を広げている人がたくさんいた。

「もしもし、すみません」

「わおん！」

　狼おおかみ族のおじさん、いや、おばさんだろうか？　ここにいる狼族は髪飾りや帯で着飾っていて、すぐには性別など分からなかった。

「えっと、これとこれ、交換できますか？」

　私はカバンの中から持ち物を出した。

　それは私達が迷宮で見つけたもの、つまり、葡ぶ萄どうや魚とか、ヒメの宝石コレクションとかだった。

　ジャラジャラと出てきた宝石に、おじさんが目を輝かせた。どうやら私の持ち物はそれなりに価値があるみたいだ。

　私は岩塩の塊、それと火打ち石と打ち金を指差す。

　一方、おじさんは宝石を七つも要求した。

　うーん、と私は唸うなった。まず、間違いなくふっかけられていた。その証拠に、ヒメが『とんでもない！』と憤慨している。『不義不当。ぼったくり！』。

（えっと、じゃあこれくらいはどう？）

　正直、私は宝石なんていくら上げても良いのだけれど、でも変に安くして注目されるのもまずい。

　私はヒメと相談をしながら、宝石を一つ一つ回収していった。最終的に、それは二つしか残らなかった。

「きゅーん……」

　おじさんが情けない声で鳴いて、せめてもう一個と指を立てる。

（どうしよう、一個くらい、おまけする？）

『絶対不要。むしろ撤退』

（はいはい。じゃあ他のところに行きましょうか）

「すみません、もうけっこうです」

　私は言って、宝石を回収しようとした。

　するとおじさんが急に笑顔になって、いそいそと品物を渡してきた。どうやら二つでも十分にいい取引だったようで、最後には小さな金ヤスリまでつけてくれた。

（おまけかな。でもこれ、なにに使うんだろう？）

『岩塩削り』

（あ、なるほど。それは便利そうね）

　私はその場を離れた。おじさんが『毎度あり』とばかりにワオンと鳴いた。

「ふふ、やったね。みんな、うまくいったよ」

　私は何食わぬ顔で歩きながら、でも実のところドキドキだった。たった一回の買い物が大冒険だった。

「さて、次はどうしようか？」

　葉っぱ！　布！

「はいはい、それじゃあこの調子で行きましょうか」

　私たちは、再び市場へ向かった。










「うん、こんなところかな」

　市場に入って数時間がたって、私たちは欲しかった物を手に入れていた。反対に、交換に使った持ち込み品はなくなっていた。

「よかったねシロちゃん。布、大人気だったじゃない」

　私は体の中に語りかけた。今回持ち込んだ中にはシロちゃんが編んだ布もあって、それが、意外な高値で交換されたのだ。

　最初、彼女は自分の布が取られることを嫌がっていた。けれどすぐに、それが価値を認められてのことだと気づくと喜んだ。

　いま、シロちゃんは私の胸の中で、毛け織おり物ものを抱きしめてくるくると回っていた。それは卵に居たときからの、彼女の嬉うれしいときの仕草だった。

「さて、それじゃあ帰りましょうか」

『お土産は？』

「え？　……あ、そうだお兄ちゃん！」

　私は出かけるときに何気なく言った『お土産買ってくるからね』という言葉を思い出した。たぶん、お兄ちゃんはそんなものがなくても気にしないだろうけれど、でも自分たちは好きなものを手に入れたのに、今日、一番我慢していたあの子になにもないのは可哀かわい想そうだった。

「うっかりしてた。それじゃあなにか買っていきましょうか。……でもお兄ちゃんって、なにがうれしいのかな？」

　うーん？　と私たちはそろって首を捻ひねった。

　お兄ちゃんと言えば質実剛健を絵に描いたような立派な蜘く蛛もで、物欲とは無縁の蜘蛛だ。唯一、食欲だけは旺盛だけれど、でもこの市場で売っているのは保存食が多くて、蜘蛛の好む生餌は殆ほとんどない。

『あれは？』

　そんなとき、ヒメが良さそうな物を見つけてくれた。

　それは虫が集めた花の蜜。いわゆる蜂蜜だった。

「あ、たしかに良さそう。すみません、これください」

　私はすっかり慣れた手順で取引をして、蜂蜜の壺つぼを手に入れた。

　これで買い物は完了。私は今度こそ出口へ向かおうとした。

　そのときだった。




「ドラゴ・バーンズが死んだって？」




　突然、私にも聞き取れる異世界語が飛び込んでくる。

　思わず振り返ると、軽食屋の卓に、二人の人間が座っていた。

　髭ひげ面づらの、戦士のような男が言う。

「そいつはいい話だな。英雄の死に、乾杯だ」

　もう一人の、フードをかぶった狩人かりゅうどのような男が言う。

「だから死んでないって、奴やつは人形蜘蛛の巣で行方不明になったんだ」

「おいおい、だからそれはつまり、死んだってことだろう？　それともまさかあんた、人形蜘蛛にとらわれて、生き残るやつがいると思ってるのかい？」

「まさか。俺はそんな馬鹿な事は考えないよ。ただ奴の仲間はそうじゃないみたいでな。英雄を捜して、この辺りを荒らし回ってるんだ」

　私はテントの隙間にはいり込んで、彼らの言葉に耳を傾ける。

　ドラゴ・バーンズ。その名前には聞き覚えがあった。英雄さんの本名だ。

　髭の男が真剣な顔つきになる。

「英雄のパーティか……そいつはまずいな」

「ああ、お陰で俺たちみたいな日陰者は、やりにくくてかなわんよ」

　男たちが葉巻を吸って、極彩色の煙を吐きだした。

「奴らはドラゴと、それに娘を捜している。死体でもなんでもいいから、とっとと見つけて出ていってもらおう」

「ちょっとまて、英雄はともかく、娘ってなんだ？」

「蜘蛛の獲物だったらしい。異世界人で、左目を食われているそうだ。連れてきたら礼をするってよ。なあ、お前の方で、なにか情報はないか？」

「情報ねぇ。……こいつは多分関係ないと思うが、聞くかい？」

「なんでもいいさ。もともと世間話のつもりだったしな」

「じゃあひとつ聞かせよう。……これは、獣人どもに聞いた話なんだが」

　髭の男が声を潜める。




「最近、歌う化け物がでるらしい」




「歌？」

「ああ、そいつは戦うたびに、誰も知らない、異世界の歌をうたうんだ」

「……呪文のたぐいか？」

「わからん。ただ出会ったやつは皆殺しだそうだ。妙な歌が聞こえたら注意しろ。……もしくはもう少しまてば懸賞金が出るかもしれん。狙ってみるか？」

「それもいいかもな。どうせ商売あがったりだし……」

　私は立ち上がった。

　背中に冷たい汗が流れていた。浮かれた気分が一気に冷えた。

　油断していた。気づけば、市場に入って何時間も経たっていた。最初は最低限の取引で出るつもりだったのに長居しすぎた。

　お兄ちゃんのところに帰ろう。

　私は踵きびすを返そうとした、そのとき。

「まて女」

　肩に大きな手が置かれる。

　いつのまにか背後に、入れ墨だらけの大男が立っていた。

「よぅ旦那。長い便所だったな」

　髭の男がこちらに気づく。

「うん？　女を買ってたのかい？　こんなところで？　そいつはたいした趣味だな……」

「違う。よく見ろ」

　フードが剝むかれる。

「……へえ」

「おっと、こいつは……」

　私のセーラー服を見て、男たちの顔色が変わった。

「この女、さっきから、お前たちの会話を盗み聞きしていたぞ」

　見られていたんだ。恥の上塗りもいいところだった。

「おいおい、まじかよ」

「まさかの大当たりか？　こいつは運が回ってきたなぁ」

　二人の男がやってきて、私の左目を覗のぞき込む。

「──っ！」

「おっと、こりゃ失敬。はは、でも、恥ずかしがるこたないぜ。なあ？」

「ああ、傷持ちでも、あんたは美人だ。少なくとも、俺たちは気にしないぜ」

　男たちがゲラゲラと笑った。でも私はそれどころじゃなかった。

　ダメよシロちゃん！　殺しちゃダメ！

　私は左腕を抑えて、そこから飛び出してこようとしているシロちゃんを必死になだめた。彼女はすっかり戦闘態勢に入っていて、男たちを皆殺しにしようとしていた。

　でも駄目だ。こんなところで騒ぎをおこしたら、たとえこの三人を倒せたところで、今度は獣人と敵対してしまう。

　お兄ちゃんも！　来ちゃダメ！

　さらに、洞窟の天井で、真っ黒な戦意が燃え上がっていた。

　焦あせりが胸まで上がってくる。どうしよう。出口はここからじゃ遠い。なんでこんな真ん中まで来ちゃったんだろう。ちがう、いまはそんな後悔なんかしている場合じゃない。なんとか逃げる方法を考えないと。ああ、でもシロちゃんが！　お兄ちゃんが！

「さて、ここじゃなにかと厄介だ。とりあえずテントに連れ込もう」

「こちらにどうぞお嬢さん。……って、こいつ言葉わかってんのか？」

「面倒だ、△×□を嗅がせろ」

　男たちが直接的な行動に出ようとしている。

　それなのに私は考えがまとまらなくて、酸素が足りなくて、肺が半分しかなくて、

　息が、




『おちついて』




　そのとき、胸の中で声が響いた。

『まずは、おちついて』

　小さな姫蜘蛛が顎を鳴らして、私たち全員に語りかける。

『ゆっくりと、息を吸って』

　私は言う通りにした。

　胸を大きく動かして息を吸う。頭に酸素がいきわたって、思考がクリアになっていく。

『吐いて』

　焦りをすべて吐き出すように、深い呼吸を繰り返す。

『落ち着いた？』

　ヒメが、頼もしい『声』でいう。

『落ち着いたなら。なすべきことを、しなさい』

　うん！　と私は返事をして、目を開いた。

　目の前には屈強な男たちが三人いて、私を捕まえようと身を乗り出している。

　でも、私はもう恐れていなかった。冷静な心で、ただ目の前の現実に集中した。

「あの、すみません！」

「おっと、なんだ、喋しゃべれるのかい。……ちょっとまってくれ旦那」

　無ぶ精しょう髭ひげを生やした男が、大男の手を止める。

　私は彼らの会話を思い出して、この場を逃れるための計画を組み立てていく。

「あの、盗み聞きのことは、すみませんでした。急に話に出て、驚いてしまって……」

「ああ、別にいいさ。……ふむ、ってことはやっぱり、あんたがその異世界人なのか」

　男が一瞬するどい目をして、でもすぐに愛あい想そよく笑った。

「かわいそうに、大変な目にあったみたいじゃないか。安心してくれ。俺たちが保護してやるよ」

「あ、ありがとうございます」

「なに、いいってことよ。──いやぁ、しかし、よくも無事だったもんだな」

　男が用心深く眉をひそめる。

「人形蜘蛛に捕まったんだろう？　そうじゃなくてもこの場所は、熟練の冒険者だってつらいってのに、お嬢ちゃん、まさか一人かい？」

「いえ、一人ではありません」

「ほう？　いったい誰と一緒なんだい？」

　男がほくそ笑んだ。

　私も笑った。

「ドラゴさん、という方です」

　全員の目に、欲望の火が灯ともった。

「ドラゴ・バーンズ……」

　男たちがひそひそとささやく。中原の英雄……賢者の子……炎を制する者……。

「ドラゴさんを、ご存じですか？」

「……ああ。もちろん知っているとも」

「よかった。私はあの方に、蜘く蛛もの巣から助けてもらったんです」

「なるほど、そういうことか。さすがは英雄どのだな」

　愛想笑いの下で、瞳が冷たく光っている。

「それで？　その英雄どのはどちらに？」

「それが、あの方は傷ついて、動けなくなってしまったんです……」

「なんと、それは大変だ！」

　私は、なんだか噴き出しそうな気分だった。それは目の前の男も同じだろう。私たちはお互いを獲物だと思っている詐欺師のように、すらすらと会話を進めていく。

「私はあの方の代わりに探索をしていて、偶然ここに行き着いたんです。ですが言葉が通じなくて……」

「なるほど、事情はわかった。すぐに救出に向かおう」

　男が仲間に目配せをする。

「あんた、案内を頼めるか？」

「はい！　私からも是非、おねがいします！」

「ああ、いいとも。ぜんぶ、俺たちにまかせてくれよ」

　男たちがニヤニヤと笑った。










　私たちはすぐに市場を出た。途中、男たちが受付で、剣や斧おのなどを回収する。

「それは杖つえ、ですか？」

　そのなかのひとつに、私は興味を惹ひかれた。それは宝石を嵌はめた短い杖で、先日の冒険者パーティでも持っている人がいたものだった。

「魔法、ですよね。……使えるんですか？」

「ああ、英雄ほどではないがね。……奴やつも、そうとう使うんだろう？」

「さあ、どうでしょう。私が見たときはもう息も絶え絶えで……」

「ほう、では呪文も唱えにくいだろう。それは大変だ」

　化かし合いを続けながら大広間を出る。

「こちらです」

　私は洞窟のひとつに足を踏み入れる。背後から三人がついてくる。

（おい、本当に奴を助ける気なのか？）

　そのとき、三人がヒソヒソと話を始めた。

（まあ、報酬金も悪い金額じゃなかったけどよ、それで終わりにするのか？）

（そんなわけないだろう。逆だよ。殺して形見だけ届けるのさ。そうすりゃ英雄のパーティも引き上げるだろ）

（ああ、よかった。俺はてっきり、お前が変な騎士道精神にでも目覚めたかと……）

（馬鹿いうな。……本当に、馬鹿をいうんじゃねえよ……）

　私は歩きながら、じっと『糸』に聞き耳を立てる。

（だが、この娘はどうする？）

（さてな、成り行き次第だ。ドラゴが元気そうなら人質に使うし、逆に死にかけだったら始末すればいい。おい、そのときは、英雄は最後に殺そうぜ）

（はは、安心したぜ。この悪党め）

　私はため息をついて、耳たぶの糸を断ち切った。それはヒメが伸ばした糸電話で、彼らの内緒話を丸裸にしていた。

「……あの、なにか？」

　私は振り返って、言った。

「は？」

「いま、みなさんが、笑っていたように見えたので……」

「ああ、いや、別に……」

　私の言葉に、彼らは滑稽なほど動揺していた。

「ごほんっ！　……あー、なんだ。それは、奴へのお見舞いかい？」

　髭ひげの男があからさまに話題を変えて、バッグの口から見えている壺つぼを指さした。

「蜂蜜か、しかしそんな甘ったるいもの、英雄とまで言われた男が好むかね」

「さあ、どうでしょう。でもあの方も、案外子供らしいところがありますからね」

「ほう？　そうなのかい」

　男が胡う散さん臭くさそうに肩をすくめる。

　私は真実を答えた。

「子守唄が、好きなんです」

「は？　誰が？」

「もちろんドラゴさんです。最近は、寝るときに必ず、私の歌で眠るんですよ」

「……はは、そいつはとんでもない秘密だな」

「信じられませんか？　でも、本当なんです」

　そして、私は歌った。




『かごめかごめ、籠のなかの鳥は、いついつ出やる。

　夜明けの晩に、鶴と亀が滑った』




　男たちの、足が止まった。

　困惑が広がる。彼らの中で初めて、小さな娘に対する恐れが生まれる。

　でも、もう遅い。私たちはとっくに準備を終えている。

　私は歌う。虫の言葉で『もういいよ』と歌って知らせる。




『後ろの正面、だーあれ？』




　私は背後を指さした。とっさに彼らは振り返った。

　その頭上から、お兄ちゃんが襲いかかった。

「ぃぎゃああああああああ!!」

　入れ墨の男が、子供みたいな悲鳴を上げた。

　その眼球にどくりどくりと、蜘蛛の毒が打ち込まれていく。

「人形蜘蛛だ！」

「くそ！　なんだ？　剣が抜けない!?」

　残った二人が武器を抜こうとする。けれどその鍔つばは道中で、シロちゃんの糸で封じられていた。

「ぎゃああああ!!」

　私の腕から飛び出した、シロちゃんがもう一人に襲いかかる。これであとは一人だけ。

「ビルマスク！」

　そのとき、髭の男が叫んだ。

　それは以前、おじいさんが詠唱した風の呪文だ。あのとき、杖を持たないおじいさんは何日もかけて『計算』をして、ようやく魔法を発動させた。

　ところが今回、魔法は即座に発動した。

　風の刃が大男の顔面を襲い、お兄ちゃんの脚を切り裂いた。

『っ！　ふたりとも引いて！』

　私は歌った。お兄ちゃんとシロちゃんが、糸を巻き取りながら背後へ跳んだ。

　誤算だった。魔法が、まさか杖があるだけでここまで早くなるなんて……、

「……ボワレ」

　杖の先端に小さな火が生まれて、剣の糸を焼き払った。

「……まさか、お前なのか？」

　蜘蛛を見て、私の歌を聞いて、言う。

「歌う化け物。そうか、お前がそうなんだな。……くそ！　くそったれが！　俺たちを嵌めやがったな！」

　男の瞳が怒りに燃える。剣が闇を裂いて引き抜かれる。

「許さねぇ……殺してやる」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　私は怒りに震えていた。胸のうちに高鳴る二つの心臓が、復ふく讐しゅうを求めて滾たぎっていた。

　闇の中で、黒蜘蛛が脚を引きずっている。

「よくもお兄ちゃんを……許さない！」

「黙れ。ビルマスク！」

　風が放たれる。魔法の刃がなにもかもを引き裂いていく。

　その中へ、私は一歩踏み出した。

「は！　バカが！」

　男の瞳が喜色に染まる。

　でも私はなんの心配もしていなかった。

　なぜなら『ゆけ』と、左目が言っている。『やれ』と、同じ怒りが胸を燃やす。

　一心同体の言葉のもとに、私はナイフを抜き放つ。

　緑の刃が殺到する、その寸前に、




『ビルマスク！』




　左目が叫ぶ。ヒメが、いつのまにか被かぶっていた小さな指輪を触媒として、異世界の魔法を発動させる。

「なにぃ!?」

　風と風が激突し、暴風となって荒れ狂った。

　男が一歩下がった。

　私は、同じだけの距離を踏み込んで、右手のナイフを振り抜いた。

　刃はほとんど抵抗すら感じずに、男の喉笛を搔かき切った。

「……ご……あああぁぁ！」

　男がデタラメに剣を振り回した。私は大魚のように身を翻ひるがえして、同じだけの距離を取った。

　間合いの外で、私たちは男を見つめる。虫の瞳で、獲物がいつ死ぬか測っている。

「……あ……が……」

　男が杖を突き出して、でも呪文はもう出てこなくて、代わりにごぼごぼと血を吐いた。

　最後に、男は言った。

「………………ばあ……じゃ……」

　私は答えた。

「ええ、それが私の名前よ」

　男が倒れて、もう二度と動くことはなかった。










　一目散に退却した。肉も装備も拾わなかった。

　いつもなら獲物に固執するお兄ちゃんも、このときは素直に逃げてくれた。それだけダメージがひどかったのだ。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　巣穴まで戻って、私はようやく足を止めた。肩に下げたバッグを下ろして、あとから入ってきたお兄ちゃんを迎える。

「お兄ちゃん！　ああ、大変！」

　お兄ちゃんの前脚に、大きな傷がついていた。

「シロちゃん！　ヒメ！　おねがい！」

　二匹が、ピョン！　と飛び出してきて、お兄ちゃんの傷に、真っ白な糸を吐きかけた。

「お兄ちゃん。ごめんね、ごめんね……」

　私は彼の頭を抱きしめた。今日一日ずっと我慢をし続けて、こうして傷まで負った彼を思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　気にしないで。とお兄ちゃんが床を叩たたく。その健けな気げさが、いじましさが、今はつらい。

「あ！　そうだ！　お土産！」

　私はカバンから蜂蜜の壺を取り出した。

「お兄ちゃん、これどう？　飲めると良いいのだけど……」

　触肢がスンスンと匂いを嗅いでから、長い牙を蜜に埋うずめた。

　お兄ちゃんの触肢がピンと立つ。逆立っていた毛皮がだんだんと寝ていって、もとの柔らかさを取り戻していく。

「おいしいの？　そう、よかった……」

　私は彼のために子守唄を歌ってあげた。お兄ちゃんは蜂蜜を半分ほど空にすると、やがて、ゆっくりと眠りに落ちた。

「おやすみなさい、ありがとうね……」

　私たちはようやく人心地ついた。

　一方その頃、治療を終えた姉妹は、よじよじとバッグの中に入っていった。

「シロちゃんも、ご苦労さまね」

　シロちゃんは戦利品に夢中になっていた。彼女は布や小物を引っ張り出しては、いそいそとねぐらに運んでいく。

「あの、シロちゃん……。ダメとは言わないけど、ほどほどにね？」

　左脇から布をぐいぐいと突っ込まれて、私はやんわりと注意する。最近のシロちゃんはこうしてお気に入りの家財を体内に持ち込んで、居心地の良い空間を作り出しているのだ。私はちょっと心配だった。そのうちペット飼いたいとか言い出したらどうしようと思う。

　ともあれ、シロちゃんは帰宅して、お兄ちゃんは眠った。

　それで、私は最後の一匹に話しかけた。

「ヒメ。ちょっとこっちにいらっしゃい」

　かばんの中身を漁あさっていた子蜘ぐ蛛もに言う。

「ヒメ」

　ヒメは最初、無視した。蜘蛛が返事なんかするわけないでしょう？　という態度で、宝石やら葉っぱやらを検分している。

　仕方なく、私はそのまま話を続けた。

「……ヒメ、あなた魔法なんて、使えたのね」

　先程の戦闘で発動した、風の刃。

　あれはヒメの仕業だった。

　私は小蜘蛛の頭を見つめた。そこにはいつのまにか、市場で手に入れた指輪が乗っていた。人間用の豪華なそれは、彼女がかぶると王冠のようだった。

　魔法の、触媒。

「ヒメ」

　私がまた呼びかけても、ヒメは相変わらず無視をする。

　そう、無視だ。私は彼女が無視をしていると気づいている、確信している。

　だって心が通じ合ったから。

　あのとき、私たちは一心同体だった。一緒にお兄ちゃんの身を案じて、たしかに言葉を交わしたのだ。

　いや、今思えば、それは市場でも同じだった。慌てる私に落ち着けと言ってくれたのは同じ声だった。

「ヒメ、あなた喋しゃべれるんでしょ？　なにか言って頂戴」

　それなのに、ヒメはもうなにも答えてくれなくて、戦利品のガラス玉を眺めている。

「ヒ、メ」

　私は彼女を掌てのひらで掬すくった。八つの瞳をじっと見つめて、そこに渦巻く思考を読んだ。

「…………」

『…………』

　やがて、ヒメがなにかを諦めて、億おっ劫くうそうに腕を組んだ。

　指輪が光る。編まれた魔法が空気を揺らす。

「じゃあ聞くけど、人間」

　そして、彼女は言った。

「あんた、豚と話す趣味があるの？」

[image: ]











転生






　暗い、洞窟の奥底で、私はぺたんと座り込んでいる。

　大きな黒蜘蛛に体重を預けて、右手を掲げるように持ち上げている。その手のひらには指輪をかぶったハエトリグモがちょこんと座って、偉そうに腕を組んでいた。

「ちょっと、せっかくわたくしが聞いているのよ？　返事くらいしたらどうなの」

　ヒメが、言う。

　かぶった指輪をきらめかせて、空気が震えて声になっている。

「…………ほんとに、しゃべった」

　私は口をあんぐりと開けた。

　するとヒメはたちまち不機嫌になって、

「お前！　ふざけているの？　喋れと言ったのはそっちでしょ！」

「あ、ごめんなさい。実際に聞いたら、びっくりしちゃって……」

　私は、はーっ。と感心の息を吐いて、でもすぐに嬉うれしくなった。

「すごいねヒメ、こんなことができるだなんて、偉い偉い」

「ちょっと！　子供扱いはやめて頂戴！　それとわたくしを、ヒメなんていう変な名前で呼ばないで！」

　頭を撫なでようと伸ばした指を、ヒメがシッシッと追い払う。

「え？　……でも、じゃあ、なんて呼べばいいの？」

「はぁ、……やれやれ、この王国一の魔ま女じょたるわたくしも、焼きが回ったものね。まさか人間ごとき下等生物に、名乗りを上げることになるだなんて」

　小蜘蛛が人みたいな仕草で天を仰ぐ。

「けれど仕方がないわね。いい、よく聞きなさい人間、わたくしの名は『＆＄・[image: アポストロフィ]＊％』。偉大なる父『＄＃[image: アポストロフィ]・＆』に連なる太子にして、天賦の才を与えられし大魔女よ！」

　ヒメが自慢そうに言う。でも私は首をかしげた。

「えっと、ゆぎゅあ？　さん」

「……ちょっと待ちなさい、なによその愚劣な鳴き声は、まさかそれ、わたくしの名前のつもりじゃないでしょうね？」

「それで、お父さんは、ぐにょんぎ？　さん」

「あんた！　わたくしだけでなく、御父様まで愚弄する気!?」

　ヒメがぴょんぴょんと跳ねて怒っている。

「ご、ごめんなさい。そんなつもりはなくて……。えっと、んぐぃやさん？　それとも、うきゅあんさん？」

「きゃぁぁぁ！　やめてやめて！　もうしゃべらないで！　……くっ、そもそも下等な人間の音声言語なんてものに期待した、わたくしが愚かだったわね……」

　ヒメが不承不承といった様子でうなずいた。

「はあ、もういいわ。好きに呼びなさい。そもそもお前たちの下等な言葉でどう呼ばれたって、意味なんてないんだもの」

「あら、そんなことはないわ。嬉しいじゃない」

　私は、やっぱり笑った。

「いままでも、なんとなく気持ちは伝わっていたけれど、これでもっと分かりあえるでしょう？」

「おバカ。そんなわけがないじゃない」

　蜘蛛が意地悪く笑う。

「お前は子供と会話ができるからといって、それで『分かりあえた』なんて思うのかしら？　お前の悩み、その懊おう悩のうが、ちっぽけな幼児に理解されるとでも？」

　私はなんだかびっくりしてしまった。そんなことを、それこそ私の手のひらに乗るような、ちんまい生物に言われていることが不思議だった。

「わたくしはいま、そんな気分よ。豚の言葉で、子豚に向けて、赤子にするようにあやしている……。まったくこれが天才の名をほしいままにした血族の姿とは、我ながら落ちぶれたものね」

　ヒメが本当にわからないことを言う。

「あの。……ヒメって、蜘蛛じゃないの？」

「ふん、ずいぶんと雑に聞いてくれるじゃない。誤り訂正も参照もないだなんて、本当に下等な言語だわ」

「あ、意味が分からなかった？　あのね、ヒメの中身？　精神っていうのかな──」

「いい、察してあげるわ。……親が赤子の泣き声にするようにね」

　もう一度ため息。

「確かに、わたくしは蜘蛛族ではないわ。もちろん、この体はそうだけれど、でも精神は別物よ。それがつまり『＆＄・[image: アポストロフィ]＊％』であり……ええと、お前の言葉でいう、魔法、悪魔、姫……」

　ヒメが脚を搔かいて言葉を探す。私たちは日本語と異世界語と蜘蛛語というまったく違う糸を使って、絡からんだスパゲッティーみたいな会話をする。

「王女、よ」

　しばらくして、ヒメが言った。

「うん、取りこぼしはおおきいけれど、ひとまずはそのあたりでいいでしょ。わたくしは悪魔族に君臨する血族であり、魔道士協会に籍を置く大天才魔女、そして偉大なる父、魔王を支える王族の一ひと柱はしらなのよ」

　ヒメが、えっへん、と自慢そうに言った。それは、自分個人を誇るものではなく、家族や地域といった、仲間を誇る、おおきな自慢だった。

　私はびっくりした。王族、お姫様、王女様……。

「こんなに小さいのに？」

「ふふふふふ。まったく、神をも恐れぬとはお前のことね。もちろん、生前のわたくしはもっと大きかったわよ。それこそ子豚の一匹、簡単に丸まる吞のみできるほどにねぇ！」

　そのとき、王冠がきらめいて、もくもくと湯気を吐き出した。

　湯気はたちまち凝り固まって、巨大な人型を映し出した。

　それは二メートルはありそうなほどの、縮尺のおかしな悪魔の令嬢だった。金の髪に、緑の瞳を持つ美女は犬歯をむき出しにして、赤子を脅おびやかすようにシァッ！　と笑った。

「どう？　おそろしい人間？　これがわたくしの生前の姿よ！」

「別に、怖くなんてないわ」

　ふーっ、と私は息を吹きかけた。途端に湯気がかき消えて、小さな蜘く蛛もが顔をだす。

「だって、ヒメだもの」

「……むぅ」

「それよりも、生前ってなに？」

　私は聞いた、巨大な幻なんかより、その小さな言葉の方が気になっていた。

「ヒメは、死んだことがあるの？」

「……ええ、そうよ人間。我が一族にあだなす害獣よ」

　八つの瞳に暗い色が交じる。

「お前たちの卑劣な騙だまし討ちで、わたくしは倒れた」

「私がやったわけではないわ」

「知ったことではないわ。人間、お前はいちいち嚙かむ犬を分けて考えるの？　害虫を駆除するときに、個別の罪状を問うとでも？　ふん！　下等生物ごときが生意気じゃない！　一いっ端ぱしに支配者の手を嚙むなんてね！」

　ヒメが、本物の恨みを見せた。どろどろとした暗い怨念が、私という種族を恨んでいた。

「……でもね、見なさいこの姿を。結局、わたくしは滅びなかった」

　ヒメが、蜘蛛の手足をためつすがめつ眺める。

「ふふふ、流石さすがは天才魔女たるわたくしね。……輪りん廻ね転生の法、成ったようだわ」

「生まれ変わったってこと？　えっと、蜘蛛になっちゃってるけど、それはいいの？」

「もちろんよくはないわ。理想を言えば同族に転生したかったけれど、でも輪廻はもとより巡るもの。同種への生まれ変わりなんて、確率的に望むべくもないものね。……ふふ、とはいえ、蜘蛛は我が緋ひ王国の守護聖獣だもの。この雅みやびな体も悪くはないわ」

「そう、よかったわね」

「あら、簡単に流してくれるじゃない。お前のような矮わい小しょうな獣には、この天才の偉業は理解できないかしら？　いい子豚、わたくしはいま魔術の奥おう義ぎ、すなわち不老不死に手を掛けているのよ」

「興味ないもの、そんなもの」

　私は心の底から言った。

「命は、あるだけでは無意味だわ。それでなにをするかが大事だもの」

「あら、案外わかったようなことを言うじゃない。でもいいわ、同意してあげる。転生なんて、ただの手段にすぎないもの。わたくしには目的があるの」

　ヒメが王冠を被かぶり直す。




「わたくしは故郷を守るわ」




　彼女は、またあの目をしていた。家族を、仲間を自慢する目。

「御父様は、今も戦っているでしょう。御母様と領民は、豚どもの脅威に怯おびえているわ。わたくしはなんとしても力を取り戻して、王族として、そして魔術士官としての責務を果たさなくてはならないわ」

「そう」

　自分でも信じられないくらい冷たい声が出た。

　御父様、御母様と、無邪気に呼び掛ける彼女の声が、不快だった。

「それじゃあ、あなた、はやく大きくならないとね」

　でも、私は笑った。

「ただでさえヒメは、小さいのだもの」

「馬鹿ね、それは見かけにすぎないわ。わたくしは体よりも、まずは魔力を育てることを優先した。それだけのことよ」

「あ、じゃあ、あなたが小さいのって、発育不良とかじゃないんだ」

　私はホッとした。

　三匹のなかで、ヒメは明らかに小さかった。大型犬サイズのお兄ちゃんは別として、ペットボトルサイズのシロちゃんとくらべても半分以下しかない。

「よかった。あなた成長が遅くて、ずっと小さいままだから心配していたの」

「……心配、ねぇ」

　ヒメが冷たい声を出す。

「人間が蜘蛛を心配なんて、まるで母親きどりね」

「そういうわけでは、ないけれど……」

「あら、身の程くらいはわきまえていた？　その通りよ、お前は蜘蛛でも魔族でもない、獣で人で、つまりは餌よ」

　牙が、ちくりと指先を嚙んだ。

「……ふん、しゃべりすぎたわね、いい加減、話を戻すわよ」

　ヒメが居住まいを正して、最初の言葉を繰り返した。

「人間、お前は豚と話す趣味があるの？」

　私は首をかしげる。

「えっと、豚って私のこと？　ヒメ、悪口いってるの？」

「ちがうわ、豚は豚、そのままの意味よ。お前は普段、殺して食べている獲物と、いちいち言葉を交わすのかと聞いているの」

「ううん、話さない」

「そう、私もよ。いまから殺して食べる食材と、いちいちなにかを語り合おうなんて、そんな趣味の悪いことはしたくないの。……これで理解したかしら？」

　私はゆっくりと、彼女の主張を飲み込んだ。

　もしも私が、豚や羊を食べるとして、その豚が喋しゃべったら、どうするだろうか？　殺さないで、食べないで、なんて命乞いされたら、どう思うだろう？

　それは、なんというか、とても気まずいことだと思う。

　それならいっそ無視をするだろう。仲良くなんか、万が一にもならないように。

「そっか、食材、食材ね」

「不満？」

「ううん。たしかに、あなたの言うとおりだもの」

　私は笑った。

「私も、これから食べちゃう魚と、仲良くなんてできないわ。情が湧いてしまったら困るから」

「あら、情など湧かないわ。ただ、気味が悪いだけよ」

「うん、わかった。じゃあこれからは、なるべく話さないようにしましょうか」

「ええ」

「あ、でもさっきみたいに危ないときは言ってね？　それはみんなのことだから」

「……ええ」

　私はようやく人心地ついた。ひさしぶりにいろいろな問題がすっきりしていた。今日はぐっすり眠れそうだった。

　ヒメをもとの地面に置いて、代わりに秘蔵のポーションを取り出した。一瓶を一気に空にすると、体がぽかぽかと温かくなった。

「じゃあ、食べる？」

　私は前髪を搔き上げた。

「……………………」

　でもヒメは地面に座ったまま、こちらをじっと見つめていた。

「どうしたの？」

「お前に聞きたいことがあるの」

「いいけれど、あ、でも、危ないとき以外は喋らないんじゃなかったの？」

「ええ、だから今がそうよ。人間、お前はいったいなにものなの？」

　ヒメが気味悪そうに言う。

「お前のような餌を、わたくしは他に見たことがない。体を食べられているのに逃げださず、それどころか自分から差し出して笑っている。……異世界人だから？　お前の世界だと、それが普通なの？」

「えっと、ううん、そんなことはないけれど……」

　私はなんだか、恥ずかしくなって、前髪をおろして左目を隠した。

　ヒメがますます体を引く。

「ほらそれよ、気色の悪い。……最初はただ狂っているのかと思ったけれど、違うわね。お前とは話ができる。だからこそ不気味だわ。お前の目的はなんなの？」

「あら、ないわよそんなの」

　笑う。

「目的なんていうのは、生きている人のものでしょう？　私はもう、終わっているもの。死体はただ、腐るだけ」

「……それはなにかの比喩？　それとも誤訳かしら？」

「ううん、違うわ。私は……」

　私は、思い出す。海うみ野の琥こ珀はくを。地球での暮らしを。

　自分を押し殺して、他人が期待する形になって、人間のふりをした偽にせ物ものを思う。

　いま思えば滑稽だった。本当は、こんな、化け物だったのに。

　人殺しで、虫好きな、頭のおかしい肉の塊。それが私だ。

　結局、正しい人にはなれなかった。

　ごめんなさい。お母さん。

「……なるほどね」

　ヒメが言った。

　私はハッと我に返った。一瞬、意識が飛んでいた。自分がどこまで、なにを口走ったか分からなかった。

「分かったわ。……いえ、結局なにも理解できなかったけれど、ひとまずは飲んであげるわ。異世界の娘、ウミノ・コハク……」

「……やめて」

「は？」

「私を、そんな名で呼ばないで」

「名乗ったのはお前でしょう」

「忘れて頂戴、……私は化け物バーシャよ」

「天母神バシアスですって？　あはは！　人間風ふ情ぜいが、大きく出たわねぇ！」

　蜘く蛛もが笑う。

「なにが怪物よ、いきがらないでよね。コハク、お前はただの人間よ」

「やめて……」

「いいえ、やめないわ。聞きなさいコハク。すべての生命には正しく定められた運命があるの。先達を敬い、子を育はぐくみ、同胞を愛し、敵を討つ。それは魔族も虫けらも変わらない不朽不変の法則よ」

　私は奥歯を嚙かみ締しめた。

「コハク、お前にだって、人として正しく生きる道はあったはずよ」

　私はなにも言えなかった。

　だって、それはそうだろう。こんな正しい言葉を前に、怪物がいったいなにを返せるというのか。

　だから私が吐けたのは、呪いの言葉だけだった。

「ええ、そうかもね。あなたの言う通り、そんな未来もあったのかもしれないわ」

　唇に酷こく薄はくな笑みが浮かぶ。私か母か、あるいは他の環境がもうすこしでも違っていたら、私は人間でいられたかもしれない。虫が好きな、ちょっと変な子供として、どこかで幸せに暮らしたかもしれない。

「でも、もう手遅れよ。私は道を外してしまったのだもの。ここにいるのはただの、人殺しの化け物よ」

　どかり、と私は腰のナイフを地面に突き立てた。まだ手入れもしていない刃は、赤黒い血でぬれていた。

　英雄さんを殺した瞬間から、私はもう手遅れだった。この心と体は罪にまみれて、清らかな部分などひとつもない。

　左の目を開ける。空っぽの虚うろを見せつける。動きの悪い左腕を投げ出して、シルクの体でしなを作った。

「ねえヒメ、あなただってそう思うでしょう？　こんな食われかけの残飯に、いったいどんな運命が残っているって言うのよ」

　笑う、彼女の嚙み跡をことさらに晒さらして、左目の虚で哄こう笑しょうする。

　正義とか、運命なんてものは所詮、正しい人のものだ。腐りかけた肉と心に、そんなものは宿らない。

「私にいまさら、どんな正しさがあったっていうの？　こんな体で、魂で、どう正しくあれたっていうのよ。……化け物って言われたら、化け物になるしかないじゃない！」

　反吐へどのような言葉をはく。

「あなたには分からないでしょうね王女様。……なにが御父様よ、なにが故郷よ。死んでも守りたいだなんて、ずいぶんと立派なことをいうじゃない。そんなに家族が好きだった？　そんなに素敵な仲間だったの？　……ねえ、想像したことがある？　そんなものが、一人もいない魂を」

　空っぽの左目で蜘蛛を見る。すべてが闇に染まった視界、それこそが私の運命だ。

「ツギハギだらけの皮を被かぶって、人のふりをして生きていく。……そんな生き物にも、それでも正しい運命があったって、あなたは言うの？」

「ええ」

　蜘蛛は即答した。

　八つの瞳に力強い光がやどる。

「お前が哀れな身の上であったことは認めてもいいわ。でもそれと魂の気高さはなんの関係もないことよ。たとえ汚お泥でいにまみれたとしても、正しくあることはできるはずよ」

　蜘蛛が言う。立場も肉体も失って、虫の体にすら身をやつした蜘蛛が、ある意味では私よりも失われた異種族の姫が、それでも正しさを信じていた。

「…………そう」

　私はお兄ちゃんの毛皮に顔をうずめた。干し草に似た乾いた香りが、少しだけ心を慰めた。

「あなたって、お母さんみたいなことをいうのね……」

「…………」

「でも、もう、やめて。許して……」

　私はもうなにも見たくなくて、やわらかな毛皮に甘えていた。

　ヒメは正しい事を言っている。人殺しだって、死にかけだって、それでもきちんと生きている人はいる。

　あの英雄さんは、最後まで見知らぬ娘を助けようとした。悪魔族の姫君は、死してなお同族を守ろうとした。

　彼らは、私が出来なかった正しさの証明だった。私よりも厳しい立場にいる人が、でもずっと正しい心を持ちつづけている。その眩まぶしさに、私はもう耐えられなかった。

「……泣くことないじゃない」

　しばらくして、ヒメが言った。

「いいわ……わたくしの心は変わらないけれど。でも言葉が過ぎたことは認めてあげる。これ以上はなにも言わないから、許しなさい」

　謝るときまで尊大で、私は口の端でかろうじて笑った。

「……べつに、いいわよ。悪いのは結局、私なんだもの……」

「そう……」

「ええ、そんなの最初から、分かってたもの……」

「ん……わかったわ。………………それじゃあちょっと頼みたいのだけど、それをあんたの口から、二人にも言ってはくれないかしら？」

「え？」

　二人？

「痛い痛い、痛いわ、お姉さま、節足動物に関節技は本当に駄目よ。お兄様も見てないで……助けて……ちょうだ……」

　私は顔を上げた。

　すると、ヒメがボコボコにされていた。

　お兄ちゃんが頭をもたげて『いじめ、よくない』と睨にらんでいる。シロちゃんが『ウチのもんになにしてくれとんじゃい！』とヒメをぐるぐる巻きにしている。

「ふ、ふたりとも！　大丈夫よ！　ほら！　私は元気だから！」

　シロちゃんがパッと駆けよってきて『本当？』と涙を舐なめる。お兄ちゃんがグイグイと頭を押し付けて、毛皮で私の掌てのひらをなでた。

「うん、ありがとうね。だいじょうぶ、本当にいじめられていたわけじゃないの……」

　私が歌うと、二人は『おまえ次はないからな』という目つきで引き下がった。

「ふん、まったくふたりとも過保護なことね」

　ヒメがジタバタともがいて糸から逃れる。

「……でも、そう、そうなのね」

　親指サイズの小さな蜘蛛が、私を巨人のように見上げている。

「なにが、そうなの？」

　私は彼女の意を汲くんで、その小さな体を左ひだり眼めに運ぶ。

「子供なのね、あんたは」

「それはそうよ、まだ未成年だもの」

「その概念は知らないけれど、つまり……いえ」

　ヒメが私に入っていく。喉を下って、肺を抜けて、お腹なかに降りる。

「いまさら言っても、詮無きことね」

　そして彼女は姉と並んで、私の肝臓に口をつけた。
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　ばりばりと、むしゃむしゃと、蜘蛛が私を食べていく。

「詮無き、ことね……」

　こんなのは、どうしようもないことだと、ヒメが言う。

　そのとおりだった。

　私はもう、どうしようもない。

　目も腕も半分なくなって、肺も肝臓も食べられている。

　それもいずれはなくなって、空っぽの人形になってしまう。

　そんな私には、もうなにもかもいまさらだった。

　夢だの運命だのという話は、生きている人だけでやってほしかった。朽ちゆく死体のことなんか、蜘蛛にくれてほしかった。

　私は歌った。食事中に雰囲気のいい音楽を掛けるように、優しい歌をうたっていた。











Die Bremer Stadtmusikanten






　カチン、カチンと火打ち石から火花がこぼれて、小さな焚たき付つけをポッと燃やした。

　私はその火を薪に移して、ふぅふぅと息を吹きかける。すると炎は少しずつ大きくなって、やがて立派な焚き火になった。

「よし、成功」

　私は十数回の失敗を経て、ついに火打ち石の使い方を覚えた。

「うん。ちょっとコツがいるね。ありがとうシロちゃん」

　左手代わりの彼女をちょいと撫なでる。するとシロちゃんはぽいっと石を放りなげると『やっとおわったー』とお尻をふりふりして退散していった。蜘蛛にとって炎は糸を焼く天敵で、兄姉はちょっとだけ苦手そうだった。

「あら、丁度いいじゃない。一本もらうわよ」

　唯一、火を恐れない末っ子がやってきて、火の付いた薪をくわえていった。

　竪穴セノーテの奥に、土でできた変な形のカマドがあって、ヒメはその下で火を熾おこす。

「なにこれ？」

「蒸留器よ」

　ヒメが魔法で風を送り込む。

「蒸留器？　それって、ウィスキーとか作る、あれのこと？」

「そうよ」

「ヒメ、お酒のむの？」

「バカ、飲むわけないじゃない。わたくしの目的は霊薬──つまり、お前たちの言葉でいう高純度のアルコールよ。あれは消毒や溶媒に、なにかと使い勝手がいいからね」

「へえ、ヒメってすごいのね」

「ふふん、この程度、天才魔女であるわたくしの手にかかれば簡単なことだわ。あ、そうだわ。アルコールは染色にも使えるから、できたらお姉様にも献上しましょう」

　ヒメが仰々しくうなずくと、シロちゃんが目を輝かせた。

「さ、そろそろカマドにヒビが入ってきたわね。……お兄様、泥を足してください！」

『こう？』とお兄ちゃんがかまどに泥を足していく。そうしていると蜘く蛛もというよりも、浜辺で砂をこねるコメツキカニみたいだった。

「そうそう、その調子です。さすがはお兄様、見事な腕ね」

　私は、じーっとヒメと、お兄ちゃんを見比べる。

「……なによ子豚。言いたいことがあるなら言ったらどうなの」

「ううん別に。ただ私と皆で、扱いが違うなって」

　かたや子豚、かたやお兄様、お姉様。

「当然よ。蜘蛛族もまた、悪魔族とは異なるけれど、立派な魔族だもの。敬意を払って然しかるべきだわ」

「そっか」

「ええ、それに見なさい、この禍まが々まがしくも愛らしいフォルムを。お前たち人間も、猫とゴキブリなら猫を好むのでしょう？」

「ううん、ゴキブリ」

「うん、お前に聞いたわたくしが馬鹿だったわね」

　よくわからないけれど、兄きょう妹だいが仲良しなのはいいことだ。

　ヒメがうんうんとうなずく。

「第一、二人は内面も素晴らしいものね。お姉様の審美眼は大したものだし、気位の高さも、悪魔族の姫君と比べてなんら遜色ないわ」

「うん。うんうん」

　私はコクコクとうなずいた。いや、本当にそのとおりだ。

「お兄様はお兄様で武人の才覚があるわね。これほどの戦士、近この衛えの戦士にもそうはいなかったわ。反面、すこしぶっきらぼうなところもあるけれど、でもそれも愛あい嬌きょうだってわたくしは思うの」

「そう、そうなの。お兄ちゃんはそこがいいの」

　私たちは、うんうんとうなずきあった。

「わたくしは本当によい縁えにしを得たわ。奇妙な結びつきではあるけれど、彼らと兄妹のちぎりを交えたことはこのうえない幸運ね」

　ヒメが嬉うれしそうに笑っている。

　私はそこにどうしても、蜘蛛でもお姫様でもない、三兄妹の末っ子としての笑みを見てしまう。

「ふふ、ふふふ」

　私は小指の先で、ヒメの頭をちょいちょいと撫でた。

「なによ子豚。ええいやめなさい、馬鹿にしているの？」

「ううん、ただ、嬉しくて」

「……相変わらずおかしな豚ね」

　兄姉に向けるものとは真逆の視線。

「ホント理解できないわ。そもそもお前、豚と呼ばれて怒らないの？」

「うん、あの名前で呼ばれるくらいなら、ずっといいもの」

「……べつに、気遣ってそうしているわけではないけれど……」

　ヒメが気味悪そうに身を引いた。

「まあいいわ、それより、気をつけなさい」

「なにが？」

「そろそろ焦げるわよ」

　ヒメが背後を示した。

「あ！　魚！」

　私は慌てて焚き火に戻った。そこでは魚の串焼きが、丁度いい具合に焼けていた。

「……わ、あちち……」

　赤々と燃える炭の火が、魚の皮を炙あぶっている。こぼれ落ちた脂がしゅんしゅんと弾はじけて、しょっぱい匂いが漂ってくる。

　私は串焼きの一本を手に取った。

　ちゃんと冷まさないと絶対に熱い。そんなことはわかっているのに、ほとんど我慢できなかった。ふぅふぅと申し訳程度に息を吹きかけて、すぐにがぶりと齧かぶりつく。香ばしい皮がパリンと弾けて、あつあつの肉汁が溢あふれ出した。

「ん〜〜〜〜〜〜！」

　しょっぱい！　まるで白黒映像に色がついたみたいに、塩がすべての味を鮮やかにしていった。体に足りなかった塩分が、細胞のひとつひとつに染しみ渡っていった。

「おいしいよぅ……」

　私は目尻に涙まで浮かべて、魚の串焼きをぱくついていた。間違いなく、この串焼きはいままでの人生で一番おいしい料理だった。

「洞窟魚キジヤムの串焼きね、珍味じゃない」

　ヒメが言う。

「なつかしいわ、御父様の好物で、干物がよく献上されていたわね」

「あ、よかったらヒメも食べる？」

「いらないわ、というより、食べれないの。蜘蛛族の体に、それほどの塩分は毒なのよ」

「そうなんだ。こんなにおいしいのに味わえないだなんて、かわいそうね」

「……そうね」

「ごちそうさまでした」

　私は右手だけで祈って、いっぱいのお腹なかをぽんぽんと撫でた。気づけば保存用の干物まで含めて五匹も食べていた。

「シロちゃんも、ありがとうね」

　食事を手伝ってくれたシロちゃんが『満腹になったか？』と、猫に餌を上げる人みたいにうれしそうにしている。

「よしっと、ヒメ、こっちは準備万端だけど、そっちは？」

「こちらも終わりよ。……ビルマスク！」

　ヒメが使い終わった釜を破壊した。

　私も、焚き火を消して、リュックを背負う。

「行こっか」

「ええ」

　ぴょんと、跳ねてきたヒメを左目に受けて、私は最後にもう一度竪たて穴あなを見た。

　天井からそそぐ光が、苔こけむした壁をあぶっている。キラキラと光る川かわ面もで、洞窟魚が飛び跳ねている。

　たった数日すごしただけの、仮の家。それがどうしてか、私におおきな哀愁を抱かせた。

　たぶんそれは思い出だからだ。

　私達、家族の。

「…………」

　私は無言で頭を下げた。異なる世界の仮宿に、彼らの知らぬ祈りを捧ささげた。

「──よし。それじゃあみんな、出発よ」

　私はまた、歩き出す。二度とここには戻らぬつもりで、まだ見ぬ世界へ旅立った。










　歌う化け物。そして、英雄さんを捜す冒険者の存在。

　市場で手に入れたそれらの情報を、私たちは重く受け止めていた。

　今思えば、私はやっぱり油断していたのだと思う。みんなとの日々が幸せすぎて、危ないことなんて起きないと思っていた。

　でも、実際の私たちはすでに獣人たちに警戒されていて、人間たちだって、なにも諦めてなどいなかったのだ。

　もはや竪穴は安全な場所ではなかった。

「奥へ潜るのがいいでしょうね」

　左目のなかでヒメが言う。

「まずは人間どもから逃れるべきよ」

「うん、私もそれが良いいと思う。……でもヒメはいいの？　お家うちに帰りたいんじゃなかったの？」

「もちろんよ。……でもさすがにこの姿では、帰ったところでなにもできないわ」

　むぅ、とヒメが悔しそうにする。

「まったく、思えば生前も、兄きょう姉だいからはさんざんチビとからかわれたものだけれど、いまはもうその比ではないわね。これでは故郷を守るどころか、自分の命すら怪しいわ。まずは成長して戦力を整えましょう。それから情報もほしいわね。そもそもわたくしたちは、ここがどこかも分からないのだから」

　結局のところ、やることはあまり変わらなかった。私たちは洞窟をゆっくりと攻略しながら、奥へ奥へと下っていった。

　洞窟は、人間たちの行動圏を離れるごとに闇の色を深くして、いよいよその危険性を剝むき出しにしていた。

「……みんな、静かにね」

　こうして慣れてくると、殺風景な洞窟に意外なほど生き物がいることが分かる。壁には光合成に頼らない地衣類がはびこり、その苔を食べる虫や小動物が走り回っている。暗闇の生態系は意外にも豊かで、その頂点には巨大な捕食者の存在すらあった。

　いま、私達の目の前に、そのなかの一匹がいる。

「コココッ。コッコッコッ……」

　洞窟の奥で、真っ白なトカゲが喉を鳴らしている。地球で言う、コモドオオトカゲみたいなそのトカゲは特徴的な鳴き声をしていて、暗闇をものともせずに進んでいた。

「バジリスクよ。気をつけなさい、毒針を飛ばすわ」

　トカゲがぴたりと歩みを止めた。ちろちろと舌を出して警戒している。

「明かりは消さなくていいわよ。もう気づかれているから」

「こっちが、見えているの？」

「見えてはいないわ。聞いているの。闇の生き物は音の撥はね返りで獲物を見るの。奴やつらにとって、音は立派な武器なのよ」

「あら、それは私達もでしょ」

　私は喉の調子を確かめて、カチカチと犬歯を打ち鳴らした。

　戦いの歌を聞きつけて、お兄ちゃんとヒメちゃんが戦意を燃やしていく。




『だれが駒鳥を殺したの？　それは私と雀すずめがいう。

　私の弓で、私の矢羽で、私が彼を殺したの』




「コカカカカ！」

　蜥蜴とかげの歌と、蜘く蛛もの歌が響き合う。敵を測る歌と、味方を導く歌。性質の違う二つの戦歌が、相手を消し去ろうと願い合う。

　トカゲが私たちを測っていく。勝てるのか。勝てないのか。勝てるとして負傷はするのか。捕食者として厳密に見定めていく。

　それはこちらも同じだった。お兄ちゃんの毛が逆立って、ヒメの王冠が輝き出す。

「コカッカカカ！」

　バジリスクは、こちらを獲物だと見定めたようで、真正面から突撃してきた。

　それはそうだろうなと私は思う、彼からしたら私はただの人間で、棚から落ちてくるぼたもちや、ネギを背負しよったカモみたいに思っただろう。

　誤算があるとすればひとつ、それは私が人間じゃなくて、四頭一個の怪物だったことだ。

「ビルマスク！」

　左目が叫ぶ。風の刃やいばが空間を切り裂き、敵の出鼻をしたたかに打った。

　トカゲがびっくりして立ち止まる。

　その顔にシロちゃんの糸が絡からんでいく。同時にお兄ちゃんが突撃する。敵の視界を糸で奪って毒を打ち込む。それが二匹の必殺の連携だった。

　ところが、今回の敵は一味違った。

「いけない！　お兄様まだ駄目よ！」

「プシュン！　プシュン！」

　トカゲが視界を奪われたまま、針のようなものを吐きかけた。

　針がお兄ちゃんに降りかかる。でも彼は被害を気にもしなかった。腕の一本を犠牲にして、そのまま毒を打ち込むつもりだった。

「っ!?　ガチガチガチ!!」

　ところが、針を受けた前脚が、勝手にビクビクと跳ねだした。

　これにはさすがのお兄ちゃんもたまらずに、糸を引いて慌てて逃げた。

「おにいちゃん！」

　私はナイフをふりかぶって、黒蜘蛛の脚に振り下ろした。毒に汚染された前脚が、ジタバタと跳ねながら闇に飛んだ。

「プシュシュン！」

　トカゲが畳み掛けてくる。まるでスイカの種でも飛ばすみたいに、小さな毒針を吐きかけてくる。

「避よけなさい子豚！」

　ヒメが叫ぶ。

　でも、私はもちろんそんなことはしなかった。むしろ、お兄ちゃんに覆いかぶさって、彼を守る盾になった。

　ぱたたたた、とまるで雨が傘に落ちるような音が響いて、針が私に突き刺さった。

「子豚！」

「コカカカカ！」

　トカゲが舌なめずりをする。勝利を確信して近づいてくる。

「……あら、それはちょっと早いんじゃないかしら？」

　私は起き上がった。

「コカ!?　プシュン！　プシュン！」

　さらに針が吹きかけられる。そのなかを、私はスタスタと歩き出す。

「コ……カ？」

　バジリスクの顔に困惑と恐怖が生まれていった。自慢の毒針をものともせずに歩く人間に、初めての恐れを抱いていた。

　私はその隙間に入り込む。敵が行動を決めかねている間に歩み寄って、その鼻先にナイフを叩たたき込む。

「ふんっ！」

「ピギャァァァッ！」

　バジリスクが悲鳴をあげる。毒の発射口を傷つけられて、ようやく逃亡を決意する。

　でも、もう遅い。私達のシロちゃんは、そんなに甘い蜘蛛じゃない。

「カァ!?　ガァァァァ!?」

　糸がトカゲを絡め捕っていく。そうして動けなくなったところに、ヒメちゃんが油断なく牙を打った。

　トカゲは少しずつ動けなくなっていった。クモの毒が体に回って、敵から餌に変わっていった。

「ふぅ……」

　私はようやく息を吐いて、穴だらけの左腕を見た。

　すでに食い尽くされた人形の腕に、毒針がいくつも刺さっていた。










「バカ！　バカバカバカバカ！　大バカ者！　まったくなんてことするのよ！」

　バジリスクとの戦いが終わって、ヒメがカンカンに怒っている。

「お兄様！　勇猛と無謀を履き違えないで！　忠告はちゃんと聞いてください！」

「そうよお兄ちゃん！　無理しちゃダメなんだから！」

　二人がかりで怒られて、お兄ちゃんが『ごめんなさい』と謝った。こういうとき素直に謝れるのがお兄ちゃんの良いところだった。

「うん、分かってくれたらいいの。ちゃんと反省してね？」

「お前もよバカ。この考えなしの命知らずめ」

「え？　私？」

「自覚もなしか……訂正、お兄様以上よあんたは」

　ヒメの視線が、私の左腕に突き刺さる。

「まったく、なんて無様な姿なのよ。見なさい、お姉様もお怒りよ」

　そのシロちゃんは『きゃー！』と悲鳴をあげながら、私のボロボロになった左腕を一生懸命修復していた。彼女は自分の作品が傷つけられて、ぷりぷりと本気で怒っていた。

「あ、ごめんねシロちゃん。でも、お兄ちゃんが危なかったから……」

「だとしてもよ。……あんた、自分の命が惜しくないの？」

「うん」

　ヒメが『処置なし』とばかりにため息を吐ついた。

　でも、これについては、私は反省していなかった。この針が刺さった場所がたとえ生身だったとしても、それでお兄ちゃんを守れるなら本望だった。

「さて、それじゃあ、どっちに行こっか？」

　私は改めて、洞窟と向き直った。バジリスクを倒したことで、正面にいくつも道がひらけていた。

「風は……、えっと、ここと、そっちから来てるみたいね」

　人差し指を舐なめて、それぞれの洞うろの前で突き立てた。するといくつかの洞の前で、指がヒヤリと冷たくなった。

　空気が動いている、ということはつまり、この先は袋ふくろ小路こうじではなくて、どこかにつながっているということだ。

「……むぅ、そちらからは、なにか生物臭がするわね」

　ヒメが触肢で空気を舐める。

「あぶなそう？」

「わからないわ。けどわざわざ試すこともないわね。お兄様！　こちらの道を行きましょう。くれぐれも、猪ちょ突とつ猛進はなしですよ」

　了解。とお兄ちゃんが返事をして、右端の洞窟へ入っていった。彼はたのもしい斥候で、本隊の安全を確保してくれるのだ。

「うん、やっぱりこの構成は強いわね」

　ヒメが言う。

「お兄様が斥候、わたくしが索敵、そしてお姉様は後ご詰づめと、一通り揃そろっているわ。これならそうやすやすと不意は打たれないでしょう」

「ふぅん、私はなんの係？」

「お前は荷物運びよ」

「そっか、……わかった、がんばる」

「……めげないやつね、ホント」

　暗闇をランタンで払いながら、私たちは進んでいく。

「それにしてもヒメって、こういう探検に詳しいのね」

「当然よ。悪魔族は男も女も鍛えているもの。わたくしも幼い頃は、兄姉に連れられて故郷の森に潜ったものだわ。……ふふ、そう思うと、なんだかなつかしいわね」

　ヒメが幸せな思い出にひたるように言う。私はいらっとする。

　そのとき、足元に張られた糸が、くいくいと前後に揺れ動いた。

「子豚、まちなさい。お兄様からの通信よ」

　それはお兄ちゃんが残していった追糸で、振動がちょっとした情報を伝えてくれた。

　糸は『早く来て』と言っていた。

「なんだろ。お兄ちゃんにしてはハッキリしないけど……」

「そうね、でも悪い印象ではないわ」

　それはまるで、親の袖を引く子供のような、ワクワクとした震えだった。

　私たちは奥へと進んでいった。

　風が強まっていく。空気が新鮮なものに変わっていく。

　曲がり角を越えると、いきなり光があふれだした。ヒカリゴケとはくらべものにならない陽ひの光が、視界のすべてを埋めていく。

　光のなかで『早く見て』とお兄ちゃんの影が踊っている。私たちは痛む目を開いて、それを、見る。

　轟ごう音おん。

「……ここがどこか、わかったわよ」

　私達が顔を出したのは、とある谷の中腹だった。

　けれど、これを谷と言っていいのだろうか。

　それは、エベレストを真二つに裂いたような大渓谷だった。谷の対岸は何十キロも向こうにあって、岩肌から飛び出したいくつもの滝が、地面に落ちる前に蒸発している。

　竜の群れが、雲間を飛び立っていく。

　遠い谷底に、縮尺のおかしなゴーレムがいる。

　苔こけむした廃はい墟きょの都が、重力に反して岩壁に張り付いている。

「魔界ダンジョン・大渓谷グラントリア」

　ヒメが言う。

「ここは世界最大の秘境、……巨神どもが築き上げた、古いにしえの都よ」

　言葉の意味もわからぬままに、私は目の前の景色に圧倒されていた。










　結局、私たちはそこから先には進めずに、道を戻ってキャンプをした。蜘く蛛もたちがトカゲをむしゃむしゃと食べて、私も前足を一本もらった。

「まさか、大渓谷グラントリアとはね」

　ヒメが興奮した様子で言う。

「流石さすがのわたくしも驚いたわ。まさかここが、彼かの伝説の地だったなんて……」

　同じく食事を囲んだお兄ちゃんが『それってすごいの？』と地面を叩く。

「もちろんよお兄様。この『都市』は世界最大の謎のひとつと言われていて、ざっと七億年前、わたくし達が陸にも上がれぬ古生物だった時代から存在しているの」

　都市？

「都市とはつまり、巣ね。それも蟻あり族が作るような大規模なものよ。その主あるじはすべての魔術の祖、巨人族だと言われているわ」

　お兄ちゃんとヒメは、やれ、伝説の武器がどうの、考察がうんぬんと盛り上がっている。

　一方、私たちは別の話題で持ちきりだった。

「滝、きれいだったね」

　ねー。と、シロちゃんがうっとりしている。私たちは昼に見た景色を思い浮かべながら、探検道具のランタンを整備していた。

　このランタンはヒカリゴケを植えて作られたもので、その作業は整備というよりも盆栽のお世話に近かった。私は酢の混ぜ物を散布して、シロちゃんは苔肌を糸で補修していく。

　この特殊な苔を利用した光源は冒険者の必需品で、みんな色んな株をかけ合わせては、自分好みの色を生み出しているらしい。市場で見た七色の光がそれで、ときには品評会も開かれているのだとか。

　シロちゃんも私も、こういう作業は大好きで、ふたりでああでもない、こうでもないと相談しながら作業していた。いつか連名で品評会に出るのが私達の夢だった。

「シロちゃんは、どこか気になるところはあった？」

『湯気！』とシロちゃんが元気良く踊る。『もくもくしてた！』

「ああ、あの温泉ね」

『温泉？』

「そう。お湯の湧き水。入ると気持ちいいのよ」

『シロちゃんも入れる？』

「え？　……どうかしら？　ねえ、ヒメ、蜘蛛って温泉に入れるの？」

「駄目よお姉様。どうか自重ください」

　トラブルの気配を嗅ぎ取ったのか、ヒメが慌てて割り込んでくる。

「あれは熱容量の大きい恒温動物の娯楽なの。蜘蛛族が湯治をしても茹ゆだるだけよ」

　そっかー。と、特に興味もなかったのか、シロちゃんが作業にもどった。

「ふふ、残念だったねシロちゃん」

「……そういうあんたは、そろそろ入った方がよさそうだけどね」

「え？　私、匂う？」

　私は腕の匂いを嗅いでみる。

「んー？　特に感じないけれど……。あ、わかった。あなた、私の鼻を食べたでしょ？」

「そこはまだ食べていないわ。そうではなくて単純に、お前の鼻が臭気に麻ま痺ひしてバカになっているだけよ。……そうだ、今朝これを作ったわね」

　ヒメがリュックの中から、素焼きの小さな壺つぼをひっぱりだした。

「なにこれ？」

「脂を灰汁アルカリで固めたもの。いわゆる石せっ鹼けんよ」

　壺の中には、とろりとした半固形のクリームが入っていた。

「それで、服や体を洗うといいわ」

「わ、ありがとう」

　石鹼は柚ゆ子ず皮で香りがつけられていた。それは、ヒメが市場で欲しがっていたもので、私はうれしくて。いつまでも匂いを嗅いでいた。

「まったく、大げさね」

「ふふふ、だって、プレゼントだもの」

　私はシロちゃんの作ってくれた大切なリュックのなかに、ヒメの石鹼も入れた。

「あら、自惚うぬぼれるんじゃないわよ子豚。誰だって食材は食べる前に洗うものでしょう？」

「それもそっか。でも、ふふ、ふふふ」

　私は笑った。ヒメが気味悪そうに距離をとった。

「なによ急に。気色悪い」

「ううん、だって、結局洗うのは私だなって」

「は？　そんなのが面白かったの？」

「そうじゃなくて、あれ、宮沢賢治」

「ケンジ？」

「うん。注文の多い料理店」

　私はヒメに、幼い頃に読んだ寓ぐう話わを語った。

『注文の多い料理店』。それはとあるレストランに入った紳士が『店側の注文』に応えていくたびに、いつしか自分自身が料理になっていくという話だった。

　今の私はまさに、その紳士と同じ状況だ。

「いいえ、それは違うわね」

　ところが、話を聞いたヒメが首を振った。

「そう？　でもこれって『──お客さまがた、ここで髪をきちんとして、それからはきものの泥を落してください』じゃない？」

「表面上はね、でもそのお話の人間どもは決して、食われることなど望んでいなかった。けれどお前は違う。逃げ出すどころか大喜びで、スキップしながら奥に進んでいるじゃない。これには山猫も困惑でしょうね」

「そう言われると、確かにそうかも……」

「でしょ？　ね、お兄様たちも、そう思うわよね？」

　ヒメが隣に同意を求めると、そこにはいつのまにかお兄ちゃんとシロちゃんが座り込んでいて、私の話を聞いていた。

『おもしろかった』と二匹が拍手代わりに床を叩たたく。

「ふふ、おそまつさまでした」

『でもちょっと残念』とお兄ちゃん。

「残念？　どうして？」

　二匹がワキワキと感想を言い合う。それによると、どうやら蜘蛛たちは山猫側が主人公だと思って感情移入していたらしい。

『斬新な罠わなだった』『でも獲物を逃して残念』

「ふふ、そうね。そう言われると、たしかにこれって残念な話ね」

　私は蜘蛛の頭を順番に撫なでる。白猫みたいにふわふわなシロちゃんをすいて、アラビア織りみたいな黒蜘蛛をほぐす。

　たちまち二匹は眠そうにして、私の指を甘あま嚙がみしていた。

『もっと歌って』と、二匹がねだる。

「はいはい、それじゃあ今日はこのへんで寝ましょうか。──さあみんな、次はなんのお話を歌ってほしい？」

　最近の私たちはそんなふうにして、迷宮の夜を過ごしていた。私は彼らがねだる地球の歌や物語を、虫の言葉で歌っていた。

『蜘蛛の話がいい』とシロちゃん。

「クモ？」

『うん。ないの？』

「うーん……そっかぁ。でもそれって結構めずらしいのよね。……蜘蛛の糸、ロバート王、百物語……もう何度か歌っちゃってるし、他になにかあったかしら？」

『ブレーメンの音楽隊がいい』と今度はお兄ちゃん。

「あら、またなの？　ふふ、お兄ちゃん、それ好きね」

『それ飽きたー』とシロちゃんが文句を言って、二匹がやいのやいのと言い合いを始める。私は口くち喧げん嘩かが取っ組み合いになる前に、慌てて口を開いた。

「あ、そうだヒメ」

「なによ？　……言っておくけど、わたくしがリクエストするなら千夜一夜物語よ」

「そうじゃなくて、あなた、さっきの話は、私達とは違うって言ったでしょ」

　喉の調子を確かめる。とととん、と指で三匹を撫でる。

「だったら、こんな話はどうかしら？　──それは昔々の物語」

　私は歌って、秘蔵のポーションを一息に飲んだ。




　ある日、神さま落ちてきて、お腹なかをすかせてさまよった。

　やさしい獣はあわれんで、獲物を探して差し出した。

　猿は豆を採ってきた。狐きつねは魚を捕まえた。

　ところが兎うさぎは、なにもなし──。




『それでそれで？』とシロちゃんがせがむ。お兄ちゃんがうとうとと船を漕こいで、ヒメが関心のないふりをする。




　困った兎はその身を投げた。私をお食べと炎に跳ねた。

　神さま兎に感謝して、その身を抱いて月に登った。

　それから月は兎の形。毎夜、夜空をひとっ跳び……。




　蜘く蛛もたちが眠っていく。

『捨身月兎』を、私は歌う。

　そうして紳士が体にクリームを塗るように、あるいは兎が炎に身を投げるように、

　この身を食べる彼らのために、心地よい音楽を奏かなでていった。










「まったく奇妙な話だったわね」

　翌日、私たちは小さな谷を降りていた。

　小さいとはいっても、それは大渓谷に比べればという話で、洞窟を切り裂くような谷は、二十メートル以上もある代物だった。

　そんな難所を、でも私はすいすいと快適に降りていった。私の体は何本もの命綱で吊つられていて、おかげで話をする余裕すらあった。

「まったく、本当に、心の底から、妙な話だったわ」

　ヒメがくりかえす。彼女はさっきから、私が昨夜に歌って聞かせた『捨身月兎』に文句をつけていた。

「そもそも、月に兎なんているわけないでしょ」

「それは分かってるわよ。影がそう見えるっていう話」

「それも地球とやらでのことでしょう？　こちらの月面は、ぜんぜん兎には見えないもの。それとなぁに？　その神とやらは？　兎を月に召し上げるほどの力があるのなら、飢えることだってないはずでしょ」

「そんなこと言われても、私も詳しいわけじゃないから」

「はぁ？　なによそれ！　悩んでいたわたくしがバカみたいじゃない！」

　ヒメがぷりぷりと怒っている。

「話が終わって、わたくしはとっても悩んだのよ。それでようやく疑問をまとめて声を掛けたらお前、歌うだけ歌って満足そうに鼻提灯ちょうちんを浮かべて……そのうえ言うに事欠いて、詳しくないですって!?」

「だからごめんなさいってば」

　私はひょいひょいと腕を動かして、垂直の壁を降りていく。そのすぐ上には覆いかぶさるような格好のお兄ちゃんがいて、私を操り人形のように吊っている。

「ウサギもウサギよ！　どうして自分を食べさせるのよ！」

「えっと、それは、自己犠牲とか？」

「自己犠牲ですって？　はん！　それで同胞が救われるのならともかく、相手は他種族よ？　そんなものに身を食べさせても自殺と変わらないわ。むしろ同族を食べる捕食者を増やす利敵行為ね」

「…………」

　私は、黙った。

　ヒメが、言う。

「馬鹿な兎ね。本当に馬鹿な兎だわ」

「ねえ」

「なによ」

「それって、誰の話かしら？」

「決まっているじゃない、兎の話よ」

　いつのまにか、あたりに奇妙な緊張感が漂っていた。

　私たちは異世界の底で、捨身月兎の話をする。今昔物語を梃子てこにして、芥あくた川がわみたいに吊られていく。

　ヒメは明らかに、言いたいことを抱えていた。

「ねえ子豚、お前はその兎をどう思うの？」

「私はそうね。本人が満足なら、いいんじゃない？」

「本人だけの満足でしょう。その馬鹿な兎を育てた親は、なんと思うかしら」

「…………」

「あるいは、愛を持って育はぐくんだ同胞たちはどう？　その身をとして育てた未来の種子が、他種族に命を捧ささげる愚行を許せるかしら？」

「……同族なら、そうでしょうね。でもそれが、勘違いだったら？」

　操り人形の私が降りる。地面が近づいてくる。

「それはきっと最初から、違う種族だったのよ。オナガに托たく卵らんするカッコウみたいに、サムライアリが飼うオオヤマアリみたいにね」

　ぷつんぷつんと糸がはずれる。最後の一歩をひょいと跳ねる。

　硬い地面に降り立って、私は左目に指を突っ込んだ。

　小さな蜘蛛を引っ張り出す。

　愛情をもって彼女を包んで、でも確かに拒絶する。

「……なによ子豚」

　もう、ごまかすことなどできなかった。

　私は、ヒメが苦手だった。

　もちろん、愛しているし、信用もしている。嫌っているわけでは決してない。

　ただ、どうしても分かりあうことができないのだ。

　なぜなら、ヒメはまともな人だから。粗野で人食いな、正真正銘の魔族である彼女をそんなふうに言うのは変だけど、でも、ヒメがふとした瞬間に漏らす、国や家族を思う気持ちは本物で、人間にだって共感できるものだろう。

　それが、私にはつらい。

　まるでお母さんや英雄さんを相手にしたときのように、あまりにも正しい人たちを前にすると、私はいたたまれなくて、消えたくなってしまうのだ。

　いや、消えるだけならまだましだ。私は結局、それだけではすまなかったのだから。

「？　どうしたの子豚？　不快よ」

　私は小さな蜘蛛を握り込んだ。ヒメは、それがなにを意味するのかわからないみたいで、あわい怒りを向けてきた。

　私は笑ってしまった。どうして、正しい人というのはこうなのだろう。自分を世界の主人公だと思いこんで、悪意の存在にすら気づかない。

「…………こぶた？」

　ヒメの言葉に、ようやく不安の色が混ざる。まるで、親に一度も殴られたことがない人が初めての暴力に触れるように、右手の中で縮こまっていく。

　私は母のように笑った。

　彼女の死因が、騙だまされてのものだというのも納得だった。こんなちっぽけな人間の害意にすら気づかないのだもの、簡単に殺せたに違いない。

　英雄さんを殺した時のことを思い出す。彼も、最初は私の殺意を信じなかった。ただ私を愛して、その愛が報われることを無邪気に信じた。




「ねえヒメ、あなた、人が花を愛する時にどうするか知っている？」




　私は、花か弁べんのような蜘蛛を捕まえる。

「…………」

「知らないなら教えてあげる。ヒメ、人間はね、愛情込めて育てた花を、首切り落として窓辺に吊るの」

　指に力を込める。

「それが彼らの愛し方なの。そんなの花からしたら、たまったものではないわよね」

「…………」

「異種族の愛が同じものだなんて、勘違いしないことね。分かりあおうなんて、そんなのは悲劇のもとだもの」

「……それは、わたくしの話かしら？」

「いいえ、人の話よ」

　ヒメが黙った。私もそうした。

　これ以上は何を話すのも危険だった。私達の心はぎりぎりのところで触れ合っていた。その境界を超えたならもう二度と後戻りできない、そんな地点で顔を突き合わせていた。

　私はこの話を、最後通つう牒ちょうのつもりでしていた。これ以上は踏み込むなという意思を明らかにするために、あえて照らした闇だった。

　でも、ヒメは違った。

　蜘蛛の王冠が光りだす。言葉を紡つむごうと魔法を編み出す。

「わたくしは──」

　やめて、と私は思った。

　また、彼女という人を読み違えていた。どこかで諦めてくれると甘えていた。

　でも、ヒメはどこまでも厳しい人で、私の欺ぎ瞞まんを許してはくれなかった。

　そして、私たちは、境界を、

『温泉！』

　と、そのとき、シロちゃんが踊った。

「………………温泉？」

　私たちはまったく同じタイミングで、同じ言葉をつぶやいた。

　うん。温泉。とシロちゃんが頭の上でくるくると回る。

　もわもわと湯気が立ち込めて、私はいまさらのようにあたりを見回す。

　すると谷底には小さな川が流れていて、白い湯気が立ち上っていた。

『これ、温泉、違うの？』

「え？　ううん。そうね、温泉だわ……」

　言いながら、私は右手をちらりと見た。

「……たしかに温泉だわ」

　ヒメの王冠が輝きを失っていく。ぱたりと牙が垂れ下がる。

　シロちゃんがくるくると嬉うれしそうに踊って、早く行こ！　と私達を急せかす。

「ええ……お姉様が言うのなら、仕方ないわね」

　立ち込める湯気のなかへ、私たちは歩いていった。










「くっ……ふぁぁぁぁぁ〜〜……」

　熱いお湯に足をつける。

　肌が水面をくぐるたびに、ちりちりとした刺激が弾はじけていった。痛みに似た熱が身体からだを温めて、じんわりと緊張をほぐしていった。

　私は温泉に肩まで浸つかって、あーとかうーとか唸うなっていた。手足がゆっくりとぬくまって、落ちた雫しずくがぴちゃんと跳ねた。

「はぁ〜〜〜〜……」

　これまで感じたことがないくらい、お風ふ呂ろというものが気持ちよかった。思えばここ数週間は人生でもっとも疲れた日々で、その疲労を一気に癒やす心地よさは格別だった。

　鼻の下までお湯に沈んで、ぶくぶくとアブクを吐く。

「ちょっと子豚、お風呂で遊ばないで」

　左目の奥でヒメが言う。

「気をつけなさい。あんたの体は穴だらけなのだから、水でも入ったら大変よ。カビが生えても知らないんだから」

「わ、それは大変」

　私は慌てて顔を出した。空っぽの左手がお湯に浮かんだ。

　ヒメがぶつくさと文句を言う。

「ん？　……ちょっと、あんたまさか体を洗わずに入ったの？　まったくお湯の入り方もしらないお子様なんだから……」

「別にいいじゃない、私しかいないし」

　バシャバシャとバタ足。

「ちょっと！　やめなさい！　まったく、本当に子供なんだから……」

「子供子供って言うけれど、そういうヒメは何歳なのよ」

　これほど説教臭いのだ、最低でも三十代、場合によってはお母さんより年上だろうと思っていた。あるいは悪魔なのだから何百年と生きているのかもしれない。

　私はそんなことを考えていた。だから、ヒメの答えは衝撃的だった。

「十四歳よ」

「………………え？」

「あ、ちょっとお前、湯冷めするわよ。もっと肩までつかって百まで数えなさい」

　簡単なことが認識できなくて、私は素直に言うことを聞いた。一、二、三、

　十四。

「じゅ、じゅうよん!?　十四って、十四歳ってこと？」

「そうよ」

「……あ、わかった。犬の十四歳は人間で言う九十歳とか、そういう話？」

「相変わらず訳のわからないことを言うわね。人間も悪魔も、歳としなんて大して変わらないわよ」

　それっきり、ヒメはそっぽを向いてしまった。

　私は衝撃を受けていた。お姫様とか悪魔だとか言われたせいで、てっきりヒメは年上なんだと思いこんでいた。けれど、でも一度そうと知ってしまうと、不思議と納得できるところがあった。

　私よりみっつも年下のお姫様。

　若くして魔法を極めて、不死に手をかけた少女。死してなお家族を助けようとしている贄にえの姫。

「……なによ、そんな目で見て」

　ヒメが、私の不ぶ躾しつけな視線に嚙かみついた。

「お前も、わたくしのことを生意気だって言うの？」

「え？」

「王女だからって、ちょっと魔法に長たけているから小うるさいって……ものをしらないチビは黙ってろって、そう思ってるんでしょう？」

　それはきっと、生前の彼女が何度となく掛けられた言葉なのだろう。

　私にさんざん正論を浴びせかけた彼女だ、以前もそうだったに違いない。

　年下で、地位が上で、天才で、

　そんなのさぞ、煙たがられたことだろう。

　ヒメが私に向けた正しい言葉たち、あれは決して、すべてを手にした大人が振るったものではなかった。ただ理想を抱いた子供が信じた、純粋な祈りだったのだ。

　そんな夢の果てに、彼女はこんなところまで来てしまった。

　あるいは、だからこそ死んでしまったのかもしれない。

　十四歳。

　騙されて死んだという、それは彼女の享年でもあった。

「ちょっと、なんとか言ったらどうなの？」

「え？　……そうね、たしかにヒメって、ちっちゃいよね」

「はぁ!?　言ってくれるじゃない！　喧けん嘩か売ってるの!?」

「だって事実じゃないの。ほら」

　言って、私はヒメを指さした。

　人差し指の先にいる、小さな蜘く蛛もが憮ぶ然ぜんとしている。

「むぅ……」

「でも、生意気だと思ったことはないわ。あなたはいつだって、正しいことしか言わなかったもの」

「……そう」

　ヒメがぷいっと、気まずそうに視線を逸そらした。それで、私もそれ以上の追及はしなかった。

　それにしても、十四歳……。私はのぼせそうな頭で考えていた。十四歳と言えば、私がようやく人間に擬態する方法を覚えたころだった。

　当時は人間社会というものが本当によくわからなかった。興味もないことを長時間つかって叩たたき込まれる授業も、趣味も性格も合わない相手と無理やり仲良くしなければならない苦痛も、耐えられなかった。

　それも今ではなつかしい。

「……ねえ、ヒメ」

「なによ」

「前に喋しゃべった時『これが生前の姿だー』って、見せてくれたじゃない」

　私は彼女と最初に言葉を交わしたときのことを思い出していた。あのとき、ヒメは二メートルもある大女の映像を映し出した。

「あれって、盛ってた？」

「………………………………ちょっとだけよ」

「ちょっとってどれくらい？」

「うるさいわね！　ちょっとはちょっとよ！」

　ヒメがカンカンに怒って、でも私はちっとも怖くなくて、いつまでもクスクスと笑っていた。

『おはなしおわった？』

　と、そのとき、シロちゃんがトコトコと歩いてきた。ヒメが慌てて、

「あら、お姉様。すみません、そちらの作業も佳境でしたね。きゃっ！　ちょっとお姉様！　待ってください！」

『むりー』

　シロちゃんがもう待ちきれない様子で、ヒメを咥くわえて温泉のひとつに連れ去った。そこにはたくさんの布が浸かっていて、お兄ちゃんがザブザブと足踏みしている。

『ね、つぎは？　つぎは？』

「もう、乱暴なんですから。ふふ、でもお気に召したようでなによりです。もう取り出して構いませんよ」

　ヒメがお湯を覗のぞき込むと、浸していた布の色が変わっていった。

「わぁ、きれいねぇ」

　私が身を乗り出して覗き込むと、シロちゃんが藍色に染め上がった布を抱きしめて、くるくると踊っていた。

「ふふん！　これは湯花染めといってね。灰汁あくの代わりに温泉水をつかう染色方法なの」

「へえ……なんか、ヒメって、温泉にもくわしいの？」

「もちろんよ。わたくしは錬金術も十歳で極めたもの。それに悪魔族と言えば温泉好きで有名よ。なつかしいわね、わたくしも年祝いの織布は自分で染めたものだわ」

　ヒメが兄姉を指導して、みんなでくくり染めをしていた。

「ん……そうなんだぁ……」

　熱に熟んだ私の脳が、あわい幻を見ている。そこでは角の生えた子どもたちが、仲良く温泉に入っていた。浅黒い肌のお兄ちゃん、真っ白でキレイな妹ちゃん、そして──、

「──子豚？　ちょっと、子豚」

「んー？」

「んー。じゃないわよ。のぼせるわよ。そろそろ上がりなさい」

　私は立ち上がった。長い髪が背中に張り付いて、お湯が皮膚をなぞっていった。

　私の身体は、ずいぶんと軽くなっていた。食べられた中身は別にしても、あばら骨が浮き上がり、股を閉じても太ももすらつかない。

　そんな体を、蜘蛛たちがじっと見つめている。まるで極上の料理を見つめるように、私に欲望をかられていた。

「ふふ、ヒメ、食べたくなった？」

「ば、馬鹿！　さっさと体を洗ってきなさい！」

「はーい」

　私は手頃な岩に腰を下ろして、石せっ鹼けんの壺つぼを取り出した。

「えっと……あれ？　うん？」

　私は片腕一本で工夫して、なんとか石鹼を泡立てようとした。けれどハンドメイドのそれは現代のものとはだいぶちがって、ぜんぜん泡が立たなかった。

「ヒメ、これ失敗してない？」

「失礼ね、天才の仕事に抜かりはないわよ。……お兄様！」

　お兄ちゃんがやってきて、石鹼をぱくりと口に含んだ。そのまま顎を動かすと、もこもこと泡が湧き出してくる。

「わ。お兄ちゃんすごい。蟹かにみたい」

　クリームみたいな濃厚な泡に、私とシロちゃんは大喜びで抱きついた。

「ついでよ子豚、洗ってあげるから、そこで大人しくしていなさい」

　私は大根みたいに丸洗いされた。お兄ちゃんが髪をわしゃわしゃと揉もみ洗あらいして、シロちゃんが古い垢あかをかじり取っていく。

「〜〜っ♪」

　私は歌った。ただ体が鳴るにまかせて、歌詞のない音を発していた。

「はぁー。きもちいい……。みんな、ありがとうね」

「お礼なんていらないわ。言ったでしょう？　食材を洗っているだけだって」

　泡が私を包みこむ。シャボンと歌があたりを漂う。

「……少し、瘦せたわね」

　ヒメが、ぽつりと言った。

「餌が悪いのかしら？　肉は多めに食べさせているはずなのに……」

「ああ、人間には、野菜もいるのよ」

「なんですって？　それを早く言いなさいバカ。よし、次からは山菜をたくさん食べさせてあげる」

　ヒメがこだわりの強い酪農家さんみたいなことをいっている。そこまでいくと注文の多い料理店というよりは注文の多い牧場経営者だった。

「んー、私、野菜はいいかな」

「好き嫌いをしないの。あんた、そんなだから最近味が落ちたのよ」

「え！」

　私はびっくりした。

「それ、本当？」

「え、ええ。噓うそではないけれど……」

「うん……わかった。今度からは野菜も食べる……」

　私はしょんぼりとした。ヒメがますます困惑する。

「やれやれね、相変わらず頭のおかしい豚ね。自分が食べられるときの味が、そんなに気になるの？」

「うん」

　ヒメが処置なしとばかりに両手をあげる。だけど私には重大事だった。

　私の望み、それは誰かの糧かてになることだった。虫たちにおいしく食べられて、彼らの幸福になりたかった。

　でも、それはあくまで私からみた話でしかなくて、彼らがどう思っているのかはわからなかった。

「ねえ、ヒメ」

「なによ？」

「私って、おいしい？」

　私は、ずっと気になっていた質問をした。

　ヒメは笑った。

「まずいに決まってるでしょ。あんたみたいな瘦せっぽちの子供、本来ならとても食べられたものではないわ。くれぐれも自惚うぬぼれないことね、わたくしたちは他に餌がないから、仕方なくあんたを食べているだけよ」

「本当？」

　私はヒメを見つめた。

　いままで、うわっつらでしか話さなかった私が、でもこのときはなんの誤魔化しもしなかった。

　私は歌も、物語も挟まずに、真実の裸を蜘蛛に晒さらした。

　手の甲に小さな蜘蛛を乗せる。溶けた泡が肌を滑って、糸と肉で出来た化け物の体があらわになった。

「……なんて、顔をするのよ」

　ヒメの態度から、茶化すような雰囲気が消えた。

　異なる世界の地の底で、私たちは裸で向き合った。

「……いいわ、そこまで言うなら、真実を語ってあげる」

　ヒメが胸に手を当てて、後ろ脚ですっくと立つ。

「聞きなさい子豚、わたくしが、この短くも長い生涯でもっとも美味だったものを教えてあげる」

　長い沈黙を挟んだあとでヒメが言う。悪魔と虫、二つの生涯を歩んだ蜘く蛛もが、意外な言葉を口にする。

「それはお前の涙よ」

「涙？」

　その、あまりに想定外の答えに、私は理解が追いつかない。

「涙って、あの涙？　血とかじゃなくて？」

「血は二番目ね」

「えっと、お肉でもなく？」

「それは三番目かしら」

　私は肉屋のメニューを読み上げるように、さまざまな部位を口にした。ヒメはそのたびに、上から順番をつけていった。

「お前の体は間違いなく、わたくしが口にしたなかでもっとも美味なるものだった。それに比べれば城での料理も、御父様とともにした洞窟魚キジヤムも霞かすむ……。お前の肌に触れるたび、わたくしは幸福を感じていた。お前の香りを嗅ぐたびに、わたくしのすべては満たされていた……」

　ヒメの言葉はどこまでもまっすぐだった。

「おまえはとても、おいしかったわよ」

　私はなにも言い返せなかった。

　ぴちゃん、と胸元にしずくが落ちる。

　それで、私はなんだか急に、彼女のまえで裸でいることが恥ずかしくなってしまった。

「あ……ううぅ……」

　私は首をすぼめて泡に潜った。耳たぶがあつい、心がふわふわして落ち着かない。

「これで満足？」

　ヒメが言う。でも私は、まさかこんな暖かな言葉が返ってくるなんて思っていなくて、なにも答えられなかった。

　うれしい。でもなにが嬉うれしいのかわからない。頰が熱い。私は肌の、作りものでない部分の全部を真っ赤に染めて、鼻まで泡に埋もれていった。

「な、なんで？」

　声が震える。泣きそうになる。

「だ、だって、こんな……私なんか……ぜんぜん……」

「子豚、お前は餓うえたことはある？」

[image: ]

　やさしい声。

「お腹なかが減って、なにも食べられずに死んだことはある？　ひもじさのなかで土をはみ、生きながらにして干からびたことはある？　……わたくしは、あるわ。そんな生涯一度の苦しみを、もう何度も味わってきた」

「……な、なんども？」

「ええ、最近ね、ようやく魔力が安定してきて、いろいろなことを思い出せるようになったの。それによるとね子豚、わたくしはどうやら、この転生は初めてではないらしいわ」

「え？　……二回目ってこと？」

「いいや、二回どころではないわ。わたくしはもう何度も、何十度も、転生の魔法を繰り返していたの。……虫や、ネズミに身をやつしてね」

　ヒメが、しげしげと手を眺める。

「言ったでしょう。わたくしは転生する先を選べないのだと。そしてこの世界は虫けらのほうが圧倒的に多いの。わたくしは矮わい小しょうな獣として何度も生まれ、成長することもなく、死んでいった……」

　私は、他の子蜘蛛たちを思い出す。あれだけたくさんいた人形蜘蛛の子どもたちは、結局この三匹しか残らなかった。

「わずかに残った記憶は恐怖ばかりだったわ。わたくしはいつだって餌を求めていて、そして餌に『される』恐怖におびえていた」

　それはどれほどの惨劇だったのだろう。私には想像もつかなかった。淡々とした語り口は老人のように乾いていて、すべてが過去に変わっていた。

「今回もそうだったわ。……わたくしの最初の記憶は、兄きょう妹だいたちに手足をもぎとられて、目玉を食われているところだった。その兄妹たちも殺されて、気づけばひとりで床を這はっていた。わたくしは、心の底から絶望していたわ。我ながらなんて魔法を使ってしまったのだと後悔した。この魔法は決して不死の魔法ではなかったの、ただ術者を地獄に落とす、無限の拷問魔法だったのよ……」

　私は、なにも言えなかった。

「この地獄の奥底で、わたくしは心の底から絶望していた。そうしてまた、たったひとりで死のうとしていた……そのときだったわ」

　蜘蛛が、顔を上げた。

「わたくしの前に、おおきな手が差し出されたの。その手はわたくしを殺さずに、それどころか左の瞳に受けいれてくれた……ねえ子豚、そのときのわたくしの気持ちが、あなたにわかる？」

　分からなかった。たぶんそれは、世界の誰にも分からない。

「そのとき飲んだ涙の味を、わたくしは絶対に忘れない。お兄様とお姉様と、ともに味わったお前の真心は、いまもこの体に流れている……」

　私は蜘蛛を見つめた。私の血肉で育んだ命を、右手の指に掲げていた。

　通じたのだと、思った。

　なにが、どこにかは分からない。でも確かに私の命に意味はあった。

「納得した？」

「……うん」

「そう、それはよかったわ。……だから、泣くのはもうやめなさい」

　張り詰めていた空気がほぐれて、ヒメがほっとしたように体をほぐした。

「……と、とけないの？」

「ん？　なにがかしら？」

　私は、ひくつく喉を必死で抑えて聞いた。それだけはいまも気になっていた。

「ヒメにかかってる不死の魔法、それって、解くことは出来ないの？」

「……いまなら出来るでしょうね」

「だったらすぐに──」

「でもね子豚、勘違いしないでほしいの」

　ヒメが指輪の王冠を被かぶり直し、八つの瞳を輝かせた。

「たしかに、わたくしは地獄に居るわ。飢えと殺さつ戮りくの輪りん廻ねに吞のまれて、もはや魂すら砕かれようとしている。──でもね、それでもやるのよ」

　指輪が光って、ヒメの決意がイメージとなって流れ出す。

　私の目の前に、金色こんじきの髪の少女がいる。十四歳という実年齢よりも、さらに幼そうな悪魔の姫が、それでも夢を見つめていた。

「わたくしは故郷を救うの。それが血族の姫であり、得え難がたい才能を与えられたわたくしの、大切な役目なのだから……」

「……そう」

　私はもうなにも言えなかった。

　私たちはまったく違う生き物だ。私は人間で、壊れていて、愛されなくて、阻害された。ヒメは、正しくて、天才で、愛されていた。

　でも、その本質は、もしかしたら一緒なのかもしれない。

　こうしてすごした短い時間だけでも、彼女の抱える孤独がよくわかった。最高の才能と地位を与えられて、それでも完璧なまでに応えようとした魂を思った。

「ヒメは本当に、家族が好きなのね」

「……ええ」

　もしも、私にもそんな人達がいたら。そう思わずにはいられない。

　そのときはもしかしたら、彼女のようにいられたのかもしれなかった。

「御父様も、御母様も、異才のわたくしを愛してくれた。……わたくしはただ、その愛に応えたいだけなの……そのためなら、なんだってするの」

　そう言って、ヒメは見えない涙をこぼした。




「だからね、コハク。私はお前を食べます」




　私の小さな姫蜘蛛が、私の望みを血肉に変える。

「正直に言えば、ずっと迷っていたの。わたくしはこう見えて、お前に恩義を感じていたから。いずれすべての人間を滅ぼすとしても、お前だけはわたくしの部屋で飼ってあげようと思っていた」

「そんなの、いやよ」

「ええ、……それももう、分かっているわ」

　蜘蛛が腕の一本を掲げた。

「誓うわ。わたくしはお前の望みを叶かなえます。その心身を食い尽くし、魂の一片すら残さないと、偉大なる父『＄＃[image: アポストロフィ]＋・＆％』と、異界の娘『ウミノ・コハク』の名に誓う」

　私は笑った。そんな名前に誓うのはやめてほしかったけれど、でも嬉しかった。

「ありがとう、ヒメ」

「礼を言われることではないわ。……本当にね」

　胸につかえていた、一番大きな懸け念ねんが消えた。

「私も、約束するわ」

　私は小指を持ち上げて、小さな蜘蛛を止まらせた。

　彼女みたいな格好のいい誓いが出来たらよかったのだけど、でも私はそんなの知らなくて、子供みたいな歌をうたった。




『指切りげんまん、噓うそついたら針千本、のーます』




「私の全部を、あなたにあげる。この心も体も、なにもかも、食べてしまってかまわない。……だからお願い」

　ああ、ここに至って、ようやく私は気がついた。

　どうして自分がこんなにも、彼らに食われたいと願うのか。

「いつかかならず私を消して。この化け物を、殺してあげて……」

　私は結局、自分を許すことが出来なかったのだ。

　私はたしかに化け物だ。あの英雄さんを殺したときから、そのことは誰よりもよく知っている。

　でもだからといって、人に育てられた事実がなくなるわけではなかった。

　私はいまでも、化け物わたしが怖い。

　日々、殺人に抵抗をなくしていくこの心が、戦闘を楽しむ脳髄が、恐ろしくてたまらなかった。こんな怪物、存在していいはずがない。そう、一番思っているのは私だった。人に育てられた怪物、人にも化け物にもなりきれない、中ちゅう途と半はん端ぱな壊れた獣。

　そんな私が、今日まで幸福でいられたのは、全部ヒメ達のおかげだった。

　私のかわいい子蜘ぐ蛛もたち。私の命に意味をくれた。終わりを約束する獣。

　彼らがいるから、私は安心して化け物でいられた。いずれ終わる命だからと、たかをくくって生きられた。

「だからお願い、私を食べて、……私の後悔を、終わらせて……」

「うん……」

　ヒメがうなずく。

　私は蜘蛛と約束をする。

　心を埋めていた大きな懸念が晴れていく。歪ゆがんだ笑顔に涙が流れる。

　ヒメがぴょんと頰に飛んで、こわれたそれを舐なめてくれた。

　シロちゃんと、お兄ちゃんもやってくる。私の後悔と悲しみが、三匹の蜘蛛に食べられていく。

「ふふ……ふふふ……」

　温かい湯に浮かびながら、私は貪り食われていった。

　これが終末だというのなら、これほど幸せなことはなかった。

「ふふふ……あはは……あはははは……」

　私は蜘蛛たちを抱きしめて、いつか訪れる終わりを心待ちにしていた。










　──でも、そのときの私は知らなかった。

　私の迎える結末は、そんな幸せなものじゃなくて、もっと悲惨で、綺き麗れいなものだった。

　いくら夢を抱いても、生まれ変わったつもりでいても、過去はなんどでも形を変えて、私の足首をつかむのだ。

　ああ、だから、本物の怪物が。

　歌う化け物が、やってくる。











歌う化け物






　石せっ鹼けんのお陰で、制服はすっかりきれいになっていた。地熱で乾かしたスカーフはふわふわで、鼻を埋うずめると柑かん橘きつ系の匂いがした。

　この制服も、いまではずいぶんと様変わりしていた。異世界での生活で布はほつれて、原形をとどめていないところもおおい。でもそれらの傷は蜘蛛の糸で継がれていて、以前よりもよっぽど素敵に仕上がっていた。

　大嫌いだったはずのセーラー服が、いまでは一番のお気に入りだった。

　服を取り上げる、するとすぐに兄きょう妹だいが着付けを手伝ってくれた。お兄ちゃんが上着をかぶせて、ヒメがボタンを留めていく。

　シロちゃんは、私の髪を編んでくれた。白糸をウィッグのように差し込んだ、人には編めない髪形に、私は名前をつけられない。

「ありがとうねシロちゃん。……どう？　みんな、似合う？」

　シロちゃんを頭に乗せたまま、私はくるくるとスカートを翻ひるがえした。するとお兄ちゃんは『強そう』という、とても正直な感想をくれた。

「ヒメは、どう？」

「ん？　そうね、さすがお姉様、料理の飾り付けも上手だわ。実に美味おいしそうじゃない」

「そっか。ふふ、よかった」

「……もういい、お前に嫌味は言わないわ」

　荷物をまとめていく。シロちゃんとお兄ちゃんが『これもってー』と渡してきた布と蜂蜜壺つぼを、おおきなリュックに詰めこんでいく。

「ヒメもなにかある？」

　聞きながら振り返ると、彼女は妙なものを採取していた。

「えっと、ヒメ？　そんなのも持っていく気なの？」

「そうよ」

　ヒメがお兄ちゃんに頼んで、温泉水を瓶に汲くんでいる。

「別にいいけど、私、そんなにたくさんは持てないわよ？」

「だれもお前に持てとは言っていないわ。運ぶのはわたくしよ」

　そう言うと、ヒメはあーんと口を開けて、瓶の中身を飲み始めた。

　小さな蜘蛛の体に、あり得ない量のお湯が吸い込まれていった。

「けぷっ……ふぅ、失礼。これでいつでも温水を使えるようになったわね。あとはそうね、硫黄や湯の花もほしいところだけど、見当たらないわね。ここ、相当若い温泉みたいね」
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「わぁ、すごい。それもヒメの魔法なの？」

「少し違うわ。これは蜘蛛族が生来獲得している固有魔法『暴食ヴォイド』よ」

　頭の王冠を輝かせながら、ヒメが説明してくれる。

「魔族は人間どもと違って、その身一つで魔法の技が使えるの。そのうち蜘蛛族が使う魔法が『暴食ヴォイド』なの。……お兄様が、体積以上の獲物を飲み込んでいるのは見たことあるでしょう？　人形蜘蛛の体には異次元へ通ずる胃袋がいくつかあって、そこに獲物を入れているの。わたくしはそれをちょっと工夫して、別のものも詰め込めるようにしたのよ」

「そうなんだ。それってお兄ちゃんたちも出来るの？」

「成長すればね。でもいまは獲物以外は無理よ。……ちょっと？　お兄様？　わたくしのお話を聞いていましたか？　ちょ！　お姉様も！　まだ無理だって言っているでしょう！　お腹なかを壊しますよ！　子豚！　あんたからも言って頂戴！」

「お兄ちゃん！　シロちゃん！　ストップ！　ストップ！」

　さっそく真ま似ねしようとしている二匹を、私たちはあわてて止める。お兄ちゃんたちは妹分に先を越されて、なんだか不服そうだった。

「やれやれ……子豚、お前の荷物もよこしなさい。固形物や大きなもの以外なら、運んであげるわ」

　ヒメが、水や油などの液体、それに砕いた岩塩や穀類などを飲み込んでくれた。

　私の荷物はあっという間に少なくなった。

　リュックを拾い上げる。右手で簡単に持てるその軽さが、なぜか少し物悲しかった。

　みんなが大きくなることは、嬉うれしい。でもそれは同時に、私の助けを必要としなくなることでもあった。

「どうしたの子豚？　行くわよ」

　道の先にいる三匹の子蜘蛛が、私が来るのを待っている。

　でも、それもきっと今だけだ。

　彼らはいずれ大きくなって、私を捨てて去っていく。

　お兄ちゃんは、きっと立派な雄蜘蛛になるだろう。シロちゃんは母蜘蛛より立派になって、子供を沢山そだてるのだ。

　そのとき、私は必要とされなくなる、子供が人形に飽きるように、捨てられる。

　私のような化け物の、末路がそれなんて、幸せなことだ。

「ねえ、ヒメ」

「なによ」

「私の心臓は、あなたが食べてね」

　私は言った。

「……ええ」

　ヒメは答えた。

　私は蜘蛛に手を伸ばす。

　学校指定のスカートをひらめかせて、クモ糸のサンダルで異世界を踏む。姫蜘蛛を左の目に吞のんで、白蜘蛛をティアラのように頭に乗せる。そこでようやく私は気づいたのだけれど、彼女は別に私の髪を編んでいたわけではなくて、自分の席を飾っていただけだった。

　でもそれが、私には嬉しい。

　お兄ちゃんがのっしのっしと歩いていく。禍まが々まがしい八本脚に力を込めて、すでに大渓谷の魔物にふさわしい威容を見せつけていく。

　私はそんな彼らと一緒に歩き出した。

　そのとき、歌が聞こえた。










　谷底を歩きながら、私はふいに顔を上げた。

「どうしたの子豚？」

「え？　……ううん、なんでもない」

　私はあいまいに頭かぶりを振った。

　なにか、歌が聞こえた気がしたのだ。

　でも、そんなはずがなかった。それより今は、道の先を気にするべきだ。

「あら残念、やっぱり行き止まりね」

　私たちは、ふたたび大渓谷の絶壁に顔を出していた。眩まぶしいほど明るい空間に、温泉水がこぼれ落ちていく。

「うーん、ちょっとここを、みんなで降りるのは無理そうね」

　断崖は風がつよくて、おまけに水で濡ぬれていた。これでは私はもちろん、蜘く蛛もたちですら難しそうだ。

　来た道をもどる。

　するとそのとき、地面がカタカタと揺れ始めた。

「……なにか来るわね」

　左目の中で、ヒメが言う。

「敵？」

「わからないわ、……でもまずいわね、ここは逃げ場がないもの。お兄様、お姉様、罠わなをお願いします」

　蜘蛛たちがあちこちを飛び回る。谷底に糸の罠が張られていく。

　私はナイフを逆手に構えた。ヒメの王冠が輝きを増した。




『あかいめだまのさそり、ひろげた鷲わしのつばさ。

　あをいめだまの子犬、ひかりの蛇のとぐろ』




「来るわよ」

「ええ」

　私たちは必殺の陣形で待ち構えた。これならバジリスクの一匹や二匹くらいどうとでもなるはずだった。

　でも今回は相手が悪すぎた。

　現れたのは、モンスターの大群だった。

「え！　ええええ!?」

　ズドドドドド！　と音を立てて、獣たちが津波のように押し寄せてくる。

　小さいものはネズミから、大きなものはバジリスクまで、いままで洞窟で見かけたあらゆる生き物が駆け込んでくる。

「よけなさい子豚！」

　私たちは必死であらがった。お兄ちゃんが洞窟狐きつねを切り裂いて、シロちゃんの罠がチスイコウモリを絡からめていく。私もナイフを振り回して、見知らぬ獣を追い払った。

　でもそんなのは焼け石に水だった。

　歌も戦闘もあったものではない。私たちはただ、生き物の濁流に吞まれていた。

「キリがないわ！」

「シロちゃん！　来て！」

　私は右手でシロちゃんを拾い上げて、そのまま崖に放り投げた。

　ぴょーんと蜘蛛が糸を引きながら、ぴたりと崖に張り付いた。

「暴食ヴォイド！」

　即座にヒメが魔法を発動。空中に張った糸が猛烈な勢いで『食い取られて』いく。

　私の右手を中心にして、糸が体を釣り上げる。ぶらぶらと揺れる足の下を、獣の群れが駆け抜けていく。

　無限に続くと思われたその流れは少しずつ細くなって、やがてとだえた。

「……ありがとう、みんな」

　糸が再びするすると伸びて、私は地面に降り立った。

　谷底はさっきまでの騒乱が噓うそのように静まり返っていた。

「子豚、気を抜くんじゃないわよ」

　ヒメに言われるまでもなく、私たちは警戒していた。

　なぜなら、さっきの獣たちは、ほんとうの意味で敵ではなかったからだ。

　獣達はただ、逃げていただけだった。私達のことなんか目にも入れずに、背後の脅威に怯おびえきっていた。

「ヒメ、私達も逃げたほうが……」

「ええ。でも背後は断崖絶壁よ。逃げ場がないわ」

　そのとき、獣が逃げた先から、いくつかの悲鳴が響いてきた。きっと狂気に駆られた獣たちが、あの崖から落ちたのだ。

　私は目の前に広がる闇を見た。彼らをそこまで怯えさせた何者かは、でも、いまだになんの姿も見せない。

「だったら横の崖を登るのはどう？　それで来た道にもどれば……」

「悪くはないわね、……でも宙ちゅう吊づりのところを襲われたらひとたまりもないわ。まずは情報が欲しい。敵をこの眼めで見てから、対策を考えましょう」

「ん……わかった」

　私は喉まで出かけた、とある考えを飲み込んだ。

　ここからほぼ確実に助かる方法を、私はひとつだけ思いついていた。けれど、ヒメと同じく情報が少なすぎて、その手を選ぶほどの事なのか分からなかった。

　背後からとどく陽光を頼りに、私たちは奥へと進んだ。

　いつもと変わらないはずの洞窟が、今日はひときわ暗く感じられた。慣れ親しんだ闇は急に見知らぬ場所に変わったようで、じっとりと重たくのしかかった。

　空気が暑い。

「……？　まさか、火竜でもいるっていうの？」

　汗が流れる。洞窟の温度がどんどん上がっている、川のお湯が沸き上がって、ボコボコと湯気をあげていた。




　ぉぉぉぉぉ…………ゃぁぁぁ……。




　そのとき、角の向こうから誰かの雄お叫たけびが聞こえてきた。

　私たちは岩壁からそっと顔を出して、それを見た。

『おおおおおお！』

　広まった空間に、何人もの人間たちがいた。彼らはみな、高そうな鎧よろいを着込んだ冒険者たちで、剣と杖つえを構えて戦っていた。

　剣士が巨大な両手剣を振り回している。魔法使いが氷の塊を投げつけている。その技量は素人しろうとの私から見ても際きわ立だったもので、いつか見た野盗とは大違いだった。

「ああああ！　くそったれがぁぁ！」

「死ね！　死んでくれよぉぉぉ！」

　けれどいま、彼らは新兵のように戸惑っていた。髭ひげを蓄えた立派なおじさんが叫び声をあげ、頭の良さそうな魔法使いのお姉さんが涙を浮かべて呪文を唱える。

「ぎゃぁ！」

「アイン!?　おのれぇぇぇ！」

　後衛を炎が包んでいく。リーダーのおじさんが、盾を構えて射線に割り込む。

　彼らが戦っているのは、炎の塊だった。

　直立する紅ぐ蓮れんの炎が、ふらふらとあたりをさまよっている。炎はときおり思い出したかのように火炎を撒まき散らすと、冒険者たちを焼いていた。

「なによあれ……」

　いつも、どんな疑問にも答えてくれたヒメが、このときはただ戦慄していた。

「火炎幽悪ボールライトニング？　でもそれにしては強すぎるわ。第一あれは沼の精霊だったはず。こんなところに出るとも思えないけれど……」

　また一人、炎に飲まれた。また一人……。

「人間どもの行動も謎だわ。なぜ逃げないの？」

　ヒメが、あくまで冷静に言う。

「戦いに酔っているのかしら？　それほどの雑ざ魚こにも見えないけれど……。なぜ撤退しないの？　どうして、あそこまで執しつ拗ように戦うのよ」

「…………許せないから」

「え？　なんですって？」

「きっと、許せないの。あんなの存在しちゃいけないって思ってるの……」

　言いながら、でも私はなにも考えてなどいなかった。

「子豚？」

　ヒメが私の異常に気づく。

「うそ……そんなはずない。だって、あんなの、絶対に……」

　私は震えていた。暑いのに寒気が止まらなかった。まるで地面がなくなったみたいに、脚がぐらぐらと揺れていた。

「ええい！　この！　怪物バーシャめ！」

　ついに、人間たちが最後の一人になった。

　髭ひげ面づらのリーダーが川に飛び込んで炎を消すと、水をまとって飛びかかる。

　炎の弾が迎え撃つ。

　直撃。水があっという間に蒸発して、肌が真っ黒に焦げていく。

「おおおおお！」

　だが男は止まらなかった。幅広の大剣を上段に構えて、真正面から打ち下ろす。

　それは命すら投げ出した一撃で、そこに鉄があれば鉄を、岩があれば岩すら切ったであろう渾こん身しんの斬撃だった。

　しかしそんな一撃を、炎は単純に上回った。

　ぬらりと、火の中から細い剣が生え出てくる。

　剣は、抜刀と同時に大剣にぶつかり、キン、と軽い音を響かせた。

　たったそれだけのことで、大剣の打ち込みが完全に殺された。

　男が一瞬怯ひるんで剣を引いた。でもその時にはもう、細剣は三合もの斬撃を放っていた。

「…………天才め」

　骨まで断たれて落ちゆく首が、泥に向かって囁ささやいた。

「…………」

　あとには静寂だけが残された。ヒメも、そして蜘く蛛もたちも、あまりの光景になにも反応できなかった。

　ただ私だけが、腰のナイフを引き抜いていた。

　やがて炎が弱まっていく。強い光が引き払われて、その中心をさらけ出していく。

「あ……あ……ああ……」

「子豚？」

　それを見て、私はもう、自分を止めることが出来なかった。

「あああああ!!」

　走り出す、右手にナイフを構えて、真正面から突き出した。

　細剣が優美な動きで跳ね上がり、あっさりとナイフを弾はじき飛とばした。

　返す刀が私の首へとひた走り、

「ビ、ビルマスク！」

　ヒメが慌てて叫んで、私の目の前に風を生んだ。

　敵と私、その両方が吹き飛ばされて、ゴロゴロと地面を転がった。

「ちょっと！　子豚！　なにをしてるの！」

　ヒメが叫ぶ。だけど私は応えられない。

「うそ……だって、殺したはずなのに……」

「なにを言ってるのよ！」

「どうしよう……ねえヒメ、逃げて！」

「そんなことは分かってるわ！　でもその前に説明を──」




『だれが……こまどりを……ごろじたの……』




　そのとき、歌が聞こえた。

「ひぃ！」

　私は耳をふさいだ。でも右手だけのそれは不完全で、歌はするすると脳に這は入いった。

「それはわたじと……すずめがいう……」

　それは日本語の曲だった。

　ありえない。そんなことあるはずない。だってそれを聞いた人はみんな死んだはずだった。疱ほう瘡そうの踊り子さんも、泣き虫の戦士さんも、誰一人として生き残らなかった。

　彼はその筆頭だった。私はその歌に殺意を込めて、彼が死ぬように歌い上げた。

　でも、違った。

「コは……く……」

「うそ……うそよ……」

　体が震える。手がかじかむ。心が怯えきっていく。

「コハグ！　ゴハグゥゥゥゥ!!!!」

　怪物が叫んだ。雅みやびな細剣を杖にして、沸き立つ川を這いずった。

　炎の消えたその体は、死体同然の有様だった。皮膚は真っ黒に焼き上がり、表面で水疱がぷちぷちと弾けている。端整だった顔は歯茎までむき出しになっていて、瞳は真っ白に濁っていた。

「アアアアァァァァァア!!!!」

　そして、歌う化け物は産うぶ声ごえを上げた。

　英雄とまで呼ばれたその人が、べつのなにかに孵かえっていく。痛みと狂気を糧かてにして、皆殺しの怪物になる。

「ゴハグゥゥゥゥ！！！」

　怪物は、ただ私だけを求めていた。










「ちょっと！　どうしたっていうのよ！　子豚！」

　誰かがなにかを言っている。

「……やだ……やだぁ！」

　私は座り込んだまま、地面を蹴って遠くに離れた。でもすぐに壁に行き当たって、それ以上逃げることが出来なかった。

『だれがこまどりをころしたの……』

「ひっ！　……ごめんなさい……ごめんなさいごめんなさい！」

　私は頭を抱え込んだ。

　心が子供に返っていく。

　こわくてこわくてたまらなかった。

　信じられなかった。あんなにボロボロだったのに、母蜘蛛にぐちゃぐちゃにされて、どこかに捨てられたはずなのに。

　英雄さん。中原の勇者。ドラゴ・バーンズ。

　彼は三み度たび、私の前に現れた。

　そんな奇跡を、私はどうしても信じられなかった。

　でも同時に、彼ならそれくらいやるだろうと納得していた。

　なにせ相手はあの英雄なのだ。

　蜘蛛に囚とらわれても諦めずに、体を食われてすら前を向いて、最後まで私を助けようとした正しい人。

「ああ……かゆい……がゆい……」

　化け物が左手を持ち上げる。そこには見覚えのある透明な瓶が握られていた。

「がゆぃぃぃぃ！」

　英雄さんが古代のポーションを浴びるように飲んだ。

　体中の傷がみちみちと音を立てて治っていく。けれどあまりに深い傷は治り切ることはなく、半はん端ぱに再生された神経が彼の狂気を育んでいた。

『だれがしたいをみづげだの？　それはわだじどぐもがいう』

「ひぃっ！」

　痛みと痒かゆみに耐えるためか、化け物が歌を口ずさむ。その声には狂気と呪いが込められていて、私の脳をしめあげる。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　頭を抱える。蜘蛛の巣で、彼に足首を摑つかまれたことを思い出す。私の真実の告白を、すべて否定した声を思う。お母さんみたいな正しさを思う。




　どうしてまともになれないの？




　痛い痛い体が痛い。もう感じないはずの痛みが思い出の中で蘇よみがえって、私の頰を打っている。




　いたい、いたい、いたい。




　幼い私が、お母さんの平手を受けている。涙と恐怖に歪ゆがんだ瞳には狂気と正義が浮かんでいて、小さな化け物に手をかける。




　まともになれないなら、いっそ。




　私は抵抗できなかった。だって正しい人がすることならば、それは正しいことだから。

　私はいつしか、這いずることもやめていた。背中を壁に預けて、ただ迫りくる歌を見ていた。

「ゴハグ……ゴハグゥゥ……」

　私の死が、英雄が、

　怪物を殺しにやってくる。

「ええい！　いい加減にしなさい！」

　そのとき、信じられないほどの大音量が響いた。それは私の耳のすぐ近く、鼓膜に直接放たれた叫び声だった。

「…………ヒメ？」

「そうよ！　やっと気づいたのね！」

　一瞬空白になった私は、ようやく耳に潜り込んでいた彼女を認識する。でも狂気はどこにも去ってはいなくて、ただ現実と混ざっただけだった。

「どうしよう、ヒメ。私、間違ってたかもしれない……」

「だからさっきからなにを言って……」

「私、殺したはずなのに。だから、だからもう無理だって……しょうがないって……思ったのに……」

「…………」

「だから化け物になれたのに……だから、いっぱい殺したのに。……でも間違ってた？　ぜんぶ無駄だった？　他に方法があったの？」

「子豚。お前……」




「私、誰も殺さずに、すんだのかなぁ？」




　私はバラバラになりそうだった。

「あのときなら、まだやりなおせたのかなぁ。それなのに私、楽をして、もう殺していいって、だから……だから……」

　異世界の底で私は泣いた。小さな蜘く蛛もにすがりついて、許しと罰を求めていた。

　ああ、でも、それも終わる。

「ぼ……わ……れ……」

　炎が再び巻き興おこる。優美な細剣に火がともる。

　私は笑った。母の細腕よりも、突っ込んでくる電車よりも明確な終わりを前にして、安あん堵どの笑みを浮かべていた。

　心残りがあるとすれば、ひとつだけ。

「みんな、逃げて……」

「ええ！　わかっているなら早く立って！　走りなさい！」

「私はいいの」

　さっき、谷底で言いかけた台詞せりふを口にする。

「彼の狙いは私よ。……囮おとりになるから、私を捨てて逃げなさい」

「お前、なにをふざけたことを……」

「ふざけてなんかいないわ」

　私は狂乱のままに正論を吐く。

「ヒメ、あなたの目的はなに？」

「……っ、あんた……」

「国に帰るんでしょ？　家族を救うんでしょう？　そのためなら、なんだってするって、言ったじゃない」

「……いまここで、それを持ちだすなんて……」

　左目で、牙がギチギチと鳴っている。

「あんたの心臓は、わたくしが食べるんじゃなかったの？」

「あら、そんな約束、やぶればいいじゃない」

　笑う。

「食べ残しの残飯とした約束なんて、どこに守る必要があるの？　そんなものとあなたの大事な家族は、比べられるようなものなの？」

　小さな蜘蛛が、手足をぎゅっと縮こめている。

　私には、ヒメが傷ついているのがよく分かっていた。

　それでもなお、私は彼女との信頼に泥を塗った。かすかに、でも確実に育ち始めていた繫つながりを汚して、価値のないものに貶おとしめた。

「私を捨てて、逃げなさい」

「それがあんたの、望みだっていうの？」

「ええ」

「……わかったわ」

　やがて、ヒメが言った。

「あんたの望むとおりにしてあげる。……わたくしは、故郷を守るのよ。そのためなら、なんだってするわ」

　ぴょん、と左目から蜘蛛が飛び降りる。

「行きましょう、お兄様、お姉様。……この腐りきった肉など打ち捨てて、我らの本分をまっとうしましょう」

　ヒメが背中を向けた。お兄ちゃんたちが動き出す。

「ゴハグ……ゴハグゥゥゥ！」

　フラフラとさまよっていた化け物が、デタラメに呪文を唱え始めた。

　火球が、地面や川を焼いていく。

　そのひとつが、私に向かって飛んでくる。

　ゆっくりと進む時間の中で、私は虚むなしく微ほほ笑えんだ。

　結局、私の夢は、かなわなかった。

　この心臓は誰にも食べられず、紅ぐ蓮れんの炎に焼き尽くされる。命は繫がれずに、煙や灰にまで戻ってしまう。

　悔いはあった。でもこんな化け物の末路だもの、仕方がない。

　私は頭を下げた。

　最後に、ヒメを見ていた。

　彼女は小さな背中を向けて、私の元から去ろうとしていた。

　ごめんね。

　私は唇だけで謝って、あとはもうなにもしなかった。

　火球が迫る。

　そのあとの惨劇を止める『人間』はもう、この場のどこにもいなかった。




『ガチガチガチガチ！』

『シァァァァァ！！！』




　でも人間たちの覚悟など、虫にはなんの関わりもなくて、

　白と黒、二匹の蜘蛛が、怒りのままに牙を剝むいた。










「ガチガチガチ！」

　お兄ちゃんが、炎弾を腕で叩たたき落とした。途端に炎が燃え広がって、体表を真っ黒に焦がしていった。

「シァァァァ！」

　でもお兄ちゃんはそんなことには気を払わずに、歌う化け物に躍りかかった。

「だぁぁぁれがぁぁぁ！　こまどおぉぉぉりぃぃ！」

　それまでフラフラとしていた怪物が、即座に剣をひるがえした。狂乱に似合わない優美な剣技が、飛びかかる蜘蛛を打ち据えた。

　お兄ちゃんはあっという間にずたずたにされていった。

「…………おにい、ちゃん？」

　あってはならないその光景を、私は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　なにが起きているのか分からなかった。この身を犠牲にしてまで助けたかった最愛の蜘蛛が、どうしてこんな目にあっているのか理解できない。

「ぞぉぉれぇわぁぁ！　わぁだぁぁしぃぃ！」

　八本脚による斬撃を、細剣がたったの一本で上回っていく。黒蜘蛛を地面に叩き落として、とどめを刺そうと振りかぶる。

「シァァアァ！」

　寸前、まるで放水でも浴びせるような、シロちゃんの糸が化け物を襲った。

　剣も体も一緒くたに、糸がすべてを絡からめ捕っていく。

　シロちゃんはそのまま勝負を決めようと、真っ白な繭に躍りかかる。

　既視感。

「ダメ！　シロちゃん！　逃げてええええ！」

　私は叫んだ。

　過去と現在がつながっていく。脚をもがれたお兄ちゃんと、握りしめられるシロちゃんの姿が脳裏に浮かぶ。

「ぼわれぇぇぇ！」

　炎が繭を突き破る。燃え盛る指がシロちゃんの体に伸びて、間一髪で空中を搔かいた。

「ひぎゃあ！　いと！　いとだぁぁぁ！　ぼわれ！　ぼわれ！　ぼわれぇぇぇぇぇ！」

　怪物が炎を呼び出して、まとわりついた糸を焼いていく。そんなことをすれば中身だってただではすまないけれど、でも彼はもうそんなことは気にもしなかった。

　それは完璧な怪物だった。

　英雄の名にふさわしい魔法と剣技が、その一切を顧みない狂気に駆られて、すべてを使い潰して歌っている。

　私など話にもならない、これこそが本物の怪物バーシャだった。

　だというのに、兄姉は一切ひるまずに、狂乱の炎に立ち向かう。

「ダメ！　ふたりとも逃げて！　お願い！　私なんか捨てて逃げてぇぇぇ！」

　私は叫んだ。でも二匹は止まらない。谷間をピンボールのように飛び跳ねて、炎の隙を狙っていく。

「……どうして、どうして言うことを聞いてくれないの……どうして……」

　いつも、私に従ってくれるいい子の二人が、このときはまったく従ってくれなかった。

「どうして……」

「わからないの？」

　背を向けたままのヒメが言う。

「ヒメ……あなたは、分かるの？」

「ええ。むしろあんたはどうして、二人の気持ちが分からないのよ」

　失望しきった声。

「お前は言っていたわね、他種族の愛が同じものだと考えるなって、……ああ、本当にそのとおりだわ。お前も、わたくしも、結局は彼らを理解しようとはしなかった。ただ、自分にとって都合のいい役割に当てはめるだけだった」

「…………」

「まだわからないの？　お兄様は決して、無謀な戦いをしているわけではないの。お姉様もそうよ。人形蜘蛛は、負ける戦いなど挑まない」

「じゃあ、なぜ……」

「勝てるからよ」

　ヒメが信じられないことを言う。

「彼らはただ単純に、勝てると思っているのよ。バジリスクに勝ったように、あの炎を狩る気なのね」

「そ、そんなの無理よ！　あの二人が勝てるわけないじゃない！」

　私の目から見ても、兄姉は劣勢に立たされていた。炎は糸の天敵で、蜘蛛では防ぐことすら難しかった。

「二人ならね」

　ヒメが王冠を被かぶり直す。

「お兄様もお姉様も、最初から単騎で勝とうとは考えていない。……思えば、彼らは最初からそうだったわね。なにをするときも、わたくしたち四人一緒だと、いつもそう考えてくれていた……」

　八つの瞳が振り返る。

「お前はまだ聞こえないの？　彼らの声が」

　ヒメが兄姉を指さした。

　戦場で、二色の蜘く蛛もが飛び交っている。その斬撃が、糸のほとばしりが、彼らの言葉を伝えていた。




『早く来て！』お兄ちゃんが叫ぶ。

『こいつ嫌い！』シロちゃんが踊っている。




「二人はわたくしとお前がいれば、あの化け物にだって勝てると信じているのよ」

「……わたし、が……？」

　信じられなかった。

「そんなの無理よ！　あんな正しい人に！　私が勝てるわけないじゃない！」

「お前のトラウマなど知るものですか。ただあの二人はわたくしたちを信じて命を懸けた。それだけよ。……さ、わたくしも、もう往いくわ」

　ヒメが私を見る。

「正直に言えば、わたくし自身は勝てるとは思っていないの。でも、お兄様が、そしてお姉様が言うのなら、わたくしは信じる。それだけよ。……さあ、あんたはどうするの？」

　蜘蛛が私を誘う。

「どうするって……」

「そこで、めそめそ涙に濡ぬれて、二人が死ぬのを見届けるの？　あの怪物を神のように崇あがめたてまつって、兎うさぎのように供く物もつになるの？」

　悪魔的な笑みを揺らして、死の淵ふちでの踊りに誘う。

「そんなの私が許さないわ。さあ来なさい琥こ珀はく！　死ぬのならせめて、戦って死ね！」

「あ、あなたって人は！」

　私は得も言われぬ怒りに駆られていた。いったいなにが許せないのかも分からずに、小さな蜘蛛に手を伸ばした。

「最低！　とにかく最低！　あとで絶対に文句いってやるんだから！」

「上等よ。この戦いが終わったらいくらでも聞いてあげる」

　生意気な蜘蛛を眼めで吞のんで、私は立った。

　足がガクガクと震えている。怖い。心がまだ怯おびえている。

　でもそんなものよりも、二人を失う恐怖が勝った。
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「シロちゃん！　お兄ちゃん！」

　走る。落ちていたナイフを拾い上げる。

「二人とも！　下がって！」

　ずっと戦いっぱなしだった二人と入れ替わる。『おそい！』とシロちゃんに怒られる。

「ぼわれぇぇぇ！」

　火炎が襲いかかってくる。

「貪食ヴォイド！」

　同時に、左目からお湯が湧き出して、炎弾を真っ向から打ち消した。

　もうもうと立ち込める湯気を隠かくれ蓑みのにして、私はナイフを突き立てる。

「こら！　バカ豚！　焦あせらないで！」

「きえええええ！」

　怪物が、いったいどうやって反応したのか、私の一撃に剣を合わせた。

　ナイフが音おん叉さのようにビリビリと鳴る。指が骨からしびれていく。

「もう！　相変わらず命知らずなんだから！　ちょっと子豚！　いつまで一人で戦っているつもりなの！」

　ヒメが砂やら風やらを投げつける。

「わたくしたちは四頭一個の獣ケダモノよ！　歌いなさい琥珀！　いつものように！　その歌声で！　わたくしたちを使ってみせなさい！」

「うん！」

　私は歌った。歯の根を鳴らして、虫の歌を歌いあげた。




『赤い目玉の蠍さそり。広げた鷲わしの翼』




　白蜘蛛が糸を吐き出して、ヒメが水を吹きかけて燃えないようにする。




『青い目玉の子犬。光の蛇のとぐろ』




　背後で黒蜘蛛が体を起こす。その体に異変が生じる。

　焦げた殻が剝がれ落ちて、中から二回りも大きな体が現れる。その体たい軀くはもはや熊のように大きく育っている。

「ガチガチガチガチ！」

　お兄ちゃんが、真正面から怪物と打ち合う。シロちゃんが糸を編み上げて、濡れそぼった糸を投げる。

「いくよ！　ヒメ！」

「ええ！」

　そして私は末妹と共に、燃え盛る炎に身を投げた。










　それは、不思議な時間だった。

　お兄ちゃんが怪物と打ち合っている。流麗な一刀流と本能の八刀流がぶつかって、火花となって瞬またたいた。

　優美な剣を閃ひらめかせながら、怪物はさらに魔法まで放つ。

「ぼわれぇぇ！」

　剣術とは真反対の粗野な炎が、敵味方を問わずに巻き込んでいく。

「暴食ヴォイド！」

　ヒメの温水が炎を消した。お兄ちゃんはそれを当たり前のように受け入れて、なにもない宙に跳び上がる。

「シロちゃん！」

　お兄ちゃんが跳んだ先に、一瞬前に足場が張られる。

　私達の支援を受けて、黒蜘蛛が宙を跳ね回る。

「だぁぁれがぁぁぁ！　おぉぉるぁぁぁ！」

　怪物は、それにすら反応して剣を払った。蜘蛛の一撃を受け止めて、鍔つば迫ぜり合あいをして押し返した。

　でも、私たちは止まらない。

「よいっしょぉぉぉぉぉ！」

　背後から、私は怪物に切りかかった。焦げた左腕を、肘のあたりから切り落とした。

「ぎいいやあああ！」

　怪物が狂乱の中で炎を吐く。でもそのときには私もお兄ちゃんも、シロちゃんに吊つられて難を逃れていた。

　それは不思議な感覚だった。

　私がやりたいと思うことを、すでに蜘蛛たちがやっている。反対に蜘蛛が望むことを、私の体が実行している。

　まるで右手が左手を助けるように、私たちは四頭で一匹の生き物だった。兄姉の戦意が私の勇気に、ヒメの戦略がみんなの頭で走りだす。

　私の怯えもみんなに伝わる。この胸のどうしようもない愛情が蜘蛛に食べられて、私達だけの絆きずなに変わる。




『可か愛わいい子蜘蛛、私をお食べ』




　私は歌った。蜘蛛の歌を。世界でここにしかない歌をうたいあげた。




『お兄ちゃん蜘蛛、瞳をお食べ。

　お姉ちゃん蜘蛛、心をお食べ。

　末っ子蜘蛛よ涙をのんで、私をあなたにしておくれ』




　私の血肉を分けた兄姉が、私に出来ないことをなしていく。

　空間を縦横に飛び交って、炎の怪物を翻弄していく。

「ア……アアア……」

　そのとき、怪物にようやく限界が訪れた、その身を包む炎が体を焼いて、左足がボロリと焼け落ちた。

　お兄ちゃんがその隙をつく。シロちゃんが道を作る。

　体が心に応えるように、私は前へと走り出す。

「ビルマスク！」

　荒れ狂う暴風に身を躍らせて、空気の間を泳いでいく。視界がはっきりと澄み渡っていて、もはや空間すら自分の一部みたいだった。蒸気も炎も敵ではなく、戦いを組み立てるピースでしかない。

　それは彼についても同じだった。

「アアアアア！」

　私と英雄さんは、いままでにないほど分かり合っていった。私は彼を殺すために、そのすべてを知ろうと眼を見開いた。

「…………？」

　一瞬の違和感を振り切って、右手の刃を振り抜いた。

　彼が剣で受ける。

　そうするしかないことを、私はもう知っている。

　とっくに終わった盤面を詰めるように、ひたすらに体を動かしていく。

「ごはぁぁぁぁぐぅぅぅぅ！」

　怪物が最後の一撃を放った。それは窮地のなかでひらめく起死回生の一いっ閃せんで、私の左腕を根本から切り飛ばした。

　でも、

「……ごめんなさいね。あなたはそれ、知らなかったものね」

　私は空っぽの腕を晒さらして、ナイフを真っ向から振り下ろす。

「はぁぁぁぁぁ！」

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　全身全霊の一撃が、怪物の肩を割っていく、ほとんど炭化した肉体を、灰のように切り裂いていく。

　ぽぉん、と細剣が宙を舞って、川床に落ちてじゅぅっと鳴った。

　怪物がぴゅぅぴゅぅと血を噴き出して、膝しかない脚で後ずさりをした。

「…………あ……ぇ？」

　彼は、自分の胸を撫なでて、そこに流れる血に触れた。

「………………あ」

　そして急に自分が生き物であることを思い出したように、血ち溜だまりの中に倒れていった。










「……勝った？」

　私は自分でも信じていない言葉を吐いた。

　目の前に倒れる怪物を見ても、まだ実感が持てなかった。自分があの、正しい人に勝利するだなんて、そんな未来を信じられなかった。

「誇りなさい、子豚」

　でも、心を分けた蜘く蛛もが言う。

「わたくしたちの、勝利よ」

　ヒメが力強く断言して、眼の前の現実を保証する。

「…………っ！」

　私は震えた。

　その気持ちを、どんな言葉にすればいいのだろう。

　生き残った安あん堵どと、守れた喜び、手に残るおぞましい感触と、心地よい疲れ。

　お兄ちゃんがやってきて、私の怪け我がを心配してくれる。シロちゃんが頭に登って、安心したように息をつく。

　私は泣いた。それがなんの涙か分からぬままに、滂ぼう沱だの涙を流していた。

「がぼがぼがぼ……ちょっと、勝利の美酒にしては多すぎるわよ。わたくしを溺れ死にさせるつもりなの？」

「ば、ばか！　笑わせないでよ！」

　私は子供のように泣いて、笑った。制御できない感情を体から溢あふれさせて、三匹の子蜘蛛に慰められていた。

　そして、また、歌が聞こえ始めた。




『ゆり……かごの……うたを……』




「ほんと、やれやれだわ」ヒメが呆あきれる。「敵ながら、見事としか言いようがないわね。あれほどの傑物、悪魔族でもそうはいないわよ」

　その声は驚きょう愕がくに染まっていたけれど、でも脅威と捉えてもいなかった。

　そこにあるのはもう、ただ死にゆくだけの肉塊だった。




『ねんね……こよ……』




　蜘蛛に捕まっても、体を食われても諦めずに、致死量の毒にすら耐えた英雄は、ここに命を終えようとしていた。

　私はナイフを握り直した。

「うん、それがいいわね、子豚。慈悲をくれてやりなさい」

　ヒメが言う。

　でも私のは、そんなのじゃなかった。

　この人だけはこの手でちゃんと殺さなければならない、そう思っただけだ。

「……ひさしぶりね、英雄さん」

　温かな水に浸つかっている、もうとても生きているとは思えない、まっ黒焦げの塊に言う。

「ゴハ……ぐ……」

　英雄さんが私を呼ぶ。

　でもそれはもう、こちらを認識してのことではなかった。

　彼の目や耳はとっくの昔に潰れていて、ただ脳裏に浮かぶ仇かたきを呼んだだけだった。

「本当に、あなたってすごい人ね。いったいどうやってここまで来たの？　……いえ、きっとあなたのことだもの。ただたくさん、がんばったのよね」

　私は彼の持ち物に視線をやった。巣では見かけなかった、優美な細剣と、それにポーションの瓶。

　これだけでも、わかることはあった。

　私が最後に見た彼は、母蜘蛛に連れて行かれるところだった。

　母蜘蛛はきっと、彼をゴミ捨て場に捨てたのだろう。

　蜘蛛のゴミ捨て場、それは彼女が価値を感じない石ころや毒物が放置される場所だ。

　私はそんな場所をすでにいくつも知っていた。金銀財宝とともに、貴重なポーションが放置されていた都市の遺跡。

　英雄さんはきっと、似たような場所に捨てられたのだろう。そしてそこで、湯水のようにポーションを浴びたのだ。でもポーションは体力は回復できても、深い傷は治せなくて、彼は痛みと痒かゆみに苛さいなまれて、やがて怪物になってしまった。

　さきほど戦っていた冒険者たち、思えば彼らにも見覚えがあった。彼らは巣に突入してきた、英雄さんの元仲間だ。

　両者がなぜ戦っていたのか。それについてはよくわからない。ただ私は、彼らが巣穴に残されていた人たちになにをしたのか知っていた。……たぶん、彼らは許せなかったんだと思う。かつての英雄の、こんな姿を。

「……そんなに私が、憎かった？」

　私は言った。意外なほど悲しい気持ちになった。

「そんなになってまで、私を殺したかったの？　体も、名誉も、全部なくして思うことが、それでも私の命だったの？　……私はそんなに、いちゃいけなかった？」

　蜘蛛たちは、人間の会話に口を挟まなかった。

「ご……は……ぐ……」

　そして彼は最初から、なにも聞いてはいなかった。

　私は鼻をすすって、ナイフを構えた。

「……さようなら」

「…………ゆりかごの……うだを…………」

　心臓を狙う。さっきは縦に切ったせいで肋ろっ骨こつに阻はばまれてしまった。刃を横に倒して、隙間を通るようにする。

「ねんねご……ねんねご…………」

　殺意が敵を読み解いていく。さっきの戦闘と同じ様に、私は彼を殺すため、彼のことを知っていく。いままでの誰にするよりも、丁寧にわかり合っていく。




「ねんねご……ねん…………ねご……よ……」




　そして、だから、ようやく、

　私は気づいた。

「……………………子豚？　どうしたの？」

　辛抱強く待っていたヒメが、あまりの硬直に声をあげた。

「……ねえヒメ」

「なに？」

「この人はどうして、歌っていたの？」

　私は先程の戦闘で感じた違和感の正体を、いまさらのように考えていた。

「ゆりかごの……うだを……かなりあが……うだうよ……」

　私の名を呟つぶやくのは分かる。仇の名前なのだから。

　でも歌は、この子守唄をなぜ彼が歌っているのか、分からなかった。

『いい歌だ。コハク』

　そうはにかんで笑う、ありし日の彼が思い出された。

『歌っておくれ……僕のために……』

　子守唄の中で眠るあどけない顔が、目の前の黒ずみと重なっていった。

「…………こは……く……」

　私は、座った。

　血溜まりに膝をついて、彼の頭を太ももに乗せた。消し炭と化した頰に触れて、体の震えを伝えていった。




『ゆりかごのうたを、カナリアが歌うよ』




　私は歌った。




『ゆりかごのうえに、ビワの実が揺れるよ。

　ねんねこ、ねんねこ、ねんねこよ。

　ゆりかごのつなを、木ねずみが揺するよ。

　ねんねこ、ねんねこ、ねんねこよ』




　私は、もうなにも聞くことの出来ない頭を膝に乗せて、歌の震えを伝えていった。

「…………あ……」

　肉塊から力が抜けていく。




『ゆりかごのゆめに、黄色い月がかかるよ。

　ねんねこ、ねんねこ、ねんねこよ……』




　くらい、渓谷の奥底で、子守唄が響いている。

　だれも知ることのない異世界の歌が、生まれたばかりの怪物を眠りに誘う。

「コ……ハ……ク……………………」

　抱えた肉塊が重たくなっていく。半身を炭で作られた人形が、ただの物へと帰っていく。

「……おやすみなさい。ドラゴ・バーンズ」

　返事はもう、ない。

　私は歌った。もう聞くもののいない子守唄を、ただひとりのために歌いつづけた。
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蓼たで食う虫のエピローグ






　三匹の蜘く蛛もが、人間の体を食べていく。

　私は食べ残しの骨をもらって、谷底に小さな墓穴を掘った。

　人間たちはほとんどが焼けてしまっていて、大した手間にもならなかった。

「さすがに、情が湧いたかしら？」

　ヒメが皮肉そうに言う。でも私は首を振った。

「ううん、全然。これはそういうんじゃなくて、なんだろう……おもいやり？」

「また妙なことを言い出したわね。いったいなんの思いやりなのよ」

「私は別に、お墓なんてどうでもいいって思うけど、でも彼らはこうしてほしいんじゃないかって、思ったから」

　ヒメは、難しい問題を解くように、しばらく頭を巡らせる。

「……ちょっと待って、あんたまさか、死体に思いやっていたの？」

「うん」

　こちらの人たちが、死者を埋めて弔うことを、私は母蜘蛛の巣で知っていた。

「私は虫に食べられる方が良いけれど、でも骨になって埋まりたい人がいることも分かってる。だったら時間もあるし、叶かなえてあげてもいいかなって思ったの。……なに？　ヒメ、そんな目で見て」

「……いえ、相変わらず理解不能な人間だと思っただけよ」

「そう？　まあ、人間と悪魔じゃ、しょうがないわよね」

「いいえ、種族は関係ないわ。あんた個人の問題よ」

　ぴょん、とヒメが左目に入る。

「やれやれ、わたくしもよりによって、とんでもないのを苗床にしたものね」

「あら、でも私じゃなかったら、ヒメはとっくに死んでいたわよ。今頃はハエかネズミかしらね」

「ちがいないわ。まったく、ままならないものね」

　お兄ちゃんがやってきて、行こう！　と先頭を歩き始めた。シロちゃんが頭に登って、次はなにが見れるんだろう、とワクワクしていた。

　私は荷物を背負い直した。ヒメが喉の奥へと潜っていった。

「ねえ、子豚」

「なに？」

「出発する前に、ひとつ言っておくことがあるの」

　どくんどくんと揺れる心臓に、蜘蛛の脚が触れている。

「あんたの心臓は、いつか必ずわたくしが食べるわ」

　とくとくと、蜘蛛の鼓動が重なった。

「あんたの望みは、時が来たら必ず果たされるわ。……だからもう二度と、投げ出すような真ま似ねはしないで頂戴」

「……うん」

　私は喜びと、そして少しの寂しさと共に、その約束を飲み込んだ。

「わかったわヒメ、約束する」

「ならいいわ。それじゃあ、行きましょうか」

「うん！」

　そうして私たちは歩き出した。二本と八本の歩幅を合わせて、闇の奥へと歩いていった。

　その旅路がどうなるのか、私は知らない。

　蜘蛛たちは、それぞれの望みを叶えるかもしれない。あるいは夢は叶わずに、失意の中で終わるかもしれない。

　そのどちらにせよ、そのとき私はこの世にいない。この体は食べ尽くされて、人形となって打ち捨てられる。

　その最後の瞬間まで、私は彼らの盾になろうと思っている。

　蜘蛛が私を食べるまで、

　この身の全てを、ささげよう。
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あとがき






　どうも、初めましての方は初めまして。お久しぶりの方は、ほんっっっっっっっっっっっっっっっっとうにお久しぶりです。入いり江え君きみ人ひとです。




　いや、新規の方はわからないと思うのですが、この本の作者、軽く数年間も新刊を出していなかったんですよね（いま調べたら七年間とか出てきましたがさすがにこれは噓うそだと思いたい）。いや長かった。

　その間なにがあったのかというと、まあ本当にいろいろあったのですが、一言でいうとスランプでした。それも人生最大級の極大スランプです。

　一時期はもう二度と小説を書けないのではと思いましたが、こうして脱出できて、またみなさんに本を届けることができてとても嬉うれしいです。

　そのあたりは積もる話はあるのですが、この場で長々語るものではありませんので、よかったらTwitter（@iriekimihito）の方を見てください。創作とスランプの脱出方法みたいなことをまとめていますので、同じ悩みを持つ方の参考になれたらと思います。




　とまれ、いまは新刊の話です。

　実はスランプを脱出したのはもう一年以上も前の話で、それからもぽいぽい文章を書いていて、すでにいくつかストックもあったりします。そちらも順次発表していきたいと思うのですが、ただ、ではすぐ出版できるかというとそんなことはもちろんなく（この作品よりさらに癖の強い原稿が複数あるとお考えください）その後は書いた原稿の出し方や、再始動の方法などで悩みました。

　ファンタジア文庫の伊藤さんとタッグを組み始めたのもその頃で、二人で既存の原稿やらプロットを並べて「どうやって再始動しよう？」と頭を悩ませました。

　まあ、とは言うものの、当時の自分はまた小説が書けるようになったことが嬉しすぎて実のところ出版や市場経済や企画会議やらというものを元気に無視して、目についた物語を片っ端から書いておりました。そんなおりに「これはさすがに出版無理だよねー」と思いつつ見せたのが、当時書いていた本作でした。




「これで行きましょう」伊藤さんは言いました。正直まじかと思いました。本作は一見すると『異世界に召喚された女の子が美男美女の三兄きょう妹だいに気に入られて無双する』というプロットなので、なにか勘違いをされているのでは？　と不安になりましたがそんなことはもちろんなく、しっかりと考えられた上でのＯＫでした。ファンタジア文庫、思えばデビュー当時から懐ふところの深い会社です。

　そんなこんなで最初は及び腰だったのですが、それもすぐに払ふっ拭しょくされました。富士見の周年に合わせたり、イラストを茨し乃のさんに頼めば世界観に合いつつ既存のファンにも自然にアピールできるのでは？　などなど横から見ていて『なるほどそんな手が』と思わせる案をポンポン出していただけました。プロの仕事とはすごいものです。伊藤さん、そのせつは本当にありがとうございます。




　また、本作のイラストを担当いただいた茨乃さんにも感謝です。思えば茨乃さんとはデビュー作の『神さまのいない日曜日』以来の付き合いであり、互いに創作の道を歩んできた仲間でした。その得え難がたい仲間に、こうして再始動のときを支えていただけて本当に心強かったです。あらためてありがとうございます。




　また、これは感謝というと少し違うかもしれませんが、本作とそのキャラクターたちにもありがとうを言わせてください。よりによってとんでもないところに来てしまったものだな、大変そうだなとは思いますが、がんばってください。はい。




　そして最後に、読者の皆さんにも感謝です。

　よく、何年も新刊を出していない作家が「この作者の人はまだ生きているのだろうか？」と心配されたりもしますが（自分も覚えがあります）。実はこれは作者も同じで「はたして自分の読者はまだ生きてるのだろうか？」と首をひねっていました。

　ですが、新刊の告知以来さまざまな反応を頂けて、また過去作についてあらためて語られているのを見て、大変はげまされた思いです。

　そして、ああ、いままさにこの文章を書いていて気づきました。

　自分のスランプは、実のところまだ明けてなどいなくて、いまようやく終わろうとしているのですね。

　これまでは自分が書けるようになったことをもってして、スランプが終わったと判断していましたが、違いました。

　この本が世に出て、あなたに読まれて、心に結ぶ。

　そうしてようやく、始まるのですね。

　気づいてしまえば当たり前のことですが、いやなかなかどうして気づけないものです。思えば先の大スランプの原因も似たようなものでした。

　これからもこの思い込みと悩みの中で、えっちらおっちらやっていくことになると思います。皆さんにはどうか、長い目で見守っていただけたらさいわいです。

　まあ長い目でとは言いつつも、実は先にも述べた通りにストックしていた新作がぽろぽろあるので、とりあえず本日から二つほどTwitterの方にのせたりもするので、興味のあるかたは御覧ください。幽霊の話と魔法の話です。

　また、ずいぶんとおまたせしてしまっている未完結作品についても、これから動かしていきたいと思っておりまして、現在いろいろと調整中です。そちらについても順次進行など告知していけたらと思います。俺はやるぞ。




　……こんなところでしょうか？　なんだかもっと語ることがあるようにも、余計なことを言い過ぎたようにも思います。あとがきなんて、以前は大変に感じたこともありますが、いまはいくら書いても足りなそうです。

　ですがそれでも、このあたりにしましょう。

　きっと機会は、またあるでしょうから。

　それでは皆さん、また次のお話で、もしくはＷＥＢで、はたまた思いもよらぬ場所で、お会いいたしましょう。





書く喜びと、読む喜びに支えられながら──入江君人。
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